
看護基礎教育における看護技徳教育

プログラムの改善

一看護接鏑教育の具体的実践に向けた全学的敢り組みー

平成 16年度 山梨県立看護大学短期大学部共同研究費

研究成果報告書

平成 17年 3月

[研究代表者] 小林たつ子(山梨県立看護大学短期大学部基礎看護学)

{共同研究者] 中谷 千尋(山梨県立看護大各短期大学部精神看護学)

北村愛子〈山梨県立看護大各短期大学部小児看護学)

松本美富士(山梨県立看護大各短期大学部人間と健康の科学〉

巴山 玉蓮(山梨県立看護大各短期大学部成人看護学〉

武邸洋子(山梨県立看護大各短期大学部基礎看護学)

古康洋子(山梨県立看護大各短期大学部成人看護学)

大久保ひろ美{山梨県立看護大各短期大学部小児看護学)

上回康子{山梨県立看護大各短期大学部精神看護学)

寺岡あゆみ(山梨県立看護大各短期大学部基礎看護学)

悶辺 千夏(山梨県立看護大各短期大学部基礎看護学)

望月 美鶴{山梨県立看護大各短期大学部成入看護学)

渥美一恵(山梨県立看護大各短期大学部精神看護学)



目 次

I.はじめに

II.研究呂的

ill. 研究方法

IV.研究結果

1. 結果 1 統合講義・総合技術演習の実施 (H16.4. 19) から

一看護実践能力育成のための総合技術演習による学習効果の検討一

3 

3 

r
0
 

• 

• 5 

2. 結果2 基本的な看護技術の習得状況の実態と課題 ・・・・・・.22 

3. 結果3 基本的な看護技術に対する学生の自信度に関する調査・・・ 30

4. 結果4 看護技術教育カリキュラムの構築ーマトリックス分析よりー

34 

V.全体考察 37 

VI. おわりに

Vll.活動経過

40 

41 



{資料}

資料①結果1一統合講義・総合技術演習要項 ・・・・・・・・・・・・ 43

資料② 結果 1 総合技術演習に関するアンケート結果

(教員・学生) ・・・・・・・・・・・・ 61

資料③結果 1ー総合技術演習アンケート用紙 ・・・・・・・・・・・・ 84

資料④結果 1ー医療安全のための知識 ・・・・・・・・・・・・・・・ 86

資料⑤結果 1ー臨地実習における看護学生の責任と義務 ・・・ ・・・・ 94

資料⑥ 結果2…臨地実習において看護学生が行う基本的な看護技術

(水準1)の修得状況 97 

資料窃結果2-臨地実習において看護学生が行う基本的な看護技術

(水準 2)の修得状況 • 110 

資料③ 結果2 臨地実習において看護学生が行う基本的な看護技術

(水準 2)習得状況 実施割合と教授方法との関連一 ・・・・・・ 120

資料⑨ 結果 3-8副主主基本的な看護技術におけるアンケート結果(卒業時)

• 127 

資料⑮結果3-9回生基本的な看護技術におけるアンケ}ト結果

(2年次終了次) ・・・・・・・・・・. .・・ 131

資料⑪結果 3-8回生基本的な看護技術(水準 1・2)の体験率(実施率)

. 135 

資料⑫ 結果 3-8回生基本的看護技術(水準 1・2)の体験状況と

自信ありの割合の関係(卒業H寺) ・・・・・. e .. "・ 136

資料⑬ 結果3-臨地実習において看護学生が行う基本的な看護技術

(水準 2) の各講座の教授状況・・・・・・・・・・・ 137



I. はじめに

近年、看護学教育を取り巻く環境は大きく変化し、ますます高度化・専同化する医療技

術や、新たな診療技術の導入に伴う倫理的な問題への対応が求められている。また、路地

実留において看護学生が行う看護技術の体験範囲や機会が制限されることも一因して、新

卒看護姉が習得する看護技術能力と現場で期待する能力との訴離がますます広がってきて

いることの指摘1)もある。実践の科学である看護学には、豊かな人間性をま毒事室iこ、対象者

に適切な看護が実践できる知識・技術・判断カがこれまでにも増してE重視されてきており、

看護基礎教育における技術教育のあり方に大編な検討が迫られている。このような状況に

対し、各看護系教育機関では創意工夫したカリキュラムのもとで、「看護技術を統合して学

ぶ方法」をはじめ「実銭能力JjiJ学内演習・臨地実習」や「看護行為JjiJ学内演習・臨地笑習j

の実施、「実習施設との連携の強化j を図るなど看護技術教育の充実のための努力をしてい

る2)。

また、文部科学省の「特色ある大学教育プログラムj による競争的教育資金の導入の推

進や学生の立場に立った学校運営が求められており、学生の教育に力点をおく大学づくり、

学生教育支援システムの構築などを真剣に検討しなければならない時期に来ている。各教

育機関では、学生の能力・適性を考慮し充実した看護学教育を実施することにより、 21世

紀の看護界を担う優れた人材・社会に貢献できる人材の育成に努めなければならないへ

本学においても学生の臨床実践能力の習得に向け、平成 13年度より、学内での看護技術

の学習の充実と臨地実習における実践とが統合できる教育を志向した技術教育に取り組ん

できたベ折から、文部科学省より平成 14年 3月に f看護教育のあり方に関する検討会J

による f大学における看護実践能力の育成の充実に向けてj 5)の中で看護実践を支える基

本技術項目が示された。また、厚生労働省からも「看護基礎教育における技術教育のあり

方iこ関する検討会J6) から、「街地実智において看護学生が行う基本的な看護技術の水準

1・2J 7)によって、卒業時までに修得すべき看護技術項目が明確にされた。さらに厚生

労働省医政局より平成 14年9月 30日付で、「静脈注射jを看護師が行う診療の補助業務の

範轄とした通達B)があった。

i平成 15年度の取り組み1・本学では、このような状況に対して、学部長の提案により教

1)正木治恵看護教育における看護技術教脊のあり方、看護教育、 41(9) 2000 

2)日本看護系大学協議会後方・出版委員会編・看護学教育一学生・教員・体制一 日本看護協会出版会、

2003.10 

3) 1)前掲書

4)小林たつ子他看護短期大学における教育方法の改善・開発に関する研究、看護技術教育プログラムの

改欝ー看護技術教育の具体的実践に向けた取り組みと今後の課題 平成 15年度 山梨県立看護大学

短期大学部共同研究費による研究成果報告書 平成 16年3月

5)文部科学省高等教育課看護学教育のあり方に関する検討会報告、看議案銭能力の育成の充実に向けてj

6)厚生労働省医政局:新たな看護のあり方に関する検討会報告書、第0325001、平成 15年3月 2513 . 

7) 4)前掲書

B)厚生労働省医政局看護課通知:看護師等による静脈注射の実施について、平成 14年9月
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授会にて代表者を決定し、各領域からのメンバーによる「看護技術に関する検討会Jを立

ちtげた。検討会では、以上のような状況から、従来のように f看護技術は主に基礎看護

学において学び、他の看護学領域はその専門とする看護技術を学ぶJという考え方だけで

は、重複や抜けがあり、かつ、学生 1人 1人が 3年間にどのような過稜を経て学んでいる

のかが見えにくく、技術の学習一指導が効果的にできないことを実感した。また、どの時

期に、どの技術を、どのように学ぶのが良いのかを 3年間の教育期問を返して検討し、効

果的に配置することが必婆であると考えた。まず行ったのは、「静脈注射に関する教育民標

(試案)9)の作成である。平成 15年5刃から各看護学領域における講義や演習、臨地実習等

で試行的に活用し、その活用状況と問題点を調査した。結果、行動医療(SBO)108項目の全

てを主に基礎看護学・成人看護学・母性看護学を中心lこ他のいずれかの領域も含めて教授

していることが分かった。臨地実習において「指導する場面がなかったJのは、主にf血液

製剤」、「静脈内刺入J、の項目であった。また、 SBOの見直しを行い 14項目を修正した。

次に、「霊草地実留において看護学生が行う主主本約な看護技術の水準Jについて検討し、

「卒業時までに習得すべき看護技術項目の特に水準2の20項目の一般学習目標(Gl 0)、

行動目標(SBO)J 10)そ作成した。

I平成 16年度の取り組み1:新たに開発していく上記に述べるこの試みは、急務でありな

がらまだ模索中であり、さまぎまな課題を抱えている。平成 16年度は、前年度の実績を踏

襲しつつ必要な改善を行い実践の充実を目指した。特に、限られた条件の中で、学生にと

っても教員にとっても意義ある取り組みになるよう内容や方法を精選すること、また、 f本

検討会の位置づけと役割」を明確にしていくための実績づくりを意識してきた。学部長の

諮問機関として継続し、検討会のメンバーは、年度当初に希望者を募り 13名の構成となっ

た。メンバーが出ていない議践にも協力を依頼し、黄重な意見や情報の提供を得ることが

でき、全学で取り組んでいるという一体感を持つことができた。更に、臨士也実習筋設の指

導者とも共通の認識が持てるよう、各施設毎lこ説明会を開催した。指導者側にも留から上

記の通達が示されており、学校倶Hの考えそ関かせて欲しいというニードが高く、活発な意

見交換のもと、多くの参考意見が寄せられた。また、然内の研修会や卒後教育プログラム

の中の技術教育について説明依頼があるなど、技術教育八の関心が高く、できる限りの対

応をしてきた。

以上のような取り組みに関しでは、実践・評価のまとめを行い、本学の看護技術教育の

発展の礎となるような足跡を残すことが本検討会の任務であると自覚し、以下の目的のも

とに研究活動を行った。

9) 4)前掲番p37-38 

10) 4)前掲書p66-83
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II. 研究目的

国の医療従事者の教育改革の一環である看護基礎教育の改革の背景品と受けて、本学にお

ける看護技術教育プログラムを作成するために、卒業までに到達すべき看護技術教育の学

習目標(教育目標・内容)")'2)を活用し、看護実践能力向上のためのフ。ログラムの笑漉・

評価から本学における看護基礎教育に関する看護技術教育プログラム改善幸のための示唆を

得ることを目的とする。

[主な研究内容1

( 1 )統合講義*1・総合技術演習*2の実施結果を学生・教員のアンケートから解析。(結果 1) 

(2) r臨地実習において看護学生が行う基本的な看護技術の水準 1・2jの教育問擦の活

用について学生・教員・実習受け入れ施設に説明し配布する。前期・後期の各実習終

了後 (7月・ 12月)に修得状況および卒業時に技術実践に対する自信凌状況の調査。

(結果2、結果3)

( 3)学内で行う看護技術の演習内容について7 トリックス分析を行い、各看護学領域の

連携について試案の作成。(結果4)

(4)上記(1 )、 (2)、(3)より 3年間の看護技術プログラムの試案を作成し、平成 17

年度から実施するための準備。

調. 研究方法

1. 3年次の 4月の各看護学領域の臨地実習開始前に、臨地に類似した事例を用いて各

看護学領域に共通する看護技術の演習を通して、いかに対象に適した援助となりう

るかを学内で演習し検討した。また f静脈注射に関する教育目標(試案)jの教育内容

調査から静脈刺入の指導が不足していたことが明らかになり、身体侵襲も大きく来

実施の状態で、臨地で実施することは危険で、あることから静脈血採血を学内で、学

生相互に実施した。この演習への指導体制は全学の教員で行うこととした。実路後

に学生と教員に目的の達成度、指導状況、実施の状況についてアンケート調査する。

(結果 1) 

2.3年生の各看護学領域の臨地実習において「卒業時までに習得すべき看護技術項目

の特に水準1の 51項目と水準2の20項目の教育自標 (G1 0)、行動目標(SBO) 

について学生が自己記載した修得状況を集計した。その結果から実態と課題を分析

する。(結果2)

3. 3年生の卒業待に各技術に対する実施できる自信度を調査し、その結果と報告 2の

修得結果とをクロスさせ、問題と課題を分析する。(結果 3)

1 1)文部科学省看護教育のあり方に関する検討会 大学における看護実践能力の育成の充実に向けて p 

7-19 平成 14年 3月26日.

1 2引)厚生労働翁省、涯政局:新たな看護のあり方に関する検討会報告誉議. p2-9.第 0325001、平成 15年3

月 17日.

*1線地での看護実践において求められる、安全性と倫理性に関する知識の篠認と統合を翻るための講義。

叫 1・2年次に学んだ知識や技術を統合し、対象の状態に合わせて判断し、援助するという路地実習に

近い状態の演習。
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4. 研究 1~3 の結果を踏まえ、「卒業時までに習得すべき看護技術項目の特に水準 1 の

51項目と水準 2の20項目の教育目標 (G1 0)、行動目標(SB 0)に対し、教育カ

リキュラムの観点から教育内容と方法を全講座に続査し、その過不足や重複などを

明らかにし調整を行ない、教育プログラムを組み立てる。(結果4)

4 -



IV.研究結果

1.結果 1 統合講義・総合技術演習の実施倒16.4.19)から

一看護実践能力育成のための総合技術演習による学習効果の検討一

担当・小林たつ子 中谷千尋大久保ひろ美望月美鶴

r.はじめに

平成 14年3月「大学における看護実践能力の育成の充実に向けてjの報告が看護教育の在

り方に衡する文部科学省検の討会より出されたのを皮切りに、浮生労働省「看護義礎教育

における技術教育の在り方に関する検討会J報告書では、臨地で実施しでもよい基本的看

護技術の範囲(項目)とその水準についての提言がされた。 路地実習において基本的看護

技術を用いて援助を行うとき、 f看護ケア基盤形成の方法j を統合し、知識・技術・態度を

備えた看護ケアがなされなければならない。例えば「対象者への説燐j、「プライパシーの

保護Jは「看護基本技術j を支える態度や習慣の一つであるが、それは「援助的人間関係

形成の方法j や f人間尊重・擁護の方法」に基づいたケアでなければならない。このよう

に臨地実習では学内で学んだ知識・技術・態度の統合を図りつつ、看護ケアを行う必要が

ある。

「看護基本技術」を学ぶ学生lこ対して、学内での学修から磁土由実習での看護ケア実践に

繋がるよう、「知り Jr分かり Jr使えてJr実践できるJ段階に到達させるためには、臨地

実習に臨む前段階として、 般的な実施方法の理解・練習のみならず、臨地での対象者に

対する技術適用の考え方と模擬約実践の湯を踏む必要喜があると考える。

そこで本学では講座を越えての全学的な取り組みとして、各看護学隣地実習を開始する

3学年次の4月に統合講義・総合技術演習を行い、実筋後に 3年課程看護系短期大学3年

次生 100名および教員(教養科目の教員は除く)36名(教授 10名、幼教授・講締 11名、

助手9名、実習助手6名)を対象にアンケ}ト調査を行った。

ここでは学生からのアンケート結果を中心に学習効果について検討したものを報告する。

尚、教員によるアンケート結果については、資料として示す。(資料②参照)

II.総合技術演習の実施に関する概要

1.総合技術演習実施に向けての取り組みの経緯

学内で学んだ知識・技術や態度を統合し臨地実習において実践能力を高めるために、全

学的に取り組む必要があることを全教員が認識し、学部長の下にプロジェクトチームを立

ち上げた。看護実践能力を育成するために、どのように看護技術宏教育していったらよい

かを検討することを目的として、各講座からメンバーが集まり結成したο 「臨地実習におけ

る看護学生が行う基本的な看護技術の水準1・2Jの技術項目について、本学における教

育目標的IO・SBO)を検討し、作成することとした。検討経過の中で、基礎看護学領域

を基嬢に、各看護領域に必要な看護技術を各々で担当していたこれまでの教育方法につい

伊、υ



て、習得すべき技術の抜けや重複が生じることが危倶された。よって、 1，2年次の既習

の知識・技術を怒走塁し、対象に適した看護技術が提供できるための学修の機会を設定する

必要性があると考え、総合技術演努を位置づけた。総合技術演習のねらいについて明確に

しつつ、演習環呂については①各看護学領域に共通した技術をとり上げること、②綴士也で

頻聞に用いられる技術であること、③実施に当たり身体侵襲を伴う技術であることを考慮

し選定した。また学内で学んだ基本技術を基盤に対象iこ適した援幼技術へと創造し実践し

ていくための知識や思考の統合力を学ぶことができることを目的に、事例を設定し演習展

開の骨子づくりを行った。また、演習の前座として「医療安全のための知識j と f看護学

生の素任と義務」の安全性・倫理性に関する講義を入れ、学生の認識の強化を図った。(資

料④・⑤参照)

2.総合技術演習の実施状況

骨子に2毒づき各実施項目毎に小チ}ムを作り、具体的実施に向けて計闘・準備をおこな

い全教員で実施した。演習項目については、点滴静脈注射が看護業務の範鴎になったこと

を受けて、 1年次のシミュレーションによる採凪技術を発燥させた静脈への刺入体験が必

要との見解において、事伊!とは関連させず、学生間で相互に{静脈血採血}を実施した。

また、事例の状況設定に応じた看護技術が必要とされる技術項目として{寝衣交換とバイ

タルサイン測定]、[気管内吸引1、i点滴静脈注射を受ける患者の看護1!勝統内留置カテー

テル挿入中の患者の看護}の4項目とした。この演習に先立ち事前学習課題を提示し、教

員間の指導に格差が生じないよう演習要項を作成し、打ち合わせを行った。当日は、事前

学習課題に関する学習内容を確認しながら、各ブ}スの実習婆項に添って、事例に対する

技術適用の考え方や模擬的な技術の演潔在行った。(資料①参照)

ill.研究目的

総合技術演習後に実施した学生に対するアンケート調査結果から、総合技術演習号による

学習効果を明らかにすると共に、今後の発展的実施への示唆を得る。

N.研究方法

1.研究デザイン・調査研究

2.対象 :3年課程看護系短期大学3年次主主 100名

3.調査実施期間・平成 16年4月 19S~4 月 30 S 

4.方法.アンケート用紙(資料③参照)を用いて、学生と教員を対象に回答を求めた。

4段階尺度とその理由、自由記述、多被選択の方法を取り入れた。分析方法は自由記

載の項目はK]法でまとめ、尺度や多絞選択の照いは単純集計した。尚、倫理的配慮

については、アンケート実施特に口頭にて研究、報告書喜にまとめる主旨を説明し、個

人が特定されないよう全体の傾向としてまとめること、そのためプライパシーは保護

されることなどを説明し、提出をもって了解を得たこととした。

6 



v.結果

アンケート回収状況，学生 811'，/100名(回収率 81%)

による分析を以下に述べる。(( )内実数は件数を示す)

1.静脈血採血

質問項呂 1・事前学留をして演習に綴んだか。

学生からのアンケート調査結果

4 (十分した)

36件

(44.4%) 

同
一
件
制

(
一
一
昨

4

開

d

k

u

q
u
同

「

、

2 (殆どしなかった)

N: 81件

1 (しなかった了丁一無図答

1件

(1.2%) 

。{牛

(0%) 

。件

(0%) 

[4・3 の理由}

. 1年次の採血のレポート、資料などを見直した (9)

・ぬいぐるみや座布団やみかんなど、物品を使ってイメージトレーニング、をした (5) 

・友達同士でシミュレーションをした (3) など

質問項お 3:安全に確実に実施できたか。

4 (十分できた) 3 (できた} 2 (殆どできなかった) 1 (できなかった) 無図答

141<牛 47件 20 i'牛 。件 。件

(17.3%) (58.0%) (24.7%) (0%) (0%) 

[4 : 3 の理由]

-事故がなく安全に確実に実施できた (5)

-先生にアドバイスにより初めて採血がうまくいったと思う。一人ではまだ不安(3) 

・針元の固定がうまくできず苦痛を与えてしまったと思う(6) 

-採血できずショックだったが、そこまでの過程はしっかりできたと思う (2) など

質問項目 4、 5:上手にできたところ、今後に向けての課題(自由記載)

上手にできたところ(記載総数81件) 今後lこ向けての課題(記載総数 86件)

[必要物品の準備、確認及び後片づけ16件 {採血の目的の把握11件

-物品の用意、確認 (5)と後片付け(1 ) -採血の意味(目約)を把援すること

I血管の走行確認、刺入部位の選択] 7件 [血管の走行確認、車IJ入部位の選択19件

-軍医血帯をしっかり巻いて、血管(走行合む)を確認 -血管の走行を確認すること (5) 

できた (5) -採血部伎となる1IIl管を確実に見極めること (2) 

-血管をスムースに採し、選択することができた -解モ羽生理(血管の走行合む)をもう一度磯認

(2) (2 ) 

[清潔操作13件 n青潔操作、感染予防12件

-注射総と針とを清潔操作で準備できた -実施者である自分自身の感染予紡に留意すること

-不潔にならないように行えた (2 ) -清潔操作を確実に行うこと

- 7 -



i駆血18件

・駆血帯の取り扱い、巻き方 (5) 

・血管を怒張させること (3) 

[適切な針の刺入116件

.lEしい角度による針の刺入(13)

・血管をしっかり怒張させ、血管を選び、正しい針の

刺入により目的の血管で採血できた (3) 

{注射器、注射針の取り扱い、回定111件

・注射針をしっかり固定できた (5) 

・注射器の取り扱い (4)、闘定(1 ) 

・注射器と注射針をしっかり箇定できた

[必要最の採血] 1件

.一度で採血できた

[手順に沿った採血操作115件

{軍医血11件

・血管をしっかり怒張させる方法

i適切な針の車IJ入] 5件

・血管の状況に応じた針の車IJ入角度、深さ (3) 

・針の刺入時、もう少し手早く行うこと

・針の期j入部位(少し手前から劇jすこと)

i注射器、注射針の取り扱い、固定113件

・主主射針の箇定をしっかりすること (10)

-注射器の厨定の仕方

・車IJ入後、内筒を引く時にきちん左固定してぶれない

ようにすること

. Il雪定を篠実にしたまま、駆血帯をはずすこと

[必要量の採血11件

-指示通りの盆を採血できること

{手順に沿った採血操作116件

-手順をしっかり頭に入れておいたので、スムースに|・安全に確実に実施すること (7) 

できた (9) I・手際良く(テキパキと)実施する。できる限り短時

・手順については一連の流れて、ある程度できた (6) I 間で行う (6 ) 

・手)1闘の再確認 (3)

I実施後の報告J1件

-報告、サインを確実に行う

{採血を必要とする人への苦痛緩和17件 i採血を必要とする人への苦痛緩和]14件

-患者さんの不安を軽減するための説明、声かけをし i・患者さんのf苦痛の軽減

ながら行えた (5) 

・患者にあまり苦痛を与えずにできた (2) 

i実施者(自己)の姿勢13件

-費十の期l入時など落ち着いてできた (3) 

- 8 

(声かけ、採血側上肢の園定等) (11) 

・その患者さんにあった方法での安全・安楽に配慮し

た実施

-患者さんの痛みを最小限にできる援助

・血管に針が入った感覚や患者さんにとっての苦痛を

感じないようにするためにはどうしたらよいのか、

振り返りたい

[実施者{自己)の姿勢123件

. 't喜ち着くこと。不安・緊張を打ち消し、自信をもっ

て実施すること (20) 

・実践を積むこと (5)

-患者さんによっては、血告が分かりづらい人もいる。



できるだけ 1度で行えるように、技術向上に心掛け

たい (2)

-患者さんの立場になって実施すること

.人に刺すという心構え

-自分であまり行えなかったので、ゃったという実感

がない。もう 1度確認が必要である。

・採血できなかったので感覚なつかめるようになりた

し、

質問項目 6:この演習によってどのような効果があったか。(複数回答あり)

2 3 4 5 

27件 38件 36件 27件 54+牛

6 7 8 s 無限答

21件 4 l'牛 1件 2件 。件

1 技摘に自信がもてた 2 実習への不安が軽減した 3 実習への童欲が湧いた

4 対象援助に向けての学留の仕方がわかった 5 安全性倫理牲を重視して実施する軍要性がわかった

6 知識を統合するということがわかった 7 実習に役立つとは思わない 8: あまり意味がなかった

9 その他

2.寝衣交換とバイタルサイン測定

質問項目 1 事前学習をして演習に臨んだか。

4 (十分した) 3 (した) 2 (殆どしなかった) 1 (しなかった)

20件 55件 6 l'牛 。件

(247%) (67，9%) (7，4%) (0%) 

[4・3 の理由〕

-友達同士でシミュレーションをした (3)

・家族に協力をしてもらい、これまでの学習内容を復習した (2)

・資料やVTRによる自己学習や実技練習をよくした (10)など

[2の環出〕

然回答

。件

(0%) 

'2年次の実習の前にかなり練習したのでテキストを読み返す程度であった(1 )など
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質問項目 2:事例の状況を把握して実施できたか。

4 (十分できた) 3 (できた) 2 (殆どできなかった) I 1 (で曹なかった) 無関答

25件

(30.9%) 

(4・3 の理由〕

・麻療や点滴(輸液ポンプ)やカデーテルが挿入されている状況で、どのようにすれば

よいのかを考え実施した (9)

・事伊jの状況をふまえて学生問で実施したがとても難しく、今日の演習でやり方を知る

ことができた(3 ) 

・片麻療とラインのどちらから脱がすのかに迷い、難しかった (2)など

(2の理由〕

・あまり待問がなくとにかく急いで行った(1 ) など

47件

(58.0%) 

9件

(11.1%) 

。件

(0%) 

0件

(0%) 

質問項目 3:安全に確実に実施できたか。

4 (できた) 3 (十分できた) I 2 (殆どできなかった) I 1 (できなかった) 無回答

21件 I 40件 I 19件 I 1件 I 0件

(259%) I (49.4%) I (235%) I (1 2%) I (0%) 

(4 : 3 の理由]

-麻療側を考えたり、府j入部・ラインを確認しながらできた (5)

・事故がなく安全に実施できた (2)

・ベッド柵そ利用し転倒に気をつけた (2)

・ひとつひとつの動作に時間がかかってしまった(1)

α: 1の理由〕

-ラインを体の下lこ引いてしまった。もっとラインに気を配るべきだった(1)

質問項目 4、 5:上手にできたところ、今後に向けての課題(自由記載)

上手にできたところ(記載総数89件) 今後に向けての課題(記載総数88件)

[パイタルサイン測定140 {，牛 [バイタルサイン測定11件

-一連のパイタノレサイン測定 (30) -脈拍、呼吸澱主主は、患者さんとのコミュニケーショ

.Jfu.圧測定 (9) -呼吸と脈拾測定 ンをとりながら実施できるようにしたい

{寝衣交換時の各種ライン管理120件 [寝衣交換時の各種ライン管理]13件

-ドレーンと点滴静脈主主射ラインに注意しながら -点滴ラインやドレーンに常に留意しながら寝衣交換

実施できた (6) をおこなうこと (6) 

-麻簿や点鴻をしている担~について考慮し実施でき -点滴ラインの取り扱いをもっと慎重にする (3) 

た (5) -ノレートがあるときに、袖を上手に通すこと (3) 

ハ
リ

唱
E
A



-点滴静脈糊をしているため、針やラインに留意I.ラインの欄に気をつける

できた (5) 

・ノレートが抜けることなく、寝衣交換ができた

(4 ) 

・ノレートやドレーンを確認しながら体位変換がで

きた (2)

[i蔓衣の寺費税方法114件

・寝衣のしわ:tのばすこと (5) 

-寝衣の着税がスムースにできた (4)

・寝衣を脱がせることが難しかったけどできた

(2) 

・腕を袖に上手く通せるような方法を学ぶことが

できた (2) 

.jE中線がしっかり真中にきていたこと

[手順に沿った実践J4件

-手順に沿って手際良くできた (4) 

[患者の状況に応じた方法15件

・麻療f~~やドレーンを考えて脱がすことができた

(3 ) 

・1i:麻輝患者の場合、どのような点に傷意するか

ということ

・忠者の状態を考え、危険なく行うことができた

I安全・安楽への配慮J3件

・ベット柵を有効に活用できた (2) 

-露出部分を最小限lこした寝衣交換ができた

11 

[寝衣の着脱方法17件

-キレイに寝衣交換できるように練習したい (2) 

-麻療f)l!Jの寝衣の着脱が上手にできるようにしたい

(2) 

・寝衣交換の方法について、もっと工夫したい (2)

・宅融rJの原因とならなし、ように、しわをしっかりのば

すこと

[手)1震に沿った実践J2件

-寝衣交換の手Jr慎をフィードパックすること (2) 

[患者の状況に応じた方法122 f'牛

・麻療がある、または点滴静脈注射をしている患者に

対する寝衣交換方法の再確認と、確実に習得するこ

と (6) 

・対象の個別性を考慮したケアの仕方 (5) 

-対象iこ合った手頒・方法を考え、実施していくこと

(4) 

・対象の状況を常に考え、一番考慮すべきことを踏

まえての援劫について考えていくこと (4)

-あらゆる場磁を想定して、対応できるようにした

し、 (2)

-点滴などの刺入(持入)部伎によっても寝衣交換

が変わってくるので、 f也の方法についても考えて

いきたい

[安全・安楽への配慮113件

ー患者の状態をしっかり把握して、患者にとって苦痛

なく、安楽について考え寝衣交換をしていくこと

(7 ) 

-対象の安全・安楽を藁視し行うこと (5)

.危険回避のためのベット柵を忘れない



-寝衣交換の際、患者の体動をできるだけ少なくする

・患者に不安を与えることなく、待問をかけすぎて疲

れさせないように行うこと

[倫理的配慮(説明・声かけ)1 3件 {倫理的配慮(説明・声かけ)I 3件

-患者さんとのコミュニケーションをはかり、すば!・どのような状況や場においても、常に患者さんの身

ゃくできた (3) I になって考えた声かけや行動ができるようになりた

し、

-患者の持つ力告と発揮できるような援助をすること

.患者さんに対する言葉かけ

{その他、実施者(自己)の姿勢117件

・手際よく、スムースlこ(手際良く)行うこと (15)

・寝衣交換の場においては、自分の動きが最小限にな

るようにしたい

・自分なりに復習(練習の積み重ね)をしていくこと

質問項目 6 ・この演習によってどのような効果があったか。(複数回答あり)

2 3 4 5 

24件 33件 34件 52件 47件

6 7 8 9 無 回 答

36件 1件 0件 1件 2件

1 技術に自信がもてた 2 実習への不安が軽減した 3 実習への意欲が湧いた

4 対象援助に向けての学習の仕方がわかった 5 安全性守倫理性を重視して実施する重要性がわかった

6 知識を統合するということがわかった 7 実習に役立つとは思わない

9 その他

晶まり意味がなかった

3.気管内吸引

質問項目 1:事前学習をして演習に臨んだか。

4 (十分した) 3 (した) 2 (殆どしなかった) 1 (しなかった)

16件 54件 10+牛 1件

(19.8%) (667%) (12.3%) (1.2%) 

路

一

件

%

鮒
一

0

0

[4 : 3 の理由〕

-資料や参考文献(教科書妻、雑誌)、 VTRを見て勉強した (6) 
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-資料を活用し、自分なりにまとめ、イメージトレーニングして行った(1 )など

(2の理由〕

・文献のみだった(1 )など

質問項目 2:事例の状況を把握して実筋できたか。

4 (十分できた) 3 (できた) 2 (殆どできなかった) 1 (できなかった) 無回答

3件 33件 9件 0件 36件

(3.7%) (40.7%) (11.1%) (0%) (44.4%) 

(4: 3 の潔白〕

-疾が引けることに感動してしまい時間が長くなりすぎた

質問項目 3:安全に確実に実簸できたか。

4 (十分できた) I 3 (できた) I 2 (殆どできなかった)| 1 (できなかった) 無回答

13件

(160%) 

(4: 3 の漂窃〕

55 j'牛

(67.9%) 

-滅蘭操作そ十分に行った (3)

11 イ牛

(13.6%) 

・滅菌操作が難しく、まだ不十分である(5) 

2件

(25%) 

。{牛

(0%) 

・主主が引けることに感動してしまい時聞が長くなりすぎた(1 ) 

・売買を吸引するときカテーテルを矧しながら行うのを忘れた。気道の粘膜が損傷され

てしまう(1 )など

質問項目 4、 5:上手にできたところ、今後に向けての課題(自 由記載)

上手にできたところ(記載総数 81件) 今後lこ向けての課題(記載総数 86件)

[安全な吸引操作.カデーテルの取り扱い] I解剖生淫学lこ関する学習18件

13 fi牛 -呼吸器系の解音j生理学を再度確認する (8)

-吸引時のカテ…テノレの取り扱い方 (8) 

-カテーテノレの挿入と抜く持と留意点を踏まえて

実施することができた。 (5) 

i安全な吸引操作:挿入の長さ、時間、吸引J.:E1 [安全な吸引操作。カデーテルの取り扱い13件

10件 -摂子を使用したカテーテノレの取り扱い方法がもっと上手

-吸引症と吸引時潤に気をつけてできたは) になりたい (2)

-カテーテノレの挿入イ立援が的確であった (3) -カテーテノレ挿入の長さの調節 (2) 

-吸引庄の調整ができた (2) -吸引時のカテ}テノレの操作方法(まわしながら吸引するこ

-吸引時のカデーテル挿入の長さと時間を確実に となど)
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できた

[i青潔と不潔、滅菌と消毒とを意識した燥作]

3f!牛

・滅菌物の扱いなど、清潔、不潔を意識して行う

ことができた (3) 

{滅菌操作、滅菌物の取り扱いJ11件

・滅菌操作(摂子を使用してのカデーテルの取り扱い

含む)に気をつけて考えながら行えた(11)

[吸引器の操作] 1件

-吸引器の取り扱いができた

[手順に沿った遠の操作J19件

-手I1慎に沿ってスムースにできた (6) 

・清潔操作など手技が難しかったが、一連の動作が説

明により実施できた (5) 

-吸引の手技が手早くできた (2) 

・全体を通しての流れがつかめた (2) 

-他の学生が実施するのをえることができ、一つ一つ

イメージしつつ確認しながら行えた (2)

-吸引方法 (2)

[実施中の患者の観察11件

・声かけをしながら吸引し、観察点も踏まえて

行うことができた

[吸引を必要とする人への苦痛緩和J1件

・声かけをしながら実施できた(1 ) 

14 

-カテーテノレを挿入する際の絵庄の確認

[1育潔と不潔、滅菌と消毒とを意識した操作1
10件

・滅菌、清潔・不潔の区別をしっかり意識した

一つ一つの行動がとれること (6) 

-清潔操作が確実にできるようにしたい (2)

.カテーテノレの消毒がスム…スに行えること

・清潔、不潔の区jJlJをしっかりおさえていく

[滅菌操作、減量書物の取り扱い]10件

・滅菌操作をしっかり行うこと (8) 

・滅菌操作が必要とされるので、手順と留意点を再度

確認していきたい

・滅菌物の取り扱い

[無菌操作] 4件

・確実な無菌操作と安全な気管内吸引方法 (2) 

・無葱操作を確実に行うこと (2) 

[手順に沿った速の操作I18件

・短時間の中でスムースにかつ、正確に行うこと

(8 ) 

・手I11貢を確実におさえること (7) 

・手技の練習を重ねること (2) 

・イメージをしっかり持って実施していく

i実筋中の患者の観察14件

• r呼吸状態の観察が確実に行えるようにしたい

(2 ) 

・怠者の苦痛を最小限におさえ、二次的な障害(低殺

素血痕、気道粘膜損傷など)に注意できること

-患者の状態に常に目を向けること

[吸引を必婆とする人への苦痛緩和113件

.愚者の苦痛'ii:最小限lこした吸引方法と関わり

(6 ) 

・病棟に行っても、安全・安楽に行えること (3) 



{器兵器材の後片付け12件

・吸引後の物品の後始末 (2)

-患者の苦痛にもっと自を向けた声かけなどを行

う必要がある (2) 

-患者に安心J惑を与えられるような援助方法

.声かけ告としっかり行う

[実施者(自己)の姿勢13件

・一つ一つの手技をしっかりとした根拠に基づいて実

施していくこと (2) 

-落ち着いて実施すること

質防項目 6:この演習によってどのような効果があったか。(複数問答あり)

2 3 4 5 

20 l'牛 24件 25件 43 f牛 48 f牛

6 7 8 9 無図答

28件 01'牛 1件 2件 2件

1 技術に自信がもてた 2 実習への平安が軽減した 3 実習への意欲が湧いた

4 対象櫨勤に向けての学習の仕方がわかった 5:安全性倫理性を重視して実施する重姿性がわかった

6 知識を統合するということがわかった 7 実習に役立つとは恩わない

9 その他

B あまり童暁がなかった

4. 点滴静脈注射中の患者の看護と管理

質問項目 1:事前学習をして演習に臨んだか。

6f宇 I 0 f牛

(7.4%) I (0%) 

無回答

。件

(0%) 

4(十分した)

20 l'牛
(247%) 

i

)

 

的
ア
午
%

l
ν
m
4
1
n
w
u
 

〆
。
、
鞠
氏
J

V

V

F

l
:
D
B
 

:

(

 

2 (殆どL.:ttかった)I 1 (しなかった)

(4: 3 の理由〕

・文献などを活用し、手際、方法を調べ確認した (8)

・三1J1舌稔についてもっと勉強すべきだった (3)など

(2の理由〕

・手順は調べたが看護については深く考えなかった(1 )など
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質問項釘 2:事伊jの状況を把接して実施できたか。

8件 I 0件

(99%) I (0%) 

階
一
牛
仰

向
判
例
同
盟

4
t
q
u

無
一

4
付
け

4 (十分できた) I 3 (できた)

9件 I 60件

(11.1%) I (74.1%) 

2 (殆どできなかった) I 1 (できなかった)

(4 : 3 の理由〕

-事例をよく読んで臨み、考えながら行なった (4)

-事例の状況を考え、点滴の速度を考えて行なった (4)

・薬剤lのことを考えながら行なった(1 ) 

(2の理由〕

・事例の読みが浅かった(1 ) 

-使用薬剤jについては調べた(1 )など

質問項目 3:安全に確実に実施できたか。

4(十分できた) I 3 (できた) I 2 (殆どでき壮かった)I 1 (でき立かった) I 無回答

14件 I 58件 I 7件 I 0件 I 2件

(17.3%) I (71.6%) I (8.6%) I (0%) I (2.5%) 

(4: 3 の理出〕

・画定法ができた (5) 

-滴下数の計算ができた (4)

・三方活栓の使い方ができた (2) など

(2の理由〕

・もう少し練習が必要だと思った(1 ) 

質問項目 4、5:上手にできたところ、今後に向けての課題(自由記載)

上手にできたところ(記載総数12件) 今後に向けての課題(記載総数86件)

[i荷下数の計算と調整J8 f!牛 [1悔下数の計算と調整I23件

-消下数の計算 (2)、調整 (5)、計算と調整 -滴下数の計算 (14)

. i商下数の調整 (5) 

. i滴下数の計算と識整 (3)

. i穏下数の計算式を覚える

[コ方i1苦栓12件

-三方活栓の取り扱い

-三方活桧がこつあるときの取り扱い

[観察11件 [観察17件
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-刺入部の観察ができた -点滴'tの観察が確実に行えること (5)

.静!1m波射を受ける対象の一般状態の観察

.固定部イ立の皮膚の観察

{国定15件

・回定の仕方について学ぶ必要がある (4)

-患者さんに安楽な悶定法について実施できること

{薬剤13件

-薬物の作用について確実におさえていくこと (3) 

[病態からの理解12件

・疾患とのつながりから理解・実践していく

・患者の病態を整理して頭の中へ入れておく

[安全・安楽への配慮と実践111件

・苦痛の軽減 (2) ・危険性の認識・点検 (3) 

-線認しながらの行為 (2) ・確実な実施 (2)

・感染防止 (2) ・禁忌事項を学び危険安避ける

[実筋者(自己)の姿勢I7件

-根拠を持って自分の考えで実施する (2) 

・演習の復習 (2)

-素早く行う

・事前学習の甘さがあった。学習を君主ねたい。

-先生の質問iこ答えられなかったので唆味な点を学

習する

[画定I8件

・注射針をしっかり濁定できた (5) 

・回定方法ができた (2 ) 

-留置針の毘定が確実できた

質問項目 6:この演習によってどのような効果があったか。(複数回答あり)

l 2 3
2
一件一一

8
E
哨

4 5
一昨17件 241!牛 48 f宇

6 

42件

1 技術に自信がもてた

7
一
件

9 

H牛

無回答

。件

2 守実習への不安が軽減した 3 実習への意欲が湧いた

4:対象援助に向けての学習の仕方がわかった 5 :安全性・倫理性を重視して実施する護要性がわかった

6 :知識を統合するということがわかった 7 :実留に役立つとは思わない 8 : あまり意味がなかった

9:その告患

-17 -



5.務脱内留農カテーテノレ挿入中・後の態者の看護と管理

質問項目 1:事前学習をして演習に臨んだか。

4 (十分した)

18件

(22.2%) 

3 (した)

51件

(63β%) 

路
一
牛
則

一羽』

m
d
s

つι

無
一

1

Hい

2 (殆どしなかった) (しなかった)

11件

(13.6%) 

。{体

(0%) 

:3 の理由〕

・資料を活用して事前学習を行った (6)

-解剖生理学の復讐をしながら留意カテーテルの方法・手)1関を学習した (3)など

(2の理由〕

・手)1震は行なったが看護については深く考えなかった(1 ) 

・文献のみで調べた(1 ) など

質問項目 2:事例の状況を把援して実施できたか。

2 (殆どできなかった) I 1 (できなかった) 無回答

2 イ牛

(2，5%) 

4 (十分できた) I 3 (できた)

7件 I 59件

(8，6%) I (72.8%) 

(4: 3 の理a)

-事伊jをよく読んで事前学習を行なって臨んだ(6) 

・カテーテルの使い方を良く考えて行なった(1 )など

(2の理出〕

13件 I 0件

(16，0%) I (0%) 

-事伊jの読みが浅かった (2)

・十分考えられておらず余り把握できなかった(1 ) 

質問項03:安全に確実に実施できたか。

4 (十分できた) I 3 (できた) I 2 (殆どできなかった)I 1 (で幸なかった)

9件 I 59件 I 10件 I 0件

(11.1 %) I (72.8%) I (12・3%) I (0%) 

(4: 3 の理由〕

・カデーテルの仕組みと留意点を考えながら実施できた (3)

・安全について考えながらできた (2)

ーカテーテルの固定が適切にできた(1 )など

(2の理由〕

・一通りゃったのみでマスターしてない(1 ) 

無回答

3件

(3.7%) 

18 
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質問項目 4、 5:上手にできたところ、今後に向けての課題(自由記載)

上手にできたところ(記載総数56件)

[罰定11 9件

・カデーテルの固定ができた (16) 

・バッグの濁定ができた (3) 

[カテーテル操作13件

・抜去方法が分かつた (3) 

{蒸留水の投入17件

・正確に蒸留水を入れることができた (7)

I観察13件

-観察点を再確認しながら行なった (3)

-チューブが折れたり関寒していないことを観察す

ること (2) 

[安全・感染防止J5件

・感染の防止について考えながら行なえた (4)

・患者さんの安全・安楽に留意して行なった(1 ) 

[基本原理19件

-バルーン¢使い方 (3)

.ミルキングの仕方 (3)

-寝衣からカテーテルの出しjj(3) 

今後lこ向けての課題(記載総数 56件)

[固定110件

・カテーテノレの留定方法 (9) 

.国定位置を明らかにすること

{カデーテル操作J9件

・バルーンの入れ方とカデーテルの抜き方 (4)

・挿入の手般について確実におさえる (3) 

・カテーテノレ管理方法について

[観察17件

・観察を適切に行なう (6) 

-尿の異常、正常をすばやく判断えきるようになる

[安全・感染防止I22件

-苦痛の軽減(2) ・危険性の認識 (2)

-磯認、しながらの行為 (2) 

・プライバシー (3) 

・禁忌、事項を学び危険を避ける

i実施者(自己)の姿勢111件

圃感染防11:(12)

・確実な実路(2) 

.滅菌の意味

・知識と技術不足があった。事前学習が必要 (4)

・病態との喜喜連 (2) ・根拠を考えた実施 (2) 

質問項目 6:この演習によってどのような効果があったか。(複数問答あり)

2 3 4 5 

1 5件 24.fj牛 26件 45"牛 3 6+牛

6 7 8 9 無回答

30件 O{，牛 1件 0件 4f牛

1 技術に自信がもてた 2 実習への不安が軽減した 3 実習への意欲が湧いた

4 対象擾劫に向けての学習の仕方がわかった 5 安全性 倫理牲を重視して実施する重要性がわかった

6 知識を統合するということがわかった 7ふ実習に役立つとは恩わない 8 あまり意味がなかった

9 その他
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VI.考察

今日の医療現場の状況は患者の人権への配慮や医療の安全確保がE重視され、看護におい

ても専門性が関われ、民っその業務は多様化・複雑化している。また、看護基礎教育にお

いても教育内容を見直す必要性が高まり、看護技術教育のあり方についての国家的プロジ

ェクトとして検討がすすめられている。

このような状況をふまえ、本学では線地実習において対象への安全で安楽な基礎看護技

術が提供できるためにも、各論実習開始前に既習の知識・技術・態度を統合できる学習の

機会

を設ける必婆性があると考え、統合技術演習を計画し実施した。

学生からのアンケート結果をみると、事前学習をして篠んだ学生はいずれの演習項目に

ついても全体の日割を超えている。特に、静脈血採血や寝衣交換・バイタルサイン測定に

関しては、 9割以上の学生が事前学習をして臨んでおり、文献や資料のみならず、みかん

や座布団を使用し友達や家族の協力を得るなど、学生なりに工夫をこらし実技練費をして

いた。これらの事前学習についての数値や内容は、演習に対する学生の学努意欲を意味す

る結果と言えよう。一方、気管内吸引や勝脱内留置カテーテルに演する演習項目に関し、

約 1都 (13.6%)の学生l士、学習を殆どせずに演習に参加していたことが明らかとなった。

記載されている内容をみると、「文献のみの活用であったj や、 f手順のみで看護までは考

えられなかったJとあり、演習実施に向けての学習課題内容や資料配布時期と自己学習期

間の短さ等が影響していたものと考えられる。今後に向けては、演習の学費回擦・事官官学

習を含めた学習課題の検討や、学生への提示時期について考慮していく必要性がある。

事例の状況を把握して実施できた学生の割合をみると、演習項目によってその数億には

大きな援がみられた。寝衣交換・パイタルサイン測定については 88.9%、点滴静脈内注射

85.2%、勝統内カテーテノレ管理 81.4%と高い一方で、気管内吸引は約 44%と低い数値であ

った。これは、気管内吸引のみ、吸引モデル使用によるシミュレーションの方法であった

ためと考えられる。

安全に確実に実施できたと評価している学生の割合については、寝衣交換・パイタルサ

イン測定と静脈血採血の演潔項目が他の項目に比べ低く、 75.3%であった。この結果につい

ては、各種ドレーンが挿入された片麻療の患者lこ対してバイタルサイン測定や寝衣交換を

実施するという、学習課題の設定が、学生にとってやや難しかったことが影響したとも考

えられる。事例設定についての見直しが必要と忍われる。静脈d立採血i士、生体への侵襲が

大きく、血管内への針刺入前から抜針後の一連した正確な技術と知識が必要とぎれ、実施

者としての緊張感も強いことが推察でき、このような数値になったものと考える。静脈血

採血に関しては学生にとって実施したことの体験そのものが大きな意味をもつものと考え

られ、今後に向けての課題を明確にしていくことが重要である。記載された内察は 86件iこ

及んでおり、実施に向けての血管の走行の確認や針車IJ入部位や角度・深さの確認など、基

本的な知識を確実におさえていく必要性の気づきゃ課題が多い。この傾向l士、他の演習項
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自についても同様であった。また、対象への苦痛緩和に関する課題が、いずれの演習項目

においても多くあげられていた。学生にとって今回の統合技術演溜は、看護技術実践に必

要かっ共通する安全性や倫理性の確保について、統合的に学習いていく重要性を意識化す

る機会となったと考える。

学生が捉えた演習効果についての結果をみると、「対象援助に向けての学濁の仕方がわか

ったJr安全性・倫環性を重視して実践する重要性がわかったJr知識を統合するというこ

とがわかったj について回答した割合が高かった。この結果からも、統合技術演留は実習

に向けての学習の動機づけとして効果あることが示唆された。今後は、教員からのアンケ

ート結果についての分析とも関連させ、検討を重ねていきたい。

{報告作成者:大久保・小林)
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2.結果2

[研究自的}

基本的な看護技術の習得状況の実態と諜題

担当:松本美富士巴山玉蓮武田洋子

寺国あゆみ国選千夏渥美一恵

当短大では、厚生労働省「新たな看護のあり方に関寸る検討会報告j で示された f臨地

実習において看護学生が行う基本的な看護技術J項目を GIOとし、さらに SBOで具体化

して教授している。 SBOを提示することによって学生の知識・技術・態度の看護技術の習

得度が確認でき、教授一学習法の改善を図ることができる。

今回、 3年次生を対象に、臨地実習での看護技術の習得状況について調査した。この調査

は、各看護学実習での受け持ち磨、者を通して、学生が SBOレベソLで王子護度品ife'.実殖でぎた

と自己判断したデータに基づくものである。このような「学生による自己評価Jという観

点から、当短大の臨地実習での看護技術のiffj.孝次況について報告する。

[調査方法}

1) 対象・当短大 3年次生 (8回生) 100名。

2) 祷査期間:2004 年 7 月 ~8 Jl (1回!'l)、 2004年 12月 (2回目)

3) 調査項目と回答方法・厚生労働省に設置された「新たな看護のあり方に関する検討会J

の報告書『続地実習において看護学生が行う基本的な看護技術Jに基づく水準 1の技術

項目 46、水準2技術項目 20を調査項目とした。これらの項目は、教育目標として GIO

(一般目標)と SBO(個別技術目標・到達包標)で具体化した(資料GIO-SBOの欄を

参照)。これらの看護技術項目・内容について、本調査では、学生が各看護学領域の実習

で受け持ち患者を通して実施したことを想起して回答することとした。回答は、各 SBO

について、「実施。j r見学ムj r米実施Xj と記入することとした。

{データ分析方法]

回答の得られた学生を母数とし、看護学領域ごとに実施・見学・米実擁の割合を求め

た。

[倫理的配慮}

調査票の配布待に、調査の趣旨として次のことをさを対象学生に説明をした。①実習成

績とは別のものであること。②調査の意義として、学内および学生個別の将来的な看護

技術の習得に役立てる基礎資料となること。③調査葉そ学生各自に返却する都合のため

に記名としたこと。調査への同意は、調査禁の回収をもって対象の同意の意思があった

とみなすこととした。

[結果]

奇書査察lこ回答した学生は 96名であった。今回の報告書では、実態を把握する参考資料と

いう目的のため、回答した 96名を分析対象とした(欠損伎のあった回答者も含めている)。

調査の結果は、資料(水準 1 ・ 1~7、水準 2.1~7) に示す。
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1) 概 要

(1)技術水準 1

全ての看護学領域の実習で、学生が「その人に適した方法で実施できたJと自己判断し

た割合が 20%未満の技術は、次の8項目 (GIO)であった。①排尿困難持の援助 ②勝脱

内留置カテーテル挿入時の援助(管理)③酸素吸入療法 ④気道内加湿法 ⑤吸ヨI(口腔・

鼻腔)⑥意識レベル把援 ⑦検体の採取と扱い方(採尿・尿検査)③検査特の援助(心議

殴モニタ一・スパイロメ}ターの使用)， 50%~20%の学生が実施して習得できたと回答し

た技術項目l士、次の 10項目であった。①便器・尿器による援助 ②入眠・睡眠の援助 ③ 

部分浴 ④陰部洗浄 ⑤洗髪 ⑥棒療の予防ケア ⑦経口・経皮・外用薬の与薬方法 ③ 

パルスオキシメーターの使用 ⑨リスクマネージメント ⑬リラクゼーション。 50%を越

える学生が実施して習得したとする技術は 32項目であった。そのやでも、 90%以上の学生

が実施して習得したと回答した項目は、 f療養生活環境調整Jr体灘、脈拍、呼吸、血圧、

症状・病態の観察Jr転倒・転落・外傷予防Jであった。

(2)技術水準2

学生が実習で看護技術を実施して習得できたk自己判断した割合が、いずれの看護学領

域実習でも 10%に満たなかった技術は、次の 8項目的IO)であった。①透滋(催下涜腸

を受ける人に必要な援助方法が考えられ、安全に実施できる)。②準屋(導深を受ける人に

必婆な援助方法が考えられ、安全に実施できる)， cll:盤主主(摘使を受ける人lこ必婆な援助方

法が考えられ実施できる)。④ストーマ造設者のケア(ストー?を造設する人に必重要な援助

方法が考えられ、実施できる)。⑤体佼ドレナージ〔体位排売買法1(体位ドレナージを受け

る人に必要な援助方法が考えられ、安全に実施できる)。⑥絢経内低圧持続吸引療法中のケ

ア(胸腔内低EE持続吸引療法を受ける人に必要な援助方法が考えられ、安全に実施できる)。

⑦直腸内与薬法〔坐薬挿入1(直腸内与薬法を受ける人に必要な援助方法が考えられ、安全

lこ実施できる)。③苦手刺検査〔骨髄穿刺・腰椎穿刺1(穿刺検査を受ける人に必要な援助方

法が考えられ、安全に実施できる)。なかでも、ストーマ造設者のケア、胸腔内低EE持続吸

引療法中のケアは、磁主由実習で実施して SBOそ習得できたと回答した学生は 1%であった。

さらに、これらの看護技術では、見学をして習得できたとする学生も 1%であった。

一方、学生が実習で看護技術を実施して習得できたと自己判断した苦手j合が、いずれかの

看護学領域で 50%以上となった看護技術は、次の3項目 (GIO)であった。①体浴(休浴

を受ける新生児の生理的特徴を理解し、安全に実施できる)90%。②関節可動域訓練(関

節可動域訓練を受ける人に必要な援助が考えられ、安全に実施できる)50%。③寝衣交換

など衣生活援助(輸液ライン等が入っている患者:寝衣交換を受ける人に必要な援助が考

えられ、安全に実施できる。上肢も持続点滴静脈注射を行っていて、勝統内留置カテーテ

ル法実施中の患者)50%。

3)静脈注射

静脈注射lこ関する回答数は少なく、領域別にみると、成人 (82人)老年(64人)小児 (25

人)母性 (21人)地域 (17人)精神 (16人)の順であった。静脈内刺入 (GIO)項目の、

4)静脈内に確実に刺入できる{静脈注射模擬行為としての静脈血採血](SBO)について実
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施した人数は、各領域を通して 1~15 人であった。

2)各技術項目 (GIO・SBO)の臨地実習での実施状況

(1)水準1

水準1の技術項目では、共通した SBOを設定した{①基本的な目的・適応・方法が述べ

られる。②その人への実施する目的が述べられる。③実施によって起こりうる危険性が予

測でき、対処方法が述べられる。④実施に伴う準備(その人の準備も含む)ができる。⑤

その人に適した方法で実施できる。⑥実施前・中・後の観察ができ報告できる}。ここでは、

各技術項目の SBO⑤(その人に適した方法で実施できる)在中心に、学生が実習で看護技

術を実施して習得できたと回答した結果を報告する。

ん環境調整技術:GIO 1)療養環境調整 2) !)ネン交換

環境務整は、基礎・成人・老年・小児看護学実習で 92~97%の学生が実施して習得でき

たと回答した。母性圃精神看護学実習では 81%、地峨看護学実習では 58%であった。リネ

ン交換では、基礎・成人・老年・小児看護学実習で 55~85%、母性・精神看護学実習で 30

~38%、地域看護学実習では 16%であった。

B.食事援助技術:GIO 1)食事介助 2)栄養状態・体液・電解質バランスの査定

3)食生活支援

この技術項目の GIO 全体では、老年看護学実習で 69~86%の学生が実施して習得できた

と問答していた。

C.排池援助技術:GIO 1)自然排尿・排便援助 2)便器・尿器による援助 3)失禁待

の援助(おむつ交換を含む)4)排尿困難時の援助 5)勝目先内留置カテーテル挿入

持の援助(管理)

「使者ま・尿器による介助Jは基礎・老年・小児看護学実習で 29%、「排尿劉難時の援助j

は老年看護学実習で 25%、「勝統内留置カテーテル挿入時の援助(管理)Jは、成人看護学

実習で 20%の学生が実施して習得できたと回答していた。実習で受け持ち患者告と通して実

施して習得できたと回答した学生の割合が比較的低い技術項目となっていたo

D.活動・休息、援助技術:1)体位変換 2)移送(車イス)3)歩行・移動の介助 4)療用

性症候群予防 5)入眠・睡眠の援助

「入限・睡綬の援助j は成人看護学実習で 41%であり、学生が実習で受け持ち患者を通

して実施し習得する割合が低い技術項目のひとつであった。これ以外の技術項悶は、老年

看護学実習で 65~89%の学生が実施して習得できたと回答していた。

E.清潔・衣生活援助技術:1)安静 2)入浴介助 3)部分浴 4)陰部洗浄 5)清拭 6) 

洗髪 7)口腔ケア 8)整容 9)寝衣交換など衣生活援助(罪人床患者)

「部分浴Jr陰部洗浄Jr洗髪Jは、成人看護学実習で実施して習得したとする学生の

割合が 38~51%であり、習得率が低い項目に属していた。その他の項目は成人・老年看護

学で 53~84%の学生が実施して習得したと回答していた。

F.呼吸・循環を整える技術・ 1)酸素吸入療法 2)気道内加湿法 3)体混調整 4)吸引

(口腔・鼻腔)
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この技術項目は、成人看護学実習で実漉して習得できたとする学生が、他の看護学実習

よりも高かった。しかし、その学生の割合は、「体温調節」で 59%、f酸素吸入療法J21%、

「気道内加湿法J17%、「吸引(口腔・鼻腔)J9%であった。これらは、学生が実施して習

得できたとする叡合が低い技術項目に属していた。

G.創傷管理技術:1)袴癒の予防ケア

老年看護学実習で 40%の学生が実施して習得できたと問答していた。

H.与薬の技術:1)経口・経皮・外用薬の与薬法

成人看護学実習で 38%、老年看護学実習で 31%の学生が実施して習得できたと回答して

いた。

I. 救命救急処澄技術:1)意識レベル把握

成人看護学実習で 17%の学生が実施して習得できたと回答していた。

J.症状・生態機能管理技術:1)体温の観察 2)脈拍の観察 3)呼吸の観察 4)血圧の

観察 5)身体計測 6)症状・病態の観察 7)検体の採取と取り扱い(採尿・尿検

査)8)検査時の円状(心電図モニタ-)9)パルスオキシメーターの使用 10)スパ

イロメーターの使用

「パイタルサイン(体温・脈拍・呼吸・血圧)の観察j と f症状・病態の観察Jf士、各

看護学実習で実施して習得したとする学生の割合が高く、 92~100%のところもあった。「身

体計測Jと f検体の採取と扱い方(採尿・尿検査)J I土母性看護学実智で 58%、22%、「検

査時の援助(心電図モニター)J rパノレスオキシメーターの使用Jrスパイロメーター使用J

成人看護学実習でそれぞれ 19%、39%、8%であった。

K.感染予防の技術・ 1)スタンダードプリコーション 2)感染性廃棄物の取り扱い

「スタンダードプジコーションJf土、各看護学実習で実施して習得したとする学生の割

合が 51~89%であった。 f感染性廃棄物の取り扱いj は成人看護学実習で62%であった。

L.安全管理の技術:1)療養生活の安全確保 2)転倒・転落・外傷予防 3)医療事

故予紡 5)リスクマネージメント

f リスクマネージメントJ は各看護学実習で 28~46%の学生が実施して習得できたと回

答していた。他の技術項目では、各看護学実習で実施して習得できたと回答した学生の割

合が高かった。特に、成人・老年・小児看護学実習で 64~99%の学生が実施して習得でき

たと回答していた。

M 安全確保の技術・ 1)体位保持 2)審法等身体安楽促進ケア 3)リラクゼーション

f体位保持Jは老年看護学実習で 73%、「毒霊法等身体安楽促進ケアjは成人看護学実習で

58%、fリラクゼーションJf土、各看護学実習で 23~51%の学生が実施して習得できたと

回答していた。

(2)水準2

全ての技術項目において、学生が実習で看護技術を実施して、 SBOレベルで、習得で、きた

と自己判断した割合は、 SBOの内容で「知識j項目と f技術j項隠によって異なっていた。

そこで、各技術項呂について、 SBOの f知識」項浸と f技術J項留に分けて、調査結果を
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まとめた。

A 経管栄養法〔経鼻胃チューブ、の挿入〕

知識内容の SBO①~④は、地域看護学実習で 20~24%の学生が実絡して習得できたと回

答していた。技術内容の SBO⑤~③では実滅して習得できたとする学生が 6~13%であっ

た。特に、胃チューブFの「挿入Jr図定」という SBO⑥③では、「できたJと判断した学生

は、地域看護学実習で 6%であった。成人看護学実事までは、知識内容の SBO で 16~18%、

技術内容の SBO では 9~ll%の学生が実施して習得できたと回答していた。また、技術内

容の SBO を見学して習得できたとする学生i士、地域看護学実習で 15~21%であった。

B.経管栄養法〔流動食の注入〕

知識内容の SBO①~②は、地域看護学実習で 18~20%、老年看護学実習で 18%前後の

学生が実施して習得できたと問答していた。技術内容の SBO③~⑫では笑施して習得でき

たとする学生が地域看護学実習・考年看護学実習・成人看護学笑習で 10%前後であった。

f内服薬の注入j に関しては、成人看護学実習での7%にとどまっていた。一方、技術内

容の SBO を見学して習得できたとする学生は、地域看護学実習で 15~21%、老年看護学

実習と小児看護学実習で 8~14%であった。

c.涜勝

この項目は、学生が臨地実習で実施して習得したと回答した割合が低い項目のひとつで

あった。知識内容のSBO①~④は、成人看護学笑習・;老年看護学実習で 10%前後の学生が

実施して習得できたと回答していた。技術内容の SBO⑤~⑪では 2~4'10、技術内容 SBO

⑫~⑭のプライバシーの保護や観察については 5~6'10であった。また、技術内容の SBO を

見学して習得できたとする学生は、老年看護学実習で 10%前後であった。

D.導尿

知識内容の SBO①~②は、母性看護学実習・成人看護学実習・老年看護学実習で1O~15%

の学生が臨地実習で実施して習得したと回答していた。技術内容の SBO④~⑨では母性看

護学実習の 3~7%であった。隣地実習で学生が実絡して習得する割合が低い項目であった。

一方、技術内容のSBOを見学して習得できたとする学生i士、成人看護学実習と母性看護学

実習で 7~lO%であった。

E.摘使

知識内容の SBO①~③は、老年看護学実習・小児看護学実習で1O~16%の学生が実施し

て習得できたと問答していた。技術内容の SBO⑤~③では実施して習得できたとする学生

の割合が老年看護学で 5~8'10であった。臨地実習で学生が実施して習得する割合が低い項

目となっていた。一方、技術内容のSBOを見学して習得できたとする学生は、老年看護学

実習で1O~14%、地域・成人・小児の看護学実習で 7~14%であった。

F.ストーマ造設者のケア

知識内容の SBO①~⑤は、成人看護学実習で 3~6'10、技術内努の SBO⑤~⑬では 1%で

あった。臨生也実習で受け持ち患者告と過して学生が実施して習得する割合が低い項目であっ

た。また、技術内容のSBOを見学して習得できたとする学生は2%であった。

G.勝目先内留置カテーテル法
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知識内容の SBO①~④は、成人看護学実習でお~27%、老年看護学実習で 10%の学生

が笑絡して習得できたと回答していた。技術内容の SBO⑤~⑬では実施および見学によっ

て習得できたとする回答は 8~18%であった。

H.移送〔ストレッチャー〕

知識内容の SBO①~②について、学生が実施して習得できたと回答していた割合は、成

人看護学実習 34%、母性看護学実習 14%、老年看護学実習 10%であった。技術内容の SBO

③~⑨では、成人看護学笑留で 29~38%、母性看護学実習1l~13%、老年看護学実習 6~

11%であった。一方、見学をして習得できたとする回答は、成人・母性の看護学実習で 4

~ll%であった。

1. 調節可動域語11練

この項目l士、学生が臨地実習で実施して習得したと回答した割合が比較的高く、 4領域の

看護学実習で実施して習得している項目のひとつであった。知識内容の SBO①~⑥につい

て学生が実施して習得できたと回答していた割合は次の通りであった。老年看護学実習 38

~53%、地域看護学実習 31~39%、成人看護学実習 21~25%、小児看護学実習 18~27%。

技術内容の SBO⑦~⑬では、老年看護学実習 26~39%、地域看護学実習 16~25%、成人

看護学実智 16~21%、小児看護学実習1l~24%。さらに、技術内容の SBO を見学をして

習得したとする回答は、老年・小児・地域の看護学実習で 12~39%であった。

J. 休浴

母性看護学実習で知識・技術内有事ともに 90~92%の学生が実施して習得できたと回答し

ていた。これは、水準 2の技術項目のなかで最も高い実施・習得率であった。この他、小

児看護学実習でも 4~5%の学生が実施して習得できたと回答していた。

K.寝衣交換などの衣生活援助

この項目l士、学生が臨地実習で実施して習得したと回答した害i合が高く、 5領域の看護学

実習で実施して習得している項目であった。知識・技術内容の実施・習得率が一致してい

た。成人看護学実習では 51~55%の学生が実施して習得できたと問答していた。老年看護

学実習・小児看護学実習では 24~30%、母性看護学実溜・地域看護学実習では1O~16%の

学生が実施して習得できたと回答していた。

L.気管内吸引

知識内容の SBO①~②は、地域看護学実習で 22%、成人看護学実習で 10%の学生が実

施して習得できたと回答していた。技術内容では、主主の状況や患者の状態の「観察j につ

いて実施して習得できたとする学生の割合は、地域看護学実習で 9~12%であった。 f気管

内吸引を安全に実施できるJという SBOでは、成人看護学実習で 3%、老年看護学実習・

地域看護学実習で 2%の学生が実施して習得できたと回答していた。また、技術内容 SBO

を見学して習得できたとする学生の割合は 14~25%であり、 f気管内吸引を安全に実施でき

るj では25%の学生が見学による習得ができたと問答していた。

M.体佼ドレナージ〔体位排車産法〕

知事車内容の SBO①~②は、成人看護学実習で1O~1l%、技術内容の SBO③~⑤では 6

~7%での学生が実施して習得できたと回答していた。見学して習得できたとする学生の劉
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合は、成人・老年・小児・地域看護学実習で 1~6%であったo

N.腕腔内低圧持続吸引療法中のケア

臨地実習で受け持ち患者を透して学生が実施および見学して習得する割合が O~l%であ

り、看護技術水準2の中で最も低い項目であった。

O.人工呼吸器装着中の患者のケア

知識内容の SBO①~④は、地域看護学実習で 16~23%、成人看護学実習で 3~6%の学

生が実施して習得できたと回答していた。技術内容の SBO⑤~⑬では実施して習得できた

とする学生が地域看護学実習で 8~17%であった。見学して習得できたとする学生の劉合は、

地域看護学実習で 3~14%、老年看護学実習で 2%であった。

P.創傷処霞

SBO①~②と⑤は創傷処置の理論・目的について学生の知識レベル会確認する内容であ

る。これらについて、学生が実施して習得できたと問答していた割合は、成人看護学実習

31~34%、母性看護学実習 22~26%、老年看護学実習 15~19%であった。 SBO③④⑥~

③は創傷処置の介助方法について学生の知識レベルを確認する内容である。これらに対す

る学生の実施・習得率は、成人看護学実習 12~19%、母性看護学実習・老年看護学突事~ll

~14%であった。 SBO⑨~⑬、⑬は、綴祭と対象への精神簡について学生の技術レベルを

確認する内容である。これらについて学生が実施して習得できたとする割合は、成人看護

学実習 12~19%、母性看護学実習 13~15%、老年看護学実習 14~16%であった。 SBO⑫

⑬は創傷処置の介助方法について学生の技術レベルを確認する内容である。これらは、成

人看護学実習、老年看護学実習で 6~8%の学生が実施して習得できたと回答していた。さ

らに、技術内務の SBOを見学して習得できたとする学生は、成人・母性の看護学実習で 16

~28%であった。

Q.直腸内与薬法

知識内容の SBO①~⑦は、成人看護学実習で 8~9%、小児看護学実習で 2~7%の学生

が実施して習得できたと回答していた。技術内容の SBO③~⑫では、成人看護学実習で実

施して習得できたとする学生が 1~5%であった。特に、 SBO③の「主主薬の挿入j について

「できたJと判断した学生は、成人看護学実習で 1%であった。この SBOを見学して「で

きたJと判断した学生は、問実習で 7%であった。

R 内視鏡検査〔育内視鏡・大腸内視鏡・気管支鏡〕

学生が実施して習得できたと回答した鋭合は、成人看護学実習で知識内容の SBO①~⑥

1l~13%、技術内容の SBOC1:③では 9%であった。見学して習得できたと回答した学生の

割合は、成人看護学実習で 7~12%であった。

S.穿刺検査〔骨髄穿刺・腰椎券取UJ

知識内容の SBO①~③ l士、成人看護学実潔で 6%、小児看護学実習で 5~7%の学生が実

施して習得できたと回答していた。技術内容の SBO④~⑬は、成人看護学実習 2~3%、小

児看護学実習 1~2%であったo 見学して習得したとする回答も 2~5%であり、臨地実習で

学生が実施して習得する割合が低い項目のひとつであった。

T.無菌操作
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知識内容の SBO①で学生が実施して習得できたと回答していた割合は、成人看護学実習

で44%、母性看護学実習 32%、者年看護学実習 20%、小児者護学実習 18%、地域看護学

実習 15%であった。技術内容の SBO②「内科的手洗い」について学生が実施して習得でき

たと問答していた劉合は、成人看護学実習で 38%、母性看護学実習 20%、老年看護学実習

17%、小児看護学実習 13%、地域看護学実習 11%、精神看護学実習 2%であった。 技術内

容の SBO③~⑬は、成人看護学実習で 14~28%の学生が実施して習得できたと回答してい

た。見学して習得できたと回答した学生は、技術内容 SBO で 24~40%であった。

i考察とまとめ]

各看護学領域の実習で受け持ち患者を通して、学生が習得できたと判断した割合は、水

準1と比べて水準2が低値を示した。

水準 1の看護技術では、 f療養生活環境Jrバイタノレサインの観察Jr症状・病態の観察」

「療養生活の安全Jr転倒・転落・外傷予防」の技術について、実施して習得できたとする

学生の劉合が 96~100%であった。これに対して、『排被援助技術H呼吸・循環を整える

技術H救命救急処置技術~ r検体の取り扱いJr検賓待の援助(心霊童図モニター)J rスパイ

ロメ}ターの使用Jは、実施して習得できたとする学生の割合が 20%以下であったo

水準2の看護技術で実施して習得できたとする学生の割合が高かったものは、「林浴」

(90%)であった。このほかに、「関節可動域訓練Jr寝衣交換など衣生活援助」は 50%の

学生が、習得できたと判断しており、複数の看護学領域で実施して習得できた看護技術で

あった。これに対して、臨地実習で実施して習得できたと学生が判断した割合が 10%に満

たない看護技術は、 f涜腸Jr導尿Jr摘便Jrストーマ造設者のケアJr体位ドレナージJr絢
際内低圧持続吸引療法中のケアJr直腸内与薬法Jr穿刺検査j であった。これらは、それ

ぞれの技術項慢の SBOで実施して溜得する割合が低くなっていた。なかでも、 fストーマ

造設者のケアj と f胸腔内低EE持続吸引療法中のケアj は、臨地実習で見学して知識レベ

ルで習得する割合を含めても 1%と低い習得率であった。

静脈注射について学生からの問答数が少なかったのは、殆どの学生が実施していないた

めに回答しなかったのではないかと考えられる。また、 SBO項閉が多すぎて回答する;意欲

を低下させてしまった可能性も推察される。今回学生に配布した f静脈注射に関する教育

問機j には、静脈注射に関する教育の内容がすべて盛り込まれているため、臨地実習にお

ける技術の実施状況を学生が自己評価する調査票としては、再考が求められる。

地域完結裂在宅医療を重視する医療システムの変化や医療の安全性が求められる状況で、

臨地実習で学生が看護技術を実践して習得する機会が少なくなっている。臨地実醤の教授

形態や患者への倫理的配慮を考慮して、学生の受け持ち患者に行われている看護技術に限

定した実施・習得となると、看護学生が行う基本的な看護技術を緩験する機会は、さらに

少なくなる。このような臨地実習の状況は、今回の調査結5長からも明らかである。

今後の課題として、看護学生が臨地実習で習得する機会の少ない看護技術については、

学内での演習を工夫して、学生の基本看護技術の習得を強化することが求められる。

(報告作成者:武田・白山)
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3. 結果3

基本的な看護技術に対する学生の自信度に関する調査

扱当:小林たつ子武田洋子寺岡あゆみ回遠千Ji[

i はじめに1
学習における「自信」の効果i士、デシ1)の「内発的動機付け」やパンデュラ 2)[自己効力感Jの研

究でも明らかにされている。デシl土、内発的動機付けの本質は有能さ(=自信)と自己決定にある

と 主張している。パンデュラは、人が将来に期待する認知能力には結来期待と効力期待(=自

信)があり、自己効力感は効果期待(=自信)が高められた結果によって生じると主張している。し

たがって、学生が自信のある看護技術については、自立して自己学習ができると期待される。

i研究目的}

そこで私たちは、学生が看護技術を「磁地実習で習得できたJというレベルに留まらず、「自信が

あるj、つま号、 f自信をもってできるJとしヴレベルにまで技術学習がステップアップされているかどう

かを確認したいと考えた。さらに、学生が各看護技術に対する「自信度Jを確認することで、自らの

課題を見出すきっかけになることを期待した。ここでは、水準1と水準2の看護技術項目のなかで、

学生がどの看護技術にf剖言Jがあるかないかを明らかにすることを白的とした。

[調査方法1
1) 対象・当短大3年次生 100名、および当媛大2年次生 100名。

2) 調査時期と調査対象の臨地実習状況の概要:2005年2月に調査した。 3年次生は、各看護学

領域の実溜がすべて終了している時期であり、 2年次生は基礎看護学臨地実習 1(1年時 6

月)基礎看護学臨地実習II(2年時 10月)の各実習を終え、 2年次の学内実習がすべて終了

し3年次の各看護学領域の実習が行われる前の時期である。

3) 調査項目と回答方法:厚生労働省に設費された「新たな看護のあり方に関する検討会jの報告

書『臨地実習において看護学生が行う基本的な看護技術Jtこ基づく水準1の技術項目 51、水

準2技術項目 25を調査項隠とした。これらの項目について、 fとても自信があるJ4点、 f自信が

あるJ3点、 f自信がないJ2点、「まったく自信がないJl点の4段階尺度で学生が技術に対する

自信度を自己評価することとした。

Iデ}タ分析方法]

技術項目ごとに回答の得られた学生を母数とし、「自信のあるJ群と「自信のないJ群の人数の

。日本教育エ学会編:教育工学事典，東京， (株)実教出版，2000

目Bandura，A. (1997) 原野広太郎監訳(1979・社会的学習譲論人間理解と教育の基礎….東京』金子書房
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割合を求めた。「自信のあるJ群は、「とても自信があるJr自信がある」と回答した学生である。「自

信のない」群は、「自信がないJrまったく自信がないJと回答した学生である。

[倫埋的配慮}

調査棄の配布待に、調査の趣旨として次のこと合全対象学生に説明をした。①笑習成績とは7JIJの

ものであること。②調査の意義として、学内および学生個別の将来的な看護技術の習得に役立て

る基礎資料となること。③調査察を学生各自に返却する都合のために記名としたこと。 調査への

間意は、調査票の回収:a:_.もって対象の同意の意思があったとみなすこととした。

のなかで、学生がどの看護技術に「自信Jがあるかないかを明らかにすることを目的とした。

IV.結 果

奇書王室主主に回答した学生は 3年次生 95名 (100%)、2年次生 95名 (100%)であった。今回の報

告書では、実態を把握する参考資料という目的のため、調査票に回答した学生を分析対象とし

た(欠損値のあった回答者も含めている)。技術項目によって然回答の学生もいたため、技術

項目ごとに回答の得られた学生を母数とした。

調賓の結果l主、資料(r慕本的な看護技術に対する自信に関する調査Jの 3年次生の結果と

2年次生の結果)に示した。

1.概要

1)水準1

51の技術項目のうち、 f自信があるj群が「自信のないj群を上回っていたのは、 3年次生では

46項目、 2年次生では 14項目であった。特に、「自信があるj鮮の割合が90%以上の技術項目

は、 3年次生 10項目、 2年次主主 2項自であり、それは以下の通りであった。 3年次生は、工遼主主

生活環境調整J98.8%、立主と玄塗よ98.8%、「移送(車椅子)J95.4%、f愛丘二笠塾笠企慰」

90.7%、f部分浴Ir整容192.0%、fバイタルサイン {体温・脈拍・呼吸・血圧)100%であった。

2年次生は、 fノミイタルサイン(体滋)J91.3%、「パイタルサイン(脈拾)J91.4%であった。

「自信があるJ群の割合が 80%以上の技術項目は、 3年次主主 19項目、 2年次生 1項目であっ

た。 3年次生は、「食事介助J87目2%、f食生活支援J85.1%、「自然 排尿・排便援助J87.1%、

「体位変換J89.5%、「入眠・暖般の援助J80.5%、f安全J84.9%、 {入浴介助]83.9%、ii青

拭J89.7%、f洗髪J86.0%、「口腔ケアJ85.1%、「寝衣交換など衣生活援助(臥床患者)J86.2%、

f身体計測J84.7%、f検笈時の援助(パルスオキAンメーター)J83目。%、 fスタンダードプリコーショ

ンJ85.1 %、 f療養生活の安全確保J88.5%、f転倒・転落・外傷予防J86・0%、「体位保持J

80.5%、唱法等身体安楽促進ケアJ85.1%、fリラクゼーンョンJ82.8%であった。2年次生は、

「バイタルサイン(呼吸)J87.1%であった。

これに対して、「自信のない」群が上回っていた技術項目は、 3年次生が次の 5項目であった。

それは、 f酸素吸入療法Jr気道内加糧法L56.8%、f吸引(口綾・鼻仲)l56.3%、 L盤奪墜(f)

噌
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援助(心電図モニター)(スパイロメーター))61.4%であった。 2年次生は 37項目であり、 f自

信のないj群が占める割合が50%台の技術項目が II項目、 60%台が2項目、 70%台が 7項図

であった。さらに、「自信のなしリ群が 80%以上の技術項目は次の 16項目であった。それは、

「栄養状態・体液・電解質バランスの交定J81.7%、「便器・尿器による援助J80.4%、「失禁時の

援助(おむつ交換を含む)J85.1%、「排尿困難時の援助J91.4%、f勝脱内留置カテーテル挿入

待の援助(管理)J92.5%、f廃用性症候群の予防J81.7%、「入浴介助J81.9%、f陰部洗浄j

80.6%、「酸素吸入療法J94.6%、「気道内加湿法J93.5%、「吸引(口腔・鼻腔)J 93.5%、「経

口・経皮・外用薬の与薬方法J82.8%、f検体の採取と扱い方{採尿・尿検査)J82.8%、「検査時

の援助(心電図モニター)J97.8%、「検査時の援助(スパイロメーター)J98.9%、「リスクマネージ

メントJ88.2%であった。

2)水準2

25の技術項目のうち、「自信があるJ群が「自信のなし、」苦手を上回っていたのは、 3"手次生では

7項隠であった。この中で、「自信があるJ群の割合が 80%以上の技術項目は、「移送(ストレッチ

ャー)J83%、「林浴J88.4%であった。 2年次生では、「移送{ストレッチャー)J53.2%、「無菌操

作J54.3%の2項目であった。

これに対して、 f自信のないJ群が上回っていた技術演目立、 3年次生では 16項目と主主政主

主位~豆旦であった。特に、その害IJ合が 80%以上の項隠は、 3 年次主主では 3 項目あり、それま、

「胸控内低径持続吸引療法J87.4%、:ム玉堕墜盤述。 7%、「骨髄穿刺・腰椎穿刺J80.5%であ

った。 2年次生では、 23項目全てが 80%以上を占めていた。

2.まとめ

3年次生は、水準 1の看護技術には概ねf自信があるjと自己評価をしていた。水準2の看護

技術では、 f自信があるJと自己評価したものが7項目、「自信がないjとしたものが 16項目あった。

学生の 80%以上が「自信があるjと自己評価をしたのは、「移送(ストレッチャー)Jr林浴Jの 2項

目であった。これに対して、 80%以上の学生がf自信がない」としたのは、「絢経内低圧持続吸引

療法Jr人工呼吸器Jr骨髄穿刺・腰椎穿府iJJの 3項目であった。

2年次主主では、水準1、水準2ともにf自信がないJと自己評鏑をした学生の苦手l合が高かった。

「自信があるJとした技術項目は、水準1のfバイタルサイン(体温)J 91.3%、f同(脈拍)J91.4%、

「同(呼吸)J87.1%であった。

学生が主観的に「自信があるJr自信がない」と自己評価した結果から、 3年次生は、看護技術

の水準lには自信があり、水準2では自信がない項目が6割以上あることがわカりた。特に、11l血
目空内低圧持続吸引療法Jr人工呼吸器 Ir骨申書穿刺・腰椎穿車リ!の 3項目は、「自信がないJと自

己評価する割合が 80%以上である。これらの項目は、臨地実習での習得状況でも学生が「習得

できたJとする割合が低い値を示している。これらの看護技術については、学内での講義・演習

での教授方法を工夫することが課題となる。

つ臼η
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しかし、学内での教授方法には限界もある。それを示唆したのが、 2年次生の結果である。 2

年次生は、基礎看護学実習Eが 10月中旬に終了してから 4ヶ月後に、この語審査を実施した。こ

の問、学生は看護技術について学内で各看護学領域の講義や演習を受けていた。 2年次生と3

年次生の結果から、学生が看護技術に対して「自信Jを持つのは、磁土也実習での経験が大きく

影響していることがわかる。厚生労働省がf臨地実習において看護学生が行う基本的な看護技

術j項目を示した背景には、これらの看護技術を学生が実習施設で「実施させてもよいjという容

認範囲夜明らかにしたとする解釈もある。そこで、路地実習で学生が看護技術を習得し、 131言を

もつには、実習の方法を実習絡設側と協力しながら再考することも皇室まれる。また、学生が隣地

実習で習得した看護技術を学内で反復演習することで、学生の確実な技術の習得を助け、看

護技術に対する自信も高めることになる。そのためには、現在、当短大で全学的に実絡している

「看護技術の総合講義・統合演習jの時期や内容を改めて検討していくことも求められる。

(報告作成者.武田・小林)
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4.結果4 看護技術教育カリキュラムの構築ーマトリックス分析よりー

担当北村愛子古震洋子上回康子

I. f臨地実習において看護学生が行う基本的な看護技術(水準 2)Jの教授状

況の実態と課題

各看護領域・講座間、あるいは学年聞において、どのような看護技術教授の逐携や学習

の積み上げが行われているか、その実態を明らかにした結果が資料1である。実態調査に

は、 f臨t也実習において看護学生が行う姦本的な看護技術(水準2)J項目の GIO、SBOの

内容を示して、教授の有無と教授方法 r1・講義のみJr2:VTRあるいはデモンストレー

ションJr 3 :演習(実技)J として記入してもらった。ただし、 f2: VTRあるいはデモン

ストレーションJr 3 :演習(実技)Jについては、その前提として講義が行われているも

のとして、講義を含んだ内容と捉えてもらうよう補足した。第一回線資において、①涜腸

②移送(ストレッチャー) ③関節可動主主訓練 ③人工呼吸器装着中の患者のケア ⑤検

査時の援助(内視鏡検査) ⑥包帯法が米教授であることが明らかとなった。また、すで

に教授されている看護技術項目についても、講座間でE重複している内容のあることも明ら

かとなったことを報告した。その結果、当該領域・講座間で、討議され、各論(老年、小児、

母性、地域、精神、成人、各々の看議論)においては、基本を更に発展させ、その特性を

生かした教授内容に変更・修正するなどの遼携を図るに至った。それにより、本学卒業時

までの学内学習において、水準2の看護技術項目は、ほぼ漏れなく学習できるシステムが

整った。ただ、水準2の看護技術項目は、学生が主体的に看護技術を学習するための指針

として f教員や看護師の指導・監視のもとで学生が室組主主ゑtO)Jと示されている。臨

地での実施・体験の機会が減少している現状を緩みると、学努方法として、学内での演習

の機会を強化する課題が残されたと言えよう。

n. f学生が実習で賀得したと判断した看護技術の集計結果(水準 l)J の結果

と学内での教授状況から考えられる課題

『学生が実習で習得したと判断した看護技術の集計結果-~基地実習において看護学生が

行う基本的な看護技術(水準 1・2) -jの総5軽から、水準 1において、実主主して習得で

きたと学生が判断した割合が 50%に満たない看護技術は、次の項目であった。①「使・尿

器による援助j ②「排尿鴎難待の援助j ③「際競内留置カテーテル挿入待の援助(管

理)J r④入駁・援限の援助J ⑤「陰部洗浄j ⑥ f洗髪J ⑦「酸素吸入療法j ③ f気

道内加滋」 ⑨「吸引(口腔)J ⑬「意識レベル把握j ⑫「検体の採取と扱い方(採尿、

尿検査)J ⑫「検査特の援助(心電図モニター)J ⑬「パルスオキシメーターの使用J

⑬「スパイロメーターの使用J。上記のうち③⑨は、総合技術演習で学習した内容を含み(た

だし、平成 17年度生は、「勝脱内留農カテーテル挿入時の援助(管理)J I土実施の計画がな

い)、⑫⑬は、成人看護学講座で演習を実施している。①(2::④⑤⑥⑦③@⑬⑫については、

どのような教授方法がとられているか未確認の項目であったため、当該領域・講座iこ擁認

を行った。その結果が(表 1)である。「意識レベル把握Jr検体の採取と扱い方(採尿、

尿検査)Jについては、現在行われている演習の内容に加え、強化することが望ましいと考
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考え、提案する。該当科目は「意識レベル把握J: [成人看護学務地実習(学内実習)・心

筋蘇生法J[3年次選択講義・救急看護1、「検体の採取と扱い方(採尿、尿検査)J目{総合技

術演習・静脈血採血J[基礎看護技術論lである。講義・演習に関連する各教授領域・講&

には、以下の看護技術項目の学内学習・演習強化の検討を依頼した。また次年度総合技術

演替の内容に「意識レベルJの観察の項目が加わった。

表1.実施・溜得率が 50%に満たない看護技術項目(水準 1) 

看護技術項目 教授領域・講&

3排f世援助技術 f使・尿器による援助」 3:基礎

f排尿困難持の援助」
1 :基礎

f務脱内留霞カテーテル挿入時の援助

(管理)J 1 :基礎

(総合技術演習)

4活動・休息援助技術 「入駁・睡眠の援助J 1・基礎

5 i青拭・衣生活援劾技 f陰部洗浄J 2:基礎

術 「洗髪j 3 :基礎

6呼吸・循環を整える 「駿素吸入療法J 3:基礎

技術 「気道内加湿J 1 基礎

「吸引(口腔)J 3 基礎

総合技術演習

9救命救急処置 「意識レベル把握J 1 成人

総合技術演習

10症状・主主体機能管理 「検体の採取と扱い方(採尿、尿検査)J 総合技術演習

技術 「検査時の援助(心電図モニター)J 3 成人

「パルスオキシメーターの使用j 3町成人

「スパイロメーターの使用J

孤. r学生が実習で習得したと判断した看護技術の集計結果(水準 2)Jの 結 果

と学内での教授状況から考えられる課題

また同水準2の結果から、実施して習得できたと学生が判断した割合が 10%に満たない

看護技術は、①「涜腸J ②「導尿j ③ f摘使j ④「ストーマ造設者のケアJ ⑤「体

位ドレナージ」 ⑥ f胸腔内低圧持続吸引療法中のケアj ⑦「夜腸内与薬法j ③ f穿

刺検変Jであった。このうち、すでに演習が実施されているものは、②「導尿J:基礎看護

学講度、④「ストーマ造設者のケアド成人看護学講座、⑥「絢控内低圧持続吸引療法中の

ケアJ 成人看護学講座である。その他の項目については、演習・実習などによる学習の強

化が必要と恩、われるが、シミュレーターの使用以外、学生同士での実施による学習にも限

界のある項沼も多く、行動内容の SBOレベルで、実際の体験・実施を通して習得・獲得す

る率が低くなっていた実態を補うことが学内では非常に慰葉重であると思われる。実習にお

いて、見学の機会をアレンジできるよう、各講座(特に老年、成人臨地実習での病院実習)

に働きかけることを提案する。 VTRの視聴は、講義の内容に含まれるとイメージが想起さ
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れ、知識の定着につながると考える。そこで、すでに講義を実施している以下の領域・講

座(表2)に対し、再度教授法の一部として VTRの使用等が検討できないか提案する。そ

の結果、調整を検討下さった項目、領域・講座を→で示した。

表2.実施・習得率が 10%に満たない看護技術項目(水準2)の教授を行っている領域・

講座の各教授レベルと再調整結果(→により記載)

看護技術項目 教授領域・講gg

f渓腸」 1→2 ・2基礎 1・老年

f導尿j 3 : 1基礎

f摘便j 1 :基礎 1 or 2→2 1・人間と健康

:老年

「体位ドレナージ」 1 :基礎 2:老年 1 小児

ru主腸内与薬法j 1 基礎 1→2田老年 1 小児 1 人間と健康

「穿刺検査J 1 :基礎 1→2・小児 1 :人間と健康

(報告書作成者目古屋)
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V.全体考察

平成 14年3月文部科学省より「大学における看護実践能力の育成の充実に向けてJ1) 

の報告書が看護学教育のあり方に関する検討会より出されて、 2年が経過した。その照、

各大学や組織においていろいろな取り組みが行われている。本学においても、平成 15年度

には水準1・2の各看護技術項目の一般目標・行動目標(GIO・SBO)を作成し、平成 16年

度はその殴擦を達成すべく、総地の指導者に説明し理解と協力の中、学生の看護実銭能力

の育成・強化を指導してきた。問時に学内における看護実践カを育成・強化していくため

に、どのように教育プログラム提示したらよいかについても合わせて検討してきた。臨地

において笑擦に援助を行うとき、学内で充分な基礎知識を基盤とした零護技術の習得がな

された上で、看護実践が行われなければならない。たとえ看護学生であっても、不十分な

ままの習得状況で看護実践が行われることがあってはならない。そのためにどのように技

術の習得、習熟、統合を行っていったらよいかについて検討してきた。その一環として 2

年隠となるが平成 14年 7月に統合講義・総合技術演習を全学的に行ったところである。こ

のように、文科省で示した看護学の教育内容のコアとしての技術学習の基盤となる『人間

を対象として活動する基盤』である「看護ケア基盤形成の方法1J Jを土台とし、 f臨地実習

において学生が行う基本的な看護技術の考え方j として示された看護技術内容(水準 1・

2)を中心に看護技術教育を全学的にどのようにするかについて検討し実践してきた。

看護技術教育プログラムの改善のための根拠として、結果 1.統合講義・総合技術演習

の成果、結果2 卒業時学生が習得できたとする基本技術(水準 1・2)の習得状況、結

果3. 3年時縮地実習前後の看護技術に対する自信状況の変化、結果4.看護技術教育カ

リキュラムの構築に関する検討、の4項目を実施した。各調査毎にその結果からの考察が

述べられているので、ここでは全体的考察として以下の3点について述べることとする。

1.臨地実習による看護技術体験は技術援助に対する自信を高める

全体的には臨地での体験が学生の技術への自信を高めていた。結果1においても結果2

においても習得率の高い技術項目は学生の自信ありの割合が高いことを示していた。特に

水準 11土、殆どの項目の習得の割合が高い傾向にあり、自信状況もおおむね自信ありであ

った。

逆に、水準2の習得状況は 25項目中4項目 (r林浴Jr移送Jr関節可動域訓練Jrルート

のある患者の寝衣交換J) のみが 50%以上の習得状況で、他の項目は1O~30%前後の習得

状況であった。習得状況の高かった4項目の自信ありと 60---，80%の学生が回答していた。

この項目以外にも自信があると 50~80%を示していた項目は f然菌操作J r血糖検査Jr静

脈血採血Jr勝脱内留置カテーテル中のケアj であった。

これらのことより、技術の体験は学生の自信を高めていることが分かった。しかし、現

在の路地実習では受け持ち患者を 1名受け持つ体需!Jの実習であり、看護技術の習得の範囲

が限定される状況にある。看護技術を用いて援助を行うとき、患者の安全性は最優先され

なければならないため、充分な対象の環解が必要であり、看護計閣の立案を行った援助の
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中での看護技術体験となる。井部らが述べるように、この臨地実習の形態を変えずに卒業

時まで行われることが、果たして効果的かどうかは検討される必要がある。つまり実習の

進度と習熟状況によりチームの中でスタッフとしての実習形態も検討される必要があると

息われる。プライマリーナースの立案した看護計画に沿って看護実践することにより、自

己の看護の計画立案を振り返る機会ともなり、また様々な技術体験をする機会ともなると

考えるからである。

2.学内と臨地での技術教育の連携と方法の検討の必要性

体験率は低いが、自信ありとの割合が高い傾向を示していた技術項尽には f静脈血採

血jや「血糖検査Ji留置カデーテル挿入中の患者の管理やケア」があったが、この項目は

各看護学領域において学内で実際に体験する演習や総合技術演習において詳しく演習がお

こなわれている項目である。しかし反商、 f酸素吸入Jや「吸引Jr心電図検査Jr人工呼吸

器装着中のケアJなど学内で演習を行っているにもかかわらず、自信ありの割合が低い技

術項目もある。これらの技術は、全身状態の総合的な理解が基盤となっているケア的要素

が強い共通の特徴があり、そのため演習は行ったが全身状況を統合し判断するのに複雑性

が増すため、自信ありが低下するのではないかと考えられる。このような技術は学内でシ

ミュレーションなど用いて基本的な知識と技術の習得のうえ、さらに臨地のリアルな場面

での実際的な習得の二重構造の学習が必要となる路地主主喜習得君主の技術項目と考える。

また、 f絢校内持続吸引のケアJi穿刺各種Ji体位ドレナージj などは体験率も自信あり

との割合が最も低い項目であった。臨地において体験できる機会の少ない技術項目は学内

において基本的な知識・技術が習得できるよう工夫する必要がある学内習得裂の項目とい

える。文科省が示した ij:l属地実習において学生が行う基本的な看護技術の水準Jの看護技

術内容に対し、卒業までの習得技術水準とする考え方と線地実潔持、無資格の学生が笑施

するときの実践・指導基準とする考え方はあるが、多くの研究者は前者の解釈を行ってい

る。技術内容の妥当性については今後、検討の余地はあるとしても、先の日本看護協会が

行った 2004年 f新本看護職員の早期離職等実態調査J結果の新卒1年間の悩みに「専門的

技術の不足Ji医療事故が不安Jが上がっていることからも、「綴士也実習において学生が行

う基本的な看護技術の水準」に示される技術内容については、学内で基本的な知識・技術

の教育が鱗緩されるプログラムでなければならないと考える。

3.看護技術教育プログラムの構築の検討

本学では f生命および人間の尊厳に対する革まかな感性と深い瑳解の上に、看護の専門知

識・技術を修得し、的確な判断カを備えた質の高い実践能力をもって・・・看護実践者を

育成する」の教育理念に述べるように、学内と臨地での学習を通し、基本的な技術を用い

て自信をもって看護援助が提供できる看護実践カを培って卒業して欲しいと私たちは願っ

ている。そのために、いかなるプログラムを構築したらよいか検討し、その結果を調査4

にまとめた。 f線地実習において学生が行う基本的な看護技術の水準 1Jは臨地実習におい

ても体験率が高く学生の自信ありの割合も高かったので、「吸引JiネブライザーJi酸素吸
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入Jr心電図検査Jrスパイロメーターの使用」をi徐いてはさらに工夫を護ね教育すること

で問題ないと思われる。 f吸引J以下4項目の中で「ネブライザー」以外は学内演習がされ

ている項目であるが学生の体験率や自信ありと割合が低いため、路地での体験の機会を捉

え修得できる工夫が必要である。

「磁土也実習において学生が行う基本的な看護技術の水準 2Jの項恩に対し、行動自襟

(SBO)毎に科目掬の教育の重複や欠損についてマトリックスにし務査、分析した。その

結果、科目間で重複している場合は教育内容を見直し、フィードパックしながら積み重ね

学習になるよう調撃した。また教育内容の欠損部分については科自問の進度と順序性や逮

続性があるように調整した。

また、技術教育の方法についても講義のみの項目から最低技術内容がイメージ化がで

きるようにVTRの活用などを依頼するなど、水準2の技術項羽が演習やデモンストレーシ

ョンまたはVT誌の活用のいずれかの方法で学内修得できるよう講座間の務獲を行い、教育

プログラムの改善を行った。このプラグラムで1年次より実施できることとなった。

さらに、臨地実習開始前の 3年次生に統合講義・総合技術演習を行った。これは臨地実

習開始に先立ち、 1・2年次に学んだ着議の知識・技術を用いて状況設定した事例に援助

を行ない知識・技術・態度の統合を図るために行った。事例状況に応じた安全性や安楽性

がil'!求され、統合された技術援助となっているかを学び合うためのものである。また演習

に先立ち①「注射与薬の安全についてJ、②「看護学生としての責任と義務Jを安全と倫理

的側面から総合的に講義を行うなど、安全意識の強調を図り、倫理性・安楽性の追求の重

要性も強調した。このことにより、学生は実際に患者へ援助をするための学習の仕方を学

び、安全;意識、倫理意識を再認識しており、知識や技術を統合して個に援幼することを学

んでいた。このことは学生の臨地主主習への導入をスムースにするため効果的であると判断

し、平成 17年度も実施予定である。
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VlI.おわりに

「医療従事者の教育改革の一環である看護基礎教育の改革j という大きな課題に対応す

るためには、看護を取り巻く内外の状況の変化をいち早く受け止め、対応策を見出しなが

ら、常に改善に心がけていかなければならない。実際の活動においては、検討に多くの待

問を費やしたり、何をいつまでにどのように行えば良いのかと先が見えなかったりして士

気が失せることも否めない。 f状況が整ってからj とか「意図がはっきりしなし、からJという

ことで手をこまねいていたのでは、急速に変化する看議教育の状況から取り残されてしま

うことは必至である。新たに物事を模索し、開発していくときには常に悩みや苦しみが伴

う。検討会メンバーの懸命な取り組みは「他からの借り物ではなく、本学の状況を踏まえ

て自分たちの手で自分たちが考える看競技術教育を作り上げたいJという熱意をもたらし、

会を重ねるごとに士気が高まり、内容の充実会見ることが出来たと自負している。 1年間、

検討会の活動に惜しみない協力をいただいた学生・教員・臨床指導者他関係各位に心から

の感謝を申し上げたい。この教育プログラムで教育を受けた学生が臨床の現場で安全安楽

な基本的看護技術を自信を持って提供することを期待したい。

{引用・参考文書kl

1 )正木治窓.看護教育における看護技術教育のあり方、看護教育、 41(9) 2000 

2)日本看護系大学協議会後方・出版委員会編:看護学教育学生・教員・体制 日

本看護協会出版会、 2003.10

3) 1)前掲書

4)小林たつ子他:看護短期大学における教育方法の改善・開発に関する研究、看護技

術教育プログラムの改善一看護技術教育の具体的実践に向けた取り組みと今後の課題

一平成 15年度 山梨県立看護大学短期大学部共同研究による研究成果報告書

平成 16年3月

5)文部科学省高等教育課看護学教育のあり方に関する検討会報告、看護実践能力の育

成の充実に向けて」

6) 4)前掲誉

7)厚生労働省医政局看護課通知:看護郎等による静脈注射の実施について 平成 14年

9月

8) 3)前掲誉

9) 3)前掲書
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VlI.活動経過

回 日時 討議・検討内容

第 l回 平成 16年 L 検討会の運営について

6月213(水) 「本検討会の役割と陸指すものj についての確認

16 : 30~18 : 00 2. 今年度課題

1) 平成15年度の教育成果のまとめ

2) 今年度の教育プログラムの実施

3) 平成17年度教育プログラム構築

第2沼 6月17日(木) 1.教育目標の今年度運用について

16 : 30~18 : 00 

第3回 7月5日(月)16 : 1. 水準2の臨地実習先への説明について

30~18 : 00 2. 集計方法について

3. 総合技術演習終了後のアンケート集計について

4. 看護技術マトリックスについて

第4回 7月26日(月) 1. r基本的な看護技術修得のための学習回様jについて、各縮設への説明状況

16 : 30~18 : 0。2.統合技術演習集計結果報告

3看護技術マトロックスを用いた技術の確認について

4来年度予算誇求について

第5回 8月24日(月) 1.水準2GIO， SBOの追加修正・見直し

9 ・ 30~11 : 30 2.年間スケジュール

3.検討会メンバーの役割分担

第6問 9月1日(月) 1. GIO，SBO見直し

15 : 00~17 : 0。2. 総合演習に関するまとめ

3. 技術修得状況の集計

4目看護儀傍(水準2)の各講座での教授内容マトジックス状況と今後の課題

第7問 10月7日(木) 1.総合技術演習に関するアンケート結果について

17 白 00~19 : 00 2. 3年次生、前期騎士也実習終了後の看護技術修得状況の集計と結果

第8回 l1Jl2臼(火) 1.看護技術教育マトリックス(水準2)各講座教授状況

17 : OO~18 : 30 2. 平成17年度マトリックス完成に向けて、看護技術マトリックス内容の調整

3. 平成17年度統合講義と総合技術演習内容について

4. 総合技術演習実施後の臨地実習での効果に関するアンケート調査は、

客観的データが基本的技術(水準1・2)で出るのでとらない。

第9問 12月1313 (月) 1.総合技術演習の実施について

17 : OO~18 : 30 2. 看護技術マトリックス内容、各講康問での確認と調整

3. 看護技術修得の集計について
一一一
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第10回 1月25日(火) l 共同研究費決算について

16 : 00~17 : 30 2 報告書作成について

3. 17年度総合技術演穏実施について

第11回 2J3 23日(水) 1. 8回生基本的技術修待状況

13 : 00~15 : 50 3 看護技術マトリックスについて

4. 総合技術演習について

第12回 3月11日(水) 1. 平成17年度総合技術演習実施に向けて

9 : 00~10 : 50 実施要綱について

2) 静脈内採血実織について

事告液・排f世ラインのある患者の寝衣交換について

4) 気管内吸引について

評価について

2. 8.9回生の基本技術に対する自信状況集計結果

3. 8回生の路地実習において偲別に見た実施薬

4. 看護技術マトリックス、調整状況

第13回 3月16日(水) L 総合技術演習の見直しと修正について

13 : 30~15 : 30 2. 報告書について

3. 今後の検討会の在り方について

第14回 3月23s (7k) 1.総合技術演習準僑

13 : OO~ 2. 看護技術検討会今後の活動と今後の方向性

第15回 4月26日(火) l 総合技術演習終了後の反省と今後の課題

13 : 30~14 : 30 2. 総合技術演習終了後のアンケート結果とその分析

3. 「看護学教育の質向上のための交流会j参加報告
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資料①

統合講義・総合技術演習要項

1.演習目的

臨地実習において、患者に安全で安楽な看護技術が援供できるために、既習の知識を怒

起し統合し、事例を用いて各領械に共通する::tな看護技術を習得する。

2 演習目標

① 知識・技術鋼態度の3つの領域からその看護技術を用いた援助を考えることができ

る。

② 各看護技術のG10寄 SBOが達成できるよう学習する。

③ 安念・安楽・倫理性へ配慮して実施できる。

④ 臨地実習で実際に実施できるよう習得する。

3.演習項目

1 ) 静脈虫採血

2) 輸液・排波ラインのある状況での寝衣交換とVital測定

3) 気管内吸引(口腔内吸引も含む)

4) ①点滴静脈内注射実施前・中・後の患者の看護と管漣

②鶴自先肉留謹カテーテル挿入前・中=後の患者の看護と管袈

(※)移送iま老年看護学実習時に全員体験する

4 対象者 :8劉生3年次生 100名

5.自由寺駒場所:H16年4Fl19臼(潟)9:00~ 16:10 実望号室ト2"11

6.方法:

1 )事前のオリエンテーションを4月13日(火)15:00-16:30 9・10教護で行う。

2)3年生全員が対象であり、出席時間iま成人看護学実習時間に合計される。

3)演習時の服装1まジャージ上下とナースシューズとし、看護師役待iまエプロンをつける。

4)寧例を基に事前学習した内容をふまえて;実習する。

5)静脈血採鼠時の演習は全員で行う。午後の演習は3G!こ分かれて各ブースを回る。

6)最後に全員での評価、まとめlましないが、演習での学びがE草地実習に繋がるように学ぶ。

7. a寺聞配分と怒さ語教員 jjll紙参照
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表1 統合講義・総合技術演習実施表

時間 演習項目 演習場所 担当教員 演習担当教員

9:00-10:00 統合講義 1)医療の安全 {由'10講義室}松本

2)看護学生の責任と義務 中谷

10・20-12:10 人静脈血採血 {実醤蜜1・2) 。内藤 28名

大久保 長百内藤 ※大久保

武田国遵小野

高山思山小林み

望月み森回家翠

小尾古健五味

山本森越佐野

森JII 上回滋美

須宿泊中寺田

依自 渡玉丑 松本

小林た伊藤 仲沢

綱本 倉田 中笹

望丹い山下

13:00-14:00 B 勝校内留E霊力子一子晶と点滴静脈内注射 [実習室1] 0山下 8名

15分休憩 実施中の患者の1¥'作Jj，測定と寝衣交換 寺問 ※山下

14:15-15:15 五王寺腿

15分休憩 北村

15:30-1仕30 森越

武田

IJ、罵

森回

田辺働宙開明ーー.値創出歯凶..岨桐司・w何ー司喧..輔副輔副・...帽戸司担白色合ーー耐伊骨聞伊静担明暗開副司 幽幽姐量削幽姐柚..骨骨亭甲南開時ー伊ー司 圃M 凶岨ー咽眠冊桐-~--- 幽明...開画面ゅーー・4掛胆同『伺ー四ーー.
lG 約34人 C.気管内吸引 [実習重量11] 0隊本 5名

2G 約34人 cf:口腔内吸引 依回 ※岡本

3G 約34人 来依臼

(詳細はGの表参照) 畠山

1時間ごとに各グ

ループlま各演習ブー ー四・・陪回・・・M骨骨骨明闘世働陣晶...・・時開帽.. 単品陣.幽圃.. 幽閉開明開開・・曲ー"・拘且幽胡幽・両国同'開閉骨骨骨同情岨刷邑幽幽幽4・.骨骨 帽...幽歯固・・・・・ー.. ーー・・・ー.骨骨戸司ー回開..・..凶ー開.
スを廻り、学習する D-l.点滴静脈肉注射実施前・中・後の患 【実習蒙2] 0仲沢 来仲沢

(表記参照) 者の看護と管理 渡辺 4名

※渡辺

D-2. 勝統内留置カテーテ}~捧人前・中雀後 (古震) 山本

の患者の看護と管理 授業 望月み

家塁

Z名

須田

混美

※担当教員

表2 演習順番表

13・00-14:00 14・15-15:15 15・30-16:30

B 留霊力子と点滴静注実施中の患者のvs測定と寝衣交換 1G 2G 3G 

C 気管内吸引 t口控肉吸引 2G 3G 1G 

D-l点滴静脈内漆射実施前中後の患者由看護と管理 3G 1G 2G 

-2勝脱内留置カテ挿λ前・中・後の患者の看護と管寝

- 44 



呂田生 総合技締議室習グループ一覧
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平成16年度総合技術演習:A静脈血採血

1・時間: 10:10-11:45 
2・場所: 実習室 1.n 
3・方法:

* 10:10-10:20bed毎でテモストレ-:'-3ンを受ける。

1)既習の技術の再確認を行い、互いの採血を行う。
2)浪漫跨関i立、 1入20分。待機者!立、デモ室iこてビデオ視聴。
3)患者役は、ジャージのままベッド臥床。 Ns役1;1:ジャージにエプロン着用。
4)準備室から注射器等の準備全てをま豊え演習!こ臨む
5)事例の患者設定でな〈、右tr.どちらかの上肢で採血を行う。
6)採血する内容は、指示薬を遵守

7)ス~ンダードブリコーションに刻り行う。
8)演習終了後に自己評価を行い、自己の課題を明確にする。

4・事前学習:
1)1年次の採血に興する技術の復習
2) ビデオ等で学習をし、相手の血管の走行を確認してお〈こと

-学生、物品の翁塗
.他教員の援助

{中沢
岡本
山下
渡辺
大久保
内藤
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総合技術演習用事例

@患者 :Aさん 52歳男性会社員

@診断・脳梗塞急性期

@経過'

4月 15日20~寺領、風呂場で但jれていたのに棄が気づいた。友手と両足'â:"つっぱってお

り、 3分間稜けいれんが続いた。救急車で搬送され、 X線 CT検査を受けたが、確定診断

がつかないまま、救急救命センターへ入院となった。翌朝、再度X線 CT検査を受け、脳

梗塞と診断され、血栓溶解療法を開始した。疲状が改善したため 4月 18日に一般病棟に

転擦となった。

日頃から血圧は高めで 140/90mmhgくらいであったが、特に治療はしていなかった。

喫媛摩が長く、 40本/1日

@現在の状態左上肢 e 下肢に不全麻療がある。

意識レベルは改善してきている。 GCS:E，V，M， 
自らの発話は少ないが障害警はない

時々 、主主が絡むが皇金主よ主i墜也監丞主主〉
場事下反射iま正常であるが、 2日後には緩口摂取を開始する予定である。

登塾主主lまないが発汗が多いの

ギャッジアップは30。まで可。

側臥佼可。

血圧は 120/80mmhg議後である。

@継続している治療・処震

右前腕(前腕皮静脈)に静脈ラインを確保し24待問持続点滴注射を行ついる。

使用薬剤l 

薬草(メイン)

①ソりタ T3500 m 1、

②ソりタT3500 m 1、

盤箪

10時-22時

22時-10時

①グリセオール200m 1、 6時・ 18時 (10αnl/h) 

(i低分子デキストランL500 m 1 10絡 (5α)mllh) 

治療中は尿最の確保が重要であるため勝目克内留置カテーテルが挿入されている。

@今後の治療方法

1.疲状の増悪、再発防止のため、上記輸液療法は一週間は続ける。

2.勝llJ'f;内留置カテ}テル抜去 4月 19日の予定

3 血液検査(Jfn.算・電解質・アルブミン値など) 4月 19日・ 2013 

4. CT検査 4月23日

6. 訓練案でのリハビリテーション開始 4刃26日からの予定
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A.静脈血諜血漉習
考窓生住用ヲニェックリスト 番号 氏名

評価基準 :0できた A指導を受けできた ×できなかった

行動目標 自己評価欄

準 -検査の目的が解る

備 掴検査に必要な物品を準備できる(針の太さ)

の

仕 -患者へのわかり易い説明、声かけができる

方 圃適切な採血部位を選択し、体位を整えられる

R 無菌操作で注射器と針がセットできる

安 -適切に駆血帯ができる(部位、強さ、絞め方)

全 '患者の手を母指をなかにして援らせる
2圃 -静脈lこ針が車q入しやすいように、血管を怒張さ

安 せることができる(方法は?) 

楽 . i菓.J!u部位を適切に消毒できる(消毒方法はつ)

圃皮膚が乾燥してから針を料すことができる

採 -肘枕を適切に使い、詩型i入部の回定ができる

血 四適切な部位に針をJ!11Jすことができる

す -採血時、患者の状態を観察しながら実施する

る -適切な量を採血できる

方 -霊童血帯をはずす、患者の手を関〈、針を抜く手 JI碩

法 が適切にできる

-針をゆっくり抜き、痢j入部の止血を適切にできる

-止血状態や奥常を観察できる

-患者にねぎらいのことばをかけられる

事採血した.J!u液を試験管に注入できる

後 -針やシリンジを適切に処理できる

始 -使用した器具類を適切に洗浄、片付けられる

米 -協力的に行動できる

キ評価基準に沿って学生が自己評価する。

1年次に学習した内容です。振り返りながらまた、ビデオや資料をみて模擬患者(腕モデ

ル)で練習を重ねて、演習に臨みましょう。
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ID番号

41581178 
氏名 性別
A さま 男性

生年月日
1952.1.7 

輔君去最襲

4月19日|生化学検査

。IV
"ソリタT3500ml 

4月19回トソリタT3500ml 

4Fl20日

-低分子デキストラン 500ml
固 ~(I)i!才一J" 200ml x 2図
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A.採血 (教員用マニュアル)

演目 手I鷹 確認事項 貨は質問

検 -医富市の指示を確認する(指示表あり) 女手洗い後 安針の大きさ

至E "検査に必要な物品を準備する の拭き方 22-21G 

-手を洗う 基本は21G

必 -患者に分かりやすく説明する 女検査の目的、採.JIIJ.量の縫認

婆 検査のため2ml採血する。

な

準で 開シリンジと針を接続する 女シリンジを無菌的に取り出し

儲き -シリンジを自重量りと針の断面を一致さ 針を無窟的に接続する方法

がる せる、内筒をひいてシリンジの親子を確認 (袋に手を入れない)

する

安 く患者の準備> ヲ骨量I!.JIIJ.帯の位震と絞め方I立遮切か

全 E 患者に説明をする

-期!入部位を確認する(血管がよく出て 党血管を恐張させたか

安て いるか、暖める必要性等を判断する) (手を下 11て童書血させる、緩める、

楽理 齢駆血帯をする しごく等)

な解 . ~詩人郊の皮膚を消毒する 女車IJ入部の選択理由と、選択した血

採す -採血する(シリンジはゆっくり引<l患者 管の名称Iまつ

血る の顔色、気分を観察する 常国定枕の位置はよいか

の -患者!ま援っている手を障害かせる ヲ骨;障害毒j査は良いか

方 -採血量を確認し、駆.JIIJ.帯をIまづす (の字または納入部から両側!こI11

j去 巳ゆっくりと針を抜き、刻入告sにアルコール の学裂に2思行う)

を 綿をあてて軽〈圧迫する

実 -止血できたかどうかを磁認し、車IJ入部及 安止血の仕方は適切か

践 ぴ状態の観察(内出血、しびれの有無、 (患者には腕を下げない、草剤j入部圧

を 顔色など) 浪、圧迫時間は?) 

と ー血液を溶血しないように容器にいれる ヲ骨針を容器の壁にj合わせてゆっくり

お 圃血液が凝留しないようにする といれ、容器を天地に動かして凝

し 思ねぎらいの言葉をかける 関剤とよく混ぜる

後 -針とシ 1)ンジlま付けたまま廃棄BOXへ 女針、血液付着のアルコール綿の処

かづ . .rt証波付着のアルコー 1(，綿も悶様 瑳法

たけ
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富. r購膿閥置苦難カデーテルと点覇静臨時誰輯罵撞中の

車審の1'(イタルサインズ覇窟・輯喪捷醜j チェックリスト

学籍番号 氏名

目標:務統内留置カテーテルとよ腕に点滴静脈内注射実施中の態省の

パイタル澱定と寝衣交換を安全安楽を考慮して援助できる。
女大以下ぬ行動自擦に添っ乞ポイント~毒事る具体的方法につい乞考え乞喜幸彦し.;:;事。女大大

項霞 行動目標 ポイントと・具体的方法 自己評価 ? 

①実施前中後に必要な観察ができる。

a 点滴静脈肉注射点滴ラインの観察内容と方法とは?

②わかりやすい言葉で目的と方法の説

共 明ができる。

通 b. ft寿腕内留置カテーテルの観察項冒と方法とは?
項 ③保j盆凶プライバシーに留意して実施で
自 きる。

s、
①体j皐が蕊確に測定できる a. f;本jZはどの部位でどのような方法で測定するか?

イ
f詰 ②脈拍が正確に測定できる
JL- ③血圧を正確に測定できる。 b 血圧測定部伎はつ
サ
イ 1 )測定部位を適切に選べる
-‘ J 2)マンシェットをlEしく巻〈ことができ主 c マンシI.';Jトを巻く時の留意事演は?
を ④測定結果について判断できる。
iE 
被 測定結果 d.何mmhgまで水銀柱を上げるか?

1澗
BP T p 

定
で

るき

①着脱詩の注意点と具体的方法 aどのような裂、条件が望ましいか?

1 )適切な寝衣が選択できる

2)痛み、苦痛を与えないで着脱できる

b.どちらの腕から脱ぎ、どちらから着ますか?
安 3)点滴静脈内注射ラインが"11っ張ら
全 れず、抜けないで義脱できる
雪量

楽

寝 4)務自克内留霊主力テーテルが"11っ張ら
衣 れず、抜けないで着脱できる C.着脱時のラインの扱い方は?
交
換
で
き 5)寝衣が聖書えられる

る

d.会わせ、紐の結び方、しわの伸ばし方は?
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臨. r富費量露鞠豊富霊童カデーテル~轟語審童豊富韓関韓輯轟事覇中(1)

車革審(1)1電イタルサイン3聖書覇麓 a盟運童書聖書韓』チェックリ異ト{轍重量購}

目標:跨脱肉留置カテーテJI.-と上腕に点滴静脈内注射実施中の患者の

パイタル測定と寝衣交換を安全安楽を考慮して援助できる。

項目

共

行動目様

①実施前中後に必要な観察ができる。

②わかりやすい言葉で民的と方法の説明
ができる。

塁i③保温・プライバシーに留意して実施

扇 lできる。

①{本j轟が正確に測定できる

ハi②脈拍が正確にiJliJ~をできる
るi③鼠ttを正確に測定できる。

I~ I 1)測定部伎を適切に選べる

ポイントと，具体的方法

b血圧浪1I定部位lま?

可I2)マンシエツトを正しく巻くことができる

ふi④測定結果について判断できる。

ョラインの入っていない麻癖畏.IJlニ腕で測定

姐ラインの入っていない麻痩租!JJニ腕で測定

c.マンシエツトを巻く時の留意事項は?

を
正
確

i限
定
で
き
る

上腕動脈の走行を考えてその真上!こゴム嚢の中央がかかるように

.マンシエツトの下縁Iま肘窓の1~2cm上とする
刻巻いて指が1-2本入るくらいで、ゆるすぎない巻き方(ゆるすぎ

ると高〈、きっすぎると低〈測定される)

※8Pが普段より刷、ったら.晴かっとら}どのように料際するか Id何mmぬまで水銀柱をよげるかヲ

※BPの値と足浴などの実施との濁係の判断I.本人の通常、あるいは最終血圧を篠認し、最高血圧予測値より

※ダブルステートの用意 120~40mmhg上位誌で水銀柱を上げる。

※麻捧側で測定するため加圧時聞を最小限とする。

①完費税持の注意点と具体的方法 aどのような型、条件が望ましいかっ

1)適切な寝衣が選択できる

~ I 2)痛み、苦痛を与えないで着脱できる

蚕L32点滴静級内注射ラインが引っ張られ
安 lず、抜けないで着脱できる

側官IJ開き、ゆったり、袖口ゆったり、吸水牲のあるもの

b.どちらの腕から脱ぎ、どちらから着ますかっ

c.着税詩のラインの扱い方iま?
①ルートを確認し点滴をしていない側(麻海側)から脱がす。

②脱ぐ袋衣から点滴を遜し、腕を渇して脱ぐ。③側w-伎にする場
合、針が廓l入しているよ絞が圧迫されないようにする。④腕を遜す
E前に新しい寝衣に事毒液ボトルとルートを身ごろから袖ロに通してお

楽

寝
衣
ヅ電E
J、
換

で
き
る

4)勝脱内留置カテーテルを安全に確保i
段、健組IJJこ肢を還し着る。⑤点滴を過す擦には、逆流しないようにボ

して着脱できる i 
霊トルを刺入音sより高〈保持する。

※基本技術の水準2のSBO参照

回路脱内留置カテーテ，!.-を51つ張ることなく、逆流しないように位
置を考えて着鋭できる。完豊鋭終了詩にはラインが折れ織がっていな
いか、またゆるみを保ち画定されているか確認する

d.会わせ、紛の結び方、しわの伸ばし方!ま?
-右ひざを立ててもらい援を浮かせて、寝衣を縦、犠に引いてしわ

を取る

-52 -



理署鐙短大部義議積極学講座

平成何年度議礎審議技術論vr上半身罪者拭 a護衣交換j技術テストチヱツクリスト

項目

必

要

物

品

等

準

儀

安

金

上
主芋

身

完毒

実
拭

師

脅

部

意書

布

浴

施 . 
寝

主主

交

換

共滋

総合詩編

金鍾愛登
盆金聾鐙

義重量
意事偲援さ語教員 印

評鐙基準:介大変よ〈できている，8-ょくできている Gーできている， Dできない

*合梼必須襲件項目

鏡 E量 野価 劾震綴

1.必築物品f.J'嘩僑でき、使いやすいように恕震できる。

洗酒器、パスタオル2枚、タオル2枚{水分ふき取り用、下着等

護衣汚染防止用)、ウオッシュクロス2枚、ピッチャ-2鍛{湯温競 A 

節照幽湯〈み用>)バケツ2健{湯舟、汚水照〉、湯温計、石鹸、パ .IB 

パウダー{必要時〉、綿毛布、洗滋袋、綿棒、オリーブ滅、ビニール C 

.固シ顕室ー始温ト前、を、緩新主関認罪法紙しの、、確審プ認議ラを者イすバのる手シこ拭ーとのきが舟傑で践タきオがるルで。なきど

D 

2 る。

3. ~lfo!， ~ìI!!:Ølìml.~T Q;: e:;f.J(で

1 安全 a 安祭に体位変換を行L'.安定した体位iこする」とができる。 A 

ホ2.ベッドからの転落防立のためにベッドを透宣使用できる。 B 

3.使用する湯など患者の競や寝袋にかからない位置に配震できる。 C 
D 

く上半身消拭〉

*1適切な湯の温度を用いる。話量iま手で絞れる最高の湿度 (52
0
C以上〉

2タオルは竪〈絞ることができる。 A 

3.矯拭部位に石鹸をつけg前!こ、皮臓を混らすことがでる
B 

4.石鹸使用後、最低2回は絞り直して拭き、石臨時除去できる。
C 
D 

* 5.タオルの端f;tぴらぴらしないようまとめて使うことができる。

6.腐の割線や筋肉の走行にそって済拭できる。

7.清拭後i孟乾タオルで饗い、押さえ拭きができる。
----邑.・..匂 "ー，ーーー...ーーー・M ・・

く帝都熱布清採》

1.適切な潟を用いることができる。 (70
0
C前後〉 A 

*2.前漉でタオルの混度を確認することができる。 B 
C 3.十分な広さ・厚さで認知市守ることができる。(やや簿自のパスタ
D 

オJ[，を用いてもよい〉

4.背部はストローキングを用いてマッサージできる。
.. .・ E 圃団』ー.団事勘輔副 F

く寝衣交議〉 A 

*1患者の腕。語圏肘関動等に痛みを与えず着脱できる。 B 

2.不必要な欝泌をせず務鋭できる。 C 

3.望者部のしわがなく、背中心があい、機結びができ務用できる。
D 

1.わかりやす〈説明し、了解を得ることができる。 A 

2.実施前街中ー後の状態の確認・儀察ができる。 B 

3.無駄な動作がなし能率的に実施できる。 C 

キ4.決められた時間内でテストを終了することができる。
D 

5援助爽施者の身だしなみがよい〈爪、媛、白衣、紘エプロン〉

A 
B 
C 
D 

合否斜定 合格( ) 不合格(
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パイタルサイン技術テスト評価表 平成14年7月 19目(剣

学籍番号 氏名

言利面担当教員氏名 ( ) 

<評価基準> 0できている Xできていない 総合間面(合・寄)

*各4項目において、 1つのチェック項目が×でもその項目は不合格となる

fパイタルサインj技術チェック項毘

項目 チェック項目 5制面 備 考

共 ①誤l席前に生酒号変動因子の確認ぶできる。(室温、 i親、体位、食事、

通 #骨世など *一つのJ2Sj子でも者鶴忍できる)* 
'_..._~..'" 

項 φ③対〈象イのタル保サ温守イ安ン設楽i定、プにつラいイパて、、ンマー寧へのな普言躍葉使がいでてき説るU明し協力を得るド ....圃畠--

自

体 ①衛星計の挿入方法の説明と確認ができる。(被窓の最深部lこ挿入す

1亙 る。 挿入後i羽夜認を密着させるひ
一 一一一一一一一一
②寄体雷同殺撒淀終了サイ:r-{i滋認し綴髄強むこと治対抗

①血圧計を水平な位置におくことができるc
卜一一一骨一一一一 日…同

②マンシェットは，o1l蔵と同じ高さになるように巻くことができる。

血 ③マ
'一一一軸ー

ンシZ ツトのゴム嚢の中心が、上腕動脈の上にくるよっiこ巻くこ

とができるε

③マンシェットを巻いたあと、下縁が討議部中心より 2~3cm程上で、
i玉

⑤指上腕が動2概脈を観肘設度禽、で入触る診こしと、が拍で動きをる確。認後、 そこに聴診器をあてるこ ー目 F ・一日一一

とができる。
戸争圃凶同圃 -'.-

⑤送気球を利き手で持ち 高血圧予摂IJ!I直よ、最 り、 20mm Hg上位まで水

銀投を上げるこどができる、
一一……

⑦一馬重量りずっ自で追える速さで減速することができるひ (1拍動 2回

Hgづっ下降)

③水銀主主の目盛りと測定者の自の高さを水平にし、値を読むことがで

③音きるの。関こえはじめたとき(最高血圧〉と関こえなくなったとき(最

低血圧)の目盛りを偶数値で読むことができるz ~一一一
一一一一

@終了後は水銀を槽に入れ、コックをOFFにして収納することができ

る岱

月限 ①@浦誤1)腹鵠を舵;iE告lとJ正くあしくて選て定測で定きでるきeる(。榛{脅示動指脈~)中指.薬指を使用) (1分
拾

間)

呼 ①呼吸測定lこついて、対象が意識しないで測定できる" (1分間)

吸

* 各項目におし、て測定した{直l立、諮問紙側部時使用したもの)を制1し、技術テスト終州、主とめて

担当教員に口頭で報告する。

牢観察記録の婆点

①主観的情報 (8)と客観的備事 (0)は測定値と観察内容を言E入する。(医学用語を正礁に)jl-、る)

②アセスメント(A)の詑鏑立、観察内容に基づいて、正常な状態をふまえて判断する。

*記録用紙への言鵡l立、技術テスト終了後に各自が言己入し、 7/1917待224ボックスに提出する
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2004.4.19 

c.箆管内吸引

学習目的:気管内吸引を受ける人に必要な援助方法が考えられ、安全に実施できる。

学習自撰‘①なぜ気管内吸引が必要かを述べる事ができる。

②吸引による危険性とそれを防ぐ方法を述べることができる。

[気道内損傷・低酸素状態、迷走神経反射、パイタルサインの変化など]

③吸引カテーテルが挿入しやすい体伎をとれる。

④気管内吸引を安全に実施できる。

[無菌操作・感染予防、吸引EE'回数随時筒・照隔など]

⑤実施前、実施中、実施後の患者の状態を観察できる。

⑥吸引物の銭察および処理ができる。

⑦吸引後の器具器材の後片付けと次への準備ができる。

学習内容:①疾貯留状況の観察方法

②吸引器の操作及び吸引カテーテルの取り扱い

③吸引に沼いる器具器材の後片付けと次への準備

④職業倫環の遵守(確実な無葱操作、正しい乎)1展、不潔にしてしまった時の対処等)

場所:第 11実習室(実習練4F) 

担当教員 :5名

方法. ①気管内吸引についての必要な知識を事前学習、文献、 VTR等を見て確認する。

② 1グループ(6名と 8名)5ベッドに分かれ、 1ベッドにつき 1教員単位で演習を行う。

ペア(実施者一観察者)を絡み、実施者iまモデ)(.，人形をmいてー遠の吸引操作を実施(1人約8

分程度)。観察者Iまチェックリストに基づきチェックとコメント(修正点)を記載する。他の観

察者も実施者に対しコメントする。時隠があれば、意見を元にもう一度実施する。

③役割を交代する。

④教員より留意点補足の説明をする。

必要物品.“モデル人形(気切有りモデル2体、新規購入3体)

・吸引装置 (CPS装置5台)、吸引ビン(セットになっている)

・吸引用カテーテル(気管用、鼻股用)

・摂子、摂子立て

・滅菌コップ

・消毒線

戸

D5
 



総合技諦潰晋・気管拘敬喜iチェックリスト

実施項目

1.事重哲学管内容の確認

①気切患者の解剖学的理解(気管とカニューレの図)

②吸引の必要性が述べられる

③必要物品(吸引カテーテルの選択)

④手技(準備・手順・後始末酬観察事項と記録)

⑤実施よの注意点

⑥口腹・鼻腔開気管内吸引の違い

⑦吸引に伴う看護者の倫理的態度が述べられる

2.必要級品が重量えられる

①吸引カテーテルの種類が選択できる

②方法にあった物品の準備ができる

3.安全・確実・苦痛を少なく実施できる

①呼吸状態の観察ができる

②患者が持つ不安と鷲綴への配慮できる

cr体{立を整える事ができる

④正しい吸引圧が設定できる

⑤負担を考慮したー医の吸引時間内でできる

⑥感染予防のための無菌操作ができる

⑦カテーテル挿入の長さが分かり実施できる

⑧効果的な吸引のための吸引方法ができる

⑨吸引の効果を評価する為の観察ポイントが述べられる

4.後始末ができる

①カテーテjレの内陸の洗浄ができる

②カテーテル肉の清潔を保持して保管できる

③定期的な吸引びん、カテーテルの交換の必要性が述べられる

5.実施中・後の鎮察事哀を記録する

- 56 

チェック

塞箆叢金」

観察者:fI・

コメント禰(修正点)

2004.4.19 



学生グループc.気管内吸引総合技術演習
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韓合技爺濃曹・気嘗肉犠苦iチェックリスト

実施項 自

工事務学習爽容の確認

①気切患者の解剖i学的理解(気管とカニューレの図)

②吸引の必要性が述べられる

③必要物品(吸引カテーテルの選択)

⑧手技(準備田手頗・後始末 z観察事演と記録)

⑤実施上の注意点

⑥口腔・鼻殴・気管内吸引の違い

⑦吸引に{半ヨ看護者の倫理的態度が述べられる

2.必要務長誌が皇室えられる

①吸引カテーテルの種類が選択できる

②方法にあった物品の準備ができる

3.安全・確実・普携を少な〈実施できる

①呼吸状態の観察ができる

②患者が持つ不安と苦痛への配慮できる

③体{立を整える事ができる

③ましい吸引庄が設定できる

⑤負担を考慮したー闘の級引時間内でできる

⑥感染予防のための無菌操作ができる

⑦カテーテ)[，挿入の長さが分かり実施できる

⑧効果的な吸引のための吸引方法ができる

⑨吸引の効果を評価する為の観察ポイントが述べられる

4.後始末ができる

①カテーァルの内陸の洗浄ができる

②カテーテル内の清潔を保持して保管できる

③定期的な吸引びん、カテ一子11.-の交換の必要性が述べられる

5.実施中・後の観察事項を記録する

①吸引物の性状、量、粘潤程度 ②吸引の効果

の時間(脈始、呼吸、血圧、 Sa02、咳験反射の状態等)

チェック!

裏腹童全」

緩察者名・

コメント機(修正点)

実施する前に確認

2004.4.19 

-略出力がなく気管由分泌物が粘稿であったり、置が多くて自カで

は曜出できない持牢どに実施

'!l約部位以外1こ伝をかける事のないように、カテを苧況で題曲さ

せ庄を爾節L目的部位に罰l遺してから屈曲を翻放して吸引。 Ptの

額色に注意しながら実施

疾の貯留状況、粘弱性、咳敵反射の程度、端鳴

鼻駿一気管に吸引カテ挿入する時の頚部の角度等

150~200 mm Hg(文獄によって 100-150)

空気も吸引し酸素不足になる為1回5-10秒くらい

清潔物を不潔にしてしまった時の対応

門議~気管支分岐部約25酬。鼻腔N喉蹟約10叩'.鼻腔同気替 18-20I 

cm 

aカテを回転、上下に動かす。その俄可能な限り気道肉を加湿し‘

体位変換、体位ドレナージを併用する。咳敬反射を踏発L自力で

嬉出できるようにする

H 粘稲度の強い場合、予め吸入を行い気道を十分加湿して吸引す

る。低酸素状態時は一足敬訟を中止し、畿紫綬与し深呼砲を促L

9a02健が95%以上を維持するようにするー

級事i前との比較。聴診、 Sa02健と級事|状況からの判断

③吸引中の患者の状態と、吸引前の状態に戻るまで
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点滴瀞磁肉注射実施諒・中・畿の患者の看護と管狸
鴎.拘潔置カデーテル露A蔚 z中・畿の患者の警震と管護軍

拍↓↓

闇
屋

D

D

議術接合総

実習場所:実習室E

担議:
610 静脈注射を受ける人の安全と安楽を図りながら、医療行為としての身体侵援を{辛う静脈注射ができるようになるた
めに、基礎となる知識・技術・態度を習得する。

演習内容:D-1.点滴静脈肉注射実路前・中・畿の患者の看護と管麗

SBO 学習方法

①(点滴)静脈内注射法の目的を述べることができる。 注-射E正法習がの必左要記な①王②室胞をを踏考まええるて。、事伊jに対して、 静脈内

②静脈内注射法を行う人の病態を述べることができる。

③静脈内注射法開始時の手織を述ベることがで古る。

援法留'置既助と内法習に容のの関ーに左すつっ記るZいことZEて夫し⑤考てやをへえ踏注パる意ま。リ点え(留ンて、意口事、肢ッ事例のヴiに9iJ選に応の択つ特じやい伎た罰て具を定学加体法ぶ味的な。なしど方、) 
③べ外静漏る脈出こ、内とが注アで射ナき法フるにィ。伴ラキう合シ併症ショ(薬ッ療ク、な静ど脈)損と傷観察、薬方部法血を管述

ここまではシミユレ一世ーにて実肱
⑤短静定脈がで内注きる射。法に必要な物品を準備し、静脈内事l入および ~._..胃句"・・，回...幽...副悔.閉帽...・".....幽.幽.・・副.齢 M酔幽閉開且..闘.....胸骨..・・圃副.....・・・・・a

静に-脈お(指い肉示て注擦補射と病う薬。セ)礼ッのト照と合薬、点液滴の留準遣備にに必つ要いなて物は品臨の地準実備習、

⑥静脈内注射;去実施中の観察掬管理ができる。

③し静、実脈肉施注射き法に{辛う身体的・精神的苦痛や拘束惑に配慮
-指示ので全注左讃性入記裳の⑨速す喧確度保る踏、。に蚤まつかえいてらて滴、考事下え数例るにを。換実算し、 ローラーでる。 クレシメ

⑩静脈内注射法終了時、抜針し、止J!nが確認できる。
緩-和既や習安の 続可能な者痛の

⑪記録静が脈で肉き注る射。法に関する記録事項を述べ、実施後の報告 a

考-報左え記る告。⑤がに必つ要いなて状は況採を血判の断演で習昔!、記録の要点について
キ ニおいて学習する窃

演習内容ト2・蹴肉留置カテーテル融前中・畿の患者の看護と襲警

610・勝2車内留意カテーテJレ法を行っている人に必要な援助法が考えられ、実施できる。

SBO 学欝方法

①務統肉留置カテーテルi去の目的を述べることができる。 -既習の左記テ①ル法②を踏まえて、事例に対して、勝隊内

②で務き院内留置カテーテル法を行う人の病態を述べることが
考留重え量るカ。テー による排主主への援助が必婆な理由を

る。

ぎ雪F内留置カテーテル法開始時の手娠を述べることがで

援法バー既助にラ習つにンの関いス左てすを記考観る③え察工~る夫す⑤。やるを{主注鶴主踏意昧察ま点に法え、つ圃て事い観、例て察事に、の例応題ポの定じイ特法たン性具、トを体感、加的染叩味/な予しo方u防、t 

GるE跨。ft尭内留資カテ一子ル抜去時の手娠を述べることができ
法などJ

⑤述勝べ隊る内こ留とが設でカきテるー。テル法に伴う尿路感染症と予防方法を

⑥勝目車内留置カテーテル法に必要な物品を準備できる。

⑦傍目先肉留置カテーテJレ法実施中の管理 E 観察ができる。

-観{察シ法、 Eレ量-定f法，-、抜去につ"li.い記て⑥は~、⑨実の際うに行って⑥今I
⑧跨目車内留霞カテーテJ~法終了時カテーテJレを抜去できる。 る ミュ にて)。 ちの⑦、

を{守う。
富勝で政き内る。留費カテーテル法に伴う尿路感染症予防方法を突

繁一留置カテーテ峨に伴う掛心に記慮して実施で
-既シ習ーの保左護記⑩や翠を恥踏心まえて配、慮事例に実施考可能な実ブ施ラすイ
パの へのについてえ、

考る"報。え告る。が必要な状況を判断でき、記録の聖書点につい

⑪後務の報院告内留・記置録カがテでーきテるル。法に慢する記録事項を述べ、実施

本各自、関連飲分の図書や講義資料、ノートなどを参考に自己学習をして臨んで下さい。また以下の資料をお持ち下さい。
.iìií~寒急性期の患者の事例

ハ日
Fhυ 



事霊童書駐 車襲重量購告審議襲撃事f/J島-290-襲撃

平成16年度総合技術演習
Eか①(点演)静脈内注射法、か②勝統内留置カテーテJI-法]の進め方

1~3Gの編成により、以下の時間に実習を行います。 D単泥では、更にA'B(S"';"6人づっ
各3G)!こ分かれ、。べD(点滴)静脈内注射法、ロベ~綴脱内留置カテーテル;去をl順次学習
します。ABは各担当教員が違いますので、間違いのないように各自、演習僚始時間、演
習の巡回JI展、Gメンバー、演習担当教員と実習場所をよく確認の上、時間厳守でお願いし
ます!Aa-①はアイ・ウの頗，AB-②はイ・ウ・7の煩，ABベJ)!まウ・7・イの順で各20分で交代する

02AOOl 02A002 02A003 02A004 02AOO5 02A006 

且 z 02AOOB 02A∞9 02A010 02AQ11 02A012 ，02A013 

14:15-15:15 1G 
3 02A015 02A0l1 02;¥018. 02A019 02A020 I 

02A021 02A022 02A023 02A024 02A025 02A026 

B ふと 02A027 02A028 02A029 02A030 02A031 02A032 

3 02A033 02A034 02A035 02A036. 02A037 I 

① 02A03B . 02A039 02A040 02A041 02A042 02A043 

A (g 02A044 02A045 02A046. 02A047. 02A049 02A050 

15:30-16:30 26 3 02A051 02A052 02A053 02A054 02A056 I 
1 02A057 02A059 02A060 02A061 02A062 02A063 

富 <z 02A064. 02A065 02A066' 02A068 02A070 02A071 

G 02A072 02A073 02A074 02A075 02A076 . I 

① 02A077 02A078 02A079 02A080 02A081 . 02A082 

邑 c2: 02A083 02A084 02A085 02A086 02A087 02A088 

13:ω-14:∞ 3G 
3 02AOB9 02AQ90 02A091 02A092 I 

02A094 02A095 02A096 02A097 02A098 02A099 
自 (g 02Al00 01A051 Q1A035 OOA023 01A055 01A032 

3 01A036 01A048 01A065 02A093 I 

実2霊祭E内配置

" ... 
• E)B66。

B 

。!?⑨⑪? 実習場開直

""， 
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資料②

総合技鋳潰曹に関するアンケート結果(教員〉

E寝衣交換とパイタルサイン測定]教員8名

質問項罰 1:この演習によって、学主主にどのような効果があったと思われますか。

2 3 4 5 

3件 。件 2件 1件 3件

6 7 8 9 

1件 0件 0件 2件

1 技術に自 信がもてた 2 実習への不安が軽減した 3 実習への意欲が湧いた

4 対象援助に向けての学習の仕方がわかった 5 安全姓・倫理性を叢捜して実施する重要性がわかった

6:知識を統合するということがわかった 7 実習に役立つとl晶君わない 8 あまり意味がなかった

〔自由記載内容〕

・パイ合ル;~IJ定I立麻痔側は禁忌という理解で、根拠が分かつての判断をしていない。

，根拠を考えながら気識を再確認して、患者に最養の方法を考えながら実施できた0

.技術には根拠があることを理解したと思う。

-病態と安全4弘安楽性を考慮して準備しケアする重要性!こ気づけた。

・患者への配慮、声のかけ方など実践!こ行かせると思う。

質問項目2:学生が実施するのに戸惑った点はどのようなところか。

・呼吸の測定の仕方がわからない学生がいた。

-側臥伎にするときに麻簿{織と点滴をしているil!~のどちらを下にしてよいかの判断0

.麻痔側の友上肢で血圧測定しても良いかの判断

-ゴム嚢部の巻き方が上下逆で実施していたカえその根拠が暖昧(原則通りに指導したが)。

9 その他

-マンシェットを巻く持、ゴム塞の中心を当てる動脈名と走行が全員答えられず、形のみで実施している。

-健倒的、ら脱がせて患側から着せる寝衣交換の原則に対し、輸液ラインが入っているための方法の半i断。 (4)

・新しい裳衣を体の下から上手く引き出せない。

・麻癖償.~の安全管理内ルートへの配慮など根拠!こ基づく実施が不十分であった。 (2)

・体濫十のiEしい待入の仕方の気麟が騨まで、会員できない。

・技術の方溜ま1つしかないと考えており、さまざまな方法の応用であることを理解していな(，¥

-事前学留か苛立足しており、演習の場で考えさせていると30分ではとても時間が足りずー絡に演習しt::.o(2) 

質問項目3:学生がスムースに実施できた点はどのようなところですか。

・パイうZルサインの浪IJ定!ま比較的スムーズにできた学生が多かった。 (2)
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[気管内吸引}教員5名

質問項白 1:この演習によって、学生にどのよラな効果があったと恩われますか。

2 3 4 5 

2件 1件 0件 O{'牛 1件

6 7 B 9 

1件 O件 。件 1件

1 :技術に自信がもてた 2 :実習への不安が軽減した 3 岨実習への意欲が湧いた

4:対象援助に向けての学習の仕方がわかった 5:安針生倫理性を重課して実施する露襲伎がわかった

6:賀識を統合するということがわかった 7・実習に役立つとは窓わない B あまり意味がなかった

〔自由記載内容〕

・8己学習不足が目立ち、技術を実施するまでに行かない学生がいた0

.技術!こは根拠があることを理解したと思う。

質調項目2:学生が婆識するの!こ戸惑った点はどのよラなところか。

9:そ由他

・無菌操作について、どうすれば吸引、カテーテ)1.-，摂子、気管切開口を汚染せず実施できるのか。 (4)

・君財寸に慣れていない

質問項目3:学生がスムースに実織できた点はどのようなところですか0

・級事|庄の確認 (2)

圃患者への声かけ

'吸引fEの調節

賞品閣毘4:指導上難しかった点や闘ったことはどのようなところでしたか。

・手l臆のみに注意が向いてしまい患者さんの苦痛を理解しようとする姿勢をもち続けることが区灘であった。 (2)

・無菌操作を手技約に行えるのと問時にその根拠について理解させること。 (2)

・患者の状態を観察し、判断したよでの吸引であるという一連の怒考の襲安|也 (2)

質問項目 5:学生用・教員用の婆積等資料でお気づきの点がありましたか。

圃チヱツクリストを出していたカtこれを活用して学習する意識ができていなかった。

.オリエンテーションのd沼創生があると恩う。
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【点滴静脈注射を受ける患者の看護}教員4名

質問項目 1:この演習によって、学生にどのような効果があったと忽われますか。

2 3 ヰ 5 

2件 1件 1件 1件 3件

6 7 8 9 

2件 O件 。件 H牛

1 技術に自 信がもてた 2 実習への不安が軽減した 3 ・実習への意欲が湧いた

4・対象援助に向けての学習の仕方由司つかった 5:安針生田倫理性を彊課して実搬する重重要性がわかった

6:知識を銑告するということがわかった 7 実習に役立つとは息わない

〔自由記載内容〕

・技術!こは根拠があることを理解したと思う。

.実習に行く視点は明確になったャ

-プレッシャーを感じた学生もいたと怒う。

8: あまり意味がなかった

質問項目2:学生が実織するの仁戸惑った点はどのよラなところ泊、

自:その他

-何故この事例が点滴をしているのかというところから入ってしまったので学生カ宅実施する時間がなかった。

目 1項目で学びたい白襟と学べる待問が一致していない

・点滴の固定を実際に実施するというところまでいかなかった。

，滴下調整の際、時計を持っていなかった学生さんはすぐに実習に入れなかった。

質問項尽3:学生がスムースに実施できた点はどのようなところですか固

-国定の方法を自分たちでやってみたり、お互いの総にテープおまったり実際!こ行えていた。

愛情項呂4:指導よ難しかった点や陸ったことはどのようなところでしたか。

-点滴の滴下言奇襲をする際計算方法が分からない学生が多く、滴下速度安出すのに時間がかかってしまった。

・現場での方法ややり方は異なるので、いろいろな方法を説自刃すると学生は混乱するかなと考えた。

-現場の中での問題点についても触れながら話していたので学生が体験できる時闘が短くなってしまった

.初歩的とj思われる質問に答えられなし、学生が多1，¥

-症例に基づいた安全な点滴管理、看護について知識を統合する為の考え方を含めた説明を行ったが、十分に説明

できなかった。

-時間がなく質問を受ける時間がもてなかった。

質問項目5:学生用置教員用の要項等資料でお気づきの点がありましたか。

-点滴ラインカ場前に設定されていたら事前学習で計算させ、スムーズに液下調整までつなぐことができると思う

省安全に留意した点滴管理の蕗では症例!こ既往歴有無などが入っているとより具体的な説明がしやすいと感じた
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-患者を仰臥伎のままベッドの片側に寄せる移動は基本に忠実に行われていた

，体位変換は問題なくできていた。言葉かけもOK

.教員の学生のレディネスをふまえた指導があったからと思う。

-演習前に係り均也事備して整えであったことも大きかったと思うo

質問裏目4:指導上重量しかった点や図ったことはどのようなところでしたか。

-事前学習の不足を感じた。

-事伊UIま全く頭!こない様子で、どちらから脱がせて着せるかでいっ1まいであった。

.学生の事例の解釈による方法で行った体位交換の根拠を確認するところ。

-事例泊液雑だったのでどこまで学生に求めてよいのか悩んだ。

-側臥伎にならず仰臥位のままで寝孜交換をする方法を選択した学生の指導

-血圧;測定時、携骨毅脈の拍動を観察しながら送気する方法をとった方が良かったのかどうか。

・あまりにも体格の違うベアの寝衣交換は相手の寝衣のサイズが会わず、選税を難しくした0

・実蹴守と後でバイ9ル渓IJ定の予定だったが、前のパイ合Jt-澱定で15分かかり時間不足となった。

崎 1人30分では短く、時間がかかりすぎたので途中でも終了したこと。 (2)

.2つのベッドで2級の学生を担当するのは無理があった。

質問積回 5:学生用・教員用の要項等資料でお気づきの点がありましたか。

-資料はわかりやすく良かった

-事例についての学習も必要であると感じた

.再軍痔に関する知識が非常に乏しかった

・チェックリスト科唱内容の確認!こ活用でき良かった。 (2)
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E鶴醍内留置カテーテル持入中の患者の看護}教員4名

貿易閣131:この演習によって、学生にどのような効果があったと怒われますか。

2 3 4 5 

1件 2f半 1件 1件 1件

6 7 8 9 

0件 。件 O{'牛 0件

1 ・技術に自信がもてた 2 実溜への不安が軽減した 3 実習へ由意欲が湧いた

4 対象援助に向けての学習の世Z草地廿つかった 5:安全性・倫渡性在護捜して実施する露宴性がわかった

6:茸識を統合するということがわかった 7 実習に役立つ創出恩わない

〔自由記載内容〕

なし

8・ 晶まり意味がなかった

質問項目2:学生が実施するのに戸惑った点はどのようなところか。

9:その他

-事前学習してノート!こ記載されている於質問の視点を変えるとノーコメントとなる。自己学習と実際泊軍調達づ

くまで時間を要した。

・事例の状態把握がされていず、期ニパルン留震と抜去法を技術として教わるという姿勢で、患者への配慮均等え

られない。

-事例と関連した質問をすると、手段!こ集中できなくなり、事例!主意味があったのか。

.教員が一方的lこ話して終わった

質問項目3:学生がスムースに実施できた点はどのようなところですか。

・留覆カデーテルの国定、ハルンバッグの設霊堂、これは文献による視点で、学習した効果と思われる。

-実際iニは視覚できない跨脱でのカテーテルの位澄やパルンを知ることができ、カデーテルの仕組みも納得できた。

質問項目4:指導上難しかった点や図ったことはどのようなところでしたか。

. r~と想定してj の部分がどこまで確実に学習できたがb配である。

ー事例を活用するのでそれに刻した状況設定ができるようにしたい。 (2)

・グループによって先議(事.O1.伴習)の差が大きすぎ大変だった。

-絡閤が 1 グループ (5~6名) 20分では短すぎたャ質問も受けられなかった

.物品不足

質問項白5:学生局・教員用の婆項等資料でお気づきの点がありましたか。

なし
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【結果のまとめ}

-事前学習の不足を感じさせる学生もおり、その学習の仕方として、事例をふまえて理解しながらの学習

でなく、ノートにはしてあるが角度を変えて質問すると稜昧な返答になり、自己学習と援助の実際とを

関連づけた学習がされていない傾向があった。また、事例を提示して事前学習をさせる期間が短かった

ことも今後の検討が必婆である。

-毒事例については、演習時、患者役の学生か写明jになりきることに限界があり、事例の状況に却した実施

がむずかしい部分があった。また事例の状況に適した判断や根拠の説明をするなど、学生と共に考えよ

うとすると時間が不足した。

-事例の内容については複雑であったり不足状況があったという意晃もあり、今後検討が必媛である。

-技術実施では手般のみに注意がいき、状況の判断から方法の選択、実践までの一連の思考や実践の中で

の苦痛の緩和、観察等へ意識を向けるまでの指導の難しさを感じた。

オリエンテーシヨンの仕方、持期、内容の検討の必要b

演習の実路後、学生の演習からの街戦況について評価の機材泌裂である。
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総合技術演習に関するアンケート結果(学生)

[寝衣交換とパイタルサイン澱定]

質問項目 1:事前学習をして演習にのぞみましたか。

4 3 2 

20件 55件 6f牛 。{キ

(24.7%) (67.9%) (7.4%) (0%) 

(4: 3 の理由〕

-友海司土でシミュレーションをした (3)

・家族に協力をしてもらL¥これまでの学習内容を復澄した

ー家族のパイ9)レを何度も測った

-練習をよくした (2)

・5是枝練習を行い、事例患者の状況を考えて実際に行った (2)

無回答

。件

ω%) 

際事前学習をして疑問に患ったことを理解することが出来たのでよかった

・事前学習し練習もした

・資料を作って考えたり、実技線潔をした

.資料を集め参考!こして行った

-ピデオを活用して行った

z テキストやプリントなどをまとめた

-基礎看護学の時のレポートを見直した

N:81 i'牛

-練留はした志士ラインが入っている事例の穫衣交換方法の資料カ句=足していた

・友右どちらを先に脱がせたらよいのか、結局解らなかった

(2の理由〕

・2年次の実習の前にかなり練習したので、テキストを読み返す程度であった

賞品閣自2:事例の恥克を把握して実施できましたか。

4:十分した

3 した

2 始どしなかった

1・L立かった

. Il筆痔やi点滴(輸液ポンプ〉のある状況で、どのようにすれiまよいのかを考え実施した (3)

・事例をよく読み、どのような方法治漫ましい品等前に考えて実施することができた

・点務、カテーテルカ綿入されており、麻簿'窓側のことを考えながら実施した (2)

.麻痔との関係を考えることができた

-事例の札涜をふまえて学生問で実施したがとても難しく、今日の渓習でやり方を知ることができた

・患者さん(事例)にあったやり方で実施できたと思う
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-患者さんの苦痛にならない方法をじっくり考え実施できた

-練習とはまた違ったやり方や、その人jこ合ったやり方を見つけることができた

・その人にあった方法のつもりだったが、もっと適した方法を教えてもらえた

-自分で予測して行動!こ移せた

・左半身麻痩やラインの毒事を考えながら練習したカえもう少し深く考えて実施すればもっとよかった

・片麻痩とラインのどちらから脱がすのか!こ迷い、難しかった (2)

E 患者役として、手カ渇いてしまったり、言葉を発しすぎてしまった

(2の理由〕

・点滴の扱いが上手くできずに課題となった

・あまり時間がなく、とにかく急いで行った

質問項目3.，安全に確実に実施できましたか。

4 3 2 

21件 40件 19件 11'牛

(25.9%) (49.4%) (23.5%) (1.2%) 

(4: 3 の漂白〕

民事故がなく安全に実施できた (2)

融
一
時
制

4 :寸づきできた

3:で幸た

2:殆どできなかった

1 :できなかった

，麻湾側を考えたり、東j入部・ラインを確認しながらできた (2)

-寝衣交換をするとき、針が向けないように注意したり、ベット柵を利用し転倒に気をつけた

a ベット柵をしてラインの観察をよく行った

-ラインに寸づ士注意して行えた

a 留置カテーテルや点滴に気をつけながら、患者さんに苦痛を与えないようにした

-先生にアドバイスをもらいながら、自分で足りなかった部分を考えながら実施できた

・ルートがはずれないように配慮して行うことができた。しかし、綿毛布があると点滴ルートを引張

られてしまい、やりづらかった。プライバシー!こ!立、配慮してできたと思う。

-持続点滴ルートを引っ張りそうになってしまった

-カテーテルを何回か引っ張ってしまった

-できた志士点滴を袖に過す時こ難しかった

司練習通りに行えた抗告分の体で患者さんを支えるのが上手にできなかった

E しわを伸ばすことまで出来なかった

・パイヲjレサイン測定についてはしっかり実施できた

.ひとつひとつの動作に時間がかかつてしまった

-声かけが少なかった

(2 : 1の理由〕

・ラインを体の下!こ引いてしまったこともあり、もっとラインに気を配るべきでした
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震照項目4:上手にできたのはどのようなところですか。(自由記載)

質問項目 5;実施した今、今後に向けての課題は何ですか。(自由言誤敏)

上手にできたところ〈記載総数89件)

iパイタルサイン測定140件
・血圧 (9)

・呼吸団闘測定

・ノtイタルサイン泌定 L制

I寝衣突換持の各種ライン管理}岳0件

-ドレーンと点滴静脈注射ラインにおヨましながら

実施できた (6)

今後に向けての課題(舗読轍槌件)

[パイタルサイン領腔J1件

ゆ舶、呼吸測剣士、患者さんとのコミュニケーション

をとりながら実施できるようにしたい

[寝衣交換持の各緩ライン管理113件

-点滴ラインやドレーンiこ常に留意しながら寝衣交換を

おこなうこと (6)

• 11革療や点滴をしている側について考慮し実施できた 1・点滴ラインの取り扱いをもっと慎重にする (3)

(5) I・ルートがあるときに、袖を上手に通すこと (3)

・点満静脈注射をしているため、針やラインに留意で I.ラインの問書簡に気をつける

きた (5)

・ルートが抜けることなく、寝衣交換ができた (4)

• 1いートやドレーンを確認しながら体位変換がで

きた (2)

[寝.::Jxの主主脱方法J141'牛

-寝衣のしわをのlますこと (5)

-寝衣の着脱がスムースにできた (4)

・寝衣を脱がせることカ灘しかったけどできた

(2) 

・腕を袖に上手く通せるような方法を学ぶことが

できた (2)

・正中線がしっかり真中にきていたこと

I手照tこ沿った実践]4件

・手順に沿って手際良くできた (4)

I患者の状況に応じた方法)51'牛

・2革療倶IJやドいーンを考えて脱がすことができた

(3) 

・左麻療患者の場合、どのような点に留意するか

とし、うこと

・患者の状態を考え、危険なく行うことができた

I寝衣の着脱方法]7件

・キレイに寝衣交換できるように練習したい (2)

.麻療叙IJの寝衣の着脱が上手にできるようにしたい

(2) 

・寝衣交換の方出こついて、もっと工夫したい (2)

-祷意IJの原因とならないように、しわ去しっかりのばす

こと

i手j願にifiった実践]2件

-寝衣交換の制度をフィードパックすること (2)

I患者の状況同芯じた方法]22件

-麻療がある、または点滴畿目融射をしている農渚に対

する寝衣交換方法の再確認と、確実に習得すること

(6) 

-対象の償却片主を考慮したケアの仕方 (5)

-対象に合った手順・方法を考え、実施していくこと (4)

凸

U
C
U
 



[安全・安楽への配慮] 3件

・ベット櫛を有効に活用できた (2)

・露蹄E分を最小限にした寝衣交換ができた

[倫理的配慮(棚司・声かけ)1 3件
-患者さんとのコミュニケーションをはか哲なが

らすばやくできた (3)

-対象の状況を常に考え、一番考慮すべきことを踏まえ

ての援助にー令じま!考えていくこと (4)

-あらゆる場面を想定して、対応できるようにしたい

(2) 

・点滴などの刺入(挿入)自倒立によっても寝衣交換が変

わってくるので、他の方法についても考えていきたい

{安全・安楽への配慮]13件

-患者の状態をしっかり托援して、患者にとって者箔な

く、安楽について考え寝衣交換をしていくこと (7)

・対象の安全・安楽を重視し行うこと (5)

-危険度成査のためのベット櫛を却もない

-寝衣交換の際、患者の体動をできるだけ少なくする

-患者に不安を与えることなく、時簡をかけすぎて疲れ

させないように行うこと

[倫理的配慮(説明・声かけ)] 3件

・どのような状況そ場においても、常に患者さんの身に

なって考えた芦かけ射す動ができるようになりたい

-患者の持つカを発揮できるような援助をすること

-患者さんに対する言葉かけ

[その他、実施者{自己)の姿勢]17件

-手際よく、スムースに(手際良く)行うこと (15)

・軍事衣交換の場においては、自分の重力きが最小限になる

ようにしたい

・8分なりに復習(練習の積み重ね)をしていくこと

質問項目6:この演習によってどのような効果があったと思いますか。(複数回答あり)

2 3 4 5 

24件 33件 341'牛 52件 47件

6 7 B 9 無問答

36件 1件 0件 1件 2件
一一一一 向一一」一一一一 一一一一一

1 技術に自信がもてた 2・実習への不安が軽減した 3 実習への意欲が湧いた

4:対象鐘劫II~向けての学習の仕方がわかった 5 :安全性倫韻性を重視して実施する重要性がわかった

6:虹織を統合するということがわかった 7 実習に役立つと品割つない 自 あまり意減己がなかった 9 その他
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〔自由記載内容〕

・課題となった

-演習できてよかった

-和式寝衣l立、臨床ではそれほど使用しないのでは?

-和式の寝衣というのは今どこにもないと思う抱えこの寝衣交換をしていれば何でも応用カ叩lくと思う

・臨機応変に、しかもきちんとした考えのもとに行うことが大切と思った

・寝衣交換は練習を沢山したので何とかなると思っていたが、事例によって方法が違ってくることを改め

て実感できた

【結果のまとめ】

事前学習をしてE富んだ学生iま9審j以上 (92.6%)であった。友達同士のシミュレーションの{也、家族

の協力を得ながら実技練習をしていた。事例の状況を把握して実筋できた学生についても 88.9%であった。

しかし、安全に磁裳に実施できたと評価している学生は75.3%と、[採血]以外の{也の技術頃自!こ比べ低い

数値を示している。また殆どできなかったという学生の割合も 23.5%と[採血}伺様に晶、数値であっ

た。[パイ告Jレサイン;t'I!定]と[各種ライン古溝入された状況での寝衣交剖の槻諺輸にあたり、先麻痩

患者であるという鞠E碇 Ij入学生にとってやや難しかったとも考えられる。

自由記載の「上手に<:きたところjと f今後!こ向けての課題lについての全体的な傾向として、[パイヲ

ルサイン測定]についてi去できたと評価している学生が多かった。その一方で、 f対象のお兄iニ応じた方

法で実施できるj を謀議とした学生が 22件 (40%)Iこ達していfらまた、演習の効果についての捉え方

についても、「対象援助に向けての学習の仕方がわかったjカ¥52件と最も多かっfぉ
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:総合技術潰習に関するアンケ…ト結果(学生〕

[気管内吸引]

質問寝呂 1:事前学習をして演習にのぞみましたか。

N: 81件

4 3 2 無関答

6 i'牛 5H牛 10件 1ft牛 。件

(19.8%) (66.7%) (12.3%) (1.2%) (0%) 

(4: 3 の理由〕

E 気管切開患者については全く知らなかった'のでテキストで学んだ

・実施したことがなかったので、やり方をさらっと学習した

・資料や参考文献(耕培、雑誌)を見て勉強した (2)

・資料を集めて気管ということを考えて学習した

-教手議書、雑誌を活用して手順を確認した

-手l臆も鑓妹だった

・資料を活用し、自分なりにまとめ、イメージトレーニングして行った

.ビデオをみて実施した

-参考書での事前学習はできたけれど、模型での練習ができなかった

・臨んだつもりだったが、先生に聞かれて答えられない事があった

・気管切務部から紡の分鍛部までの長さが答えられなかった

-ロi主L鼻腔からの吸引も含めて学習した由主気切患者についてオづまでなかったと感じる

.もう少し資料を見ておけば良かった

・ポイントを押さえていなかった

・気管内チューブなどの名前がサづ士lこできていなかった

(2の理由〕

・文献のみ

質問項目2:事例の状況を把握して実施できましたか。

4 3 2 

3件 33件 9件 。{牛

(3.7%) (40.7%) (11.1 %) ω%) 

(4: 3 の謹白〕

-疲が引けることに感動してしまい時間が長くなりすぎた
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無回答

36件

(44.4%) 

4:寸分した

3:した

2 :殆どしなかった

1 しなかった



質筒項目 3:安全に確実iこ実施できましたかロ

4 

13件

(16.0%) 

(4: 3 の理由〕

・テキパキできた

-滅菌部分についてしっかり滅菌を保った

.滅菌操作を4づ計二行った

3 

55件

(67.9%) 

2 

1H牛 2件

(2.5%) 

開
一
時
制

4 →づきできた

3:できた

2:殆どできなかった

1 できなかった
(13.6%) 

-カテーテjレが長くて摂子で掲むのカ灘しかったが、滅菌操作!こ気をつけて行えた

・いつ不潔でどのときに消毒するのかなど、手l願か灘しかったが、わかりやすく説明してくれたので実

施しやすかった

-何人かの後だったので自分なりにやりやすい方法で行えた (2)

.事故がなく安全に実施できた

・しっかり安塗にできた

-清潔操作がスムーズにできなかったが、一度実脆することができて良かった

陶清潔操作品匂鶴でなかった

-疲カqJlけることに感動してしまい時間が長くなりすぎた

・滅菌操作に緊張してしまい、患者への気配りが足りなかった

・主主を吸引するときカテーテルを闘しながら行うのを忘れた。気道の粘撲が損傷されてしまう

.滅菌操作がまだ不十分

滅菌操作か灘しかった

. D市の分岐部まで確実に挿入できなかった

-滅菌について注意して行ったつもりだが、自分自身の判断が大切になるものなのでとても難しく感じ

?ニ

(2の理由〕

・動作を確認しながら行なったので、間違えも少しあった

質問項目4:上手にできたのはどのようなところですか。(自由記載〉

質問項135:実施した今、今後に向けての諜題は何ですか。(自由記載)

上手にできたところ(記載総数81件) 今後!こ向けての課題(記載総数86件)

I安全な吸引操作:カテーテルの取り扱い} • (僻腕糊こ関する学習] 8件

13件 -呼吸器系の先手書u生理学を再度確認する (8)

-吸引時のカテーテノレの取り扱い方 (8)

-カテーテノレの挿入と抜く時と留意点を踏まえて [安全な吸引操作:カテーテルの取り扱い13件

実施することができた。 (5) -摂子を使用したカデーテルの取り扱い方法が

もっと上手になりたい (2)

[安全な吸引操作・挿入の長さ、時間、吸引EE] -吸引時のカテーテルの操作方法{まわしな
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10件 i がら吸引することなど)

・吸引圧と吸引時間に気をつけてできた (4)

・カテーテルの挿入位置が白幡であった (3)

・吸引EEの調整ができた (2)

・吸引時のカテーテノ吋草入の長さと時間を確実に

できた

I清潔と不著書、滅菌と消毒とを意識した操作I
3件

・滅菌物の扱いなど、清成不潔を意識して行う

ことができた (3)

[滅菌操作、滅爵物の取り扱い]11件

[安全な吸引操作;挿入の長さ、時間、吸引圧1
ド3件

-カテーテノL挿入の長さの調節 (2)

-カテーテノレを挿入する際の陰圧の確認

日育潔と不潔、滅菌と消毒とを意識した操作]

10f牛

・滅菌、清潔・不潔の区別をしっかり意識した

ーヶーつの行動がとれること (6)

・清潔操作が確実にできるようにしたい (2)

・カテーテルの消毒がスムースに行えることー

・清潔、不苦禁の区)lIJをしっかりおさえていく

ト

[滅菌操作、滅菌物の取り扱い]10件

-滅菌操作(摂子を使用してのカテーテルの取り扱い含I.滅菌録作をしっかり行うこと (8)

む)に気をつけて考えながら行えた(11) I・滅菌操作が必要とされるので、手繰と留意点を再度確

認してし、きたい

.滅菌物の取り扱い

[吸引器の操作11件

.吸引器の取り扱い

{手順に沿ったー逮の操作]19件

・手~I買に沿ってスムースにできた (6)

・清潔操作など手技が難しかったが、寸墓の動作が説明

により実施できた(5) 

・吸引の手投が手早くできた (2)

・全体を透しての耐もがつかめた (2)

• fl也の学生が実施するのを見ることができ、一つ一つイ

メージしつ勺穣認しながら行えた (2)

-吸引方法(2) 

[実施中の患者の犠察] 1件

[無菌操作]4件

・確実な然箇操作と安全な気管内吸引方法 (2)

・無菌操作在確実に行うこと (2)

[手順iこ沿った一連の操作]18件

・媛時間の中でスムースでカ円、正確に行うこと

(8) 

司王頗を確実におさえること(7) 

・手技の練習を重ねること (2)

・イメージそしっかり持って実施していく

I実施中の療活の観主義]4件

AA 

η
，，
 



-芦かけをしながら吸引し、観察点も踏まえて

行うことができた

[吸引を必要とする人への苦鴻緩和J1件

・声かけをしながら実施できたは)

[若鵠若樹の後片付け]2件

・吸引後の物品の創古来 (2)

-呼吸状態の観察が確実に行えるようにしたい

(2) 

・患者の割高を最小限におさえ、二次的な障害(低滋素

血症、気道粘麟貧;傷など)に注意できること

-J患者の状態に常に闘を向けること

I吸引を必要とする人への部議緩和11M牛

.患者の割高を最小限にした吸引方法と関わり

(6) 

・病棟に行っても、安全・安楽に行えること (3)

. }替え苦の部翻こもっと目を向けた声かけなど在行

う必要がある (2)

-患者に安It.~惑を与えられるような援助方法

.声かけをしっかり行う

[実施者(自己)の姿勢13件

・一つ一つの手投をしっかりとしたキ尉処に基づいて実施

していくこと (2)

-手喜ち着いて実施すること

質問項目6:この演習によってどのような効果があったと思いますか。(複数回答あり)

2 3 ヰ 5 

20件 24件 25件 43件 48 {牛

6 7 B 9 無罰答

28件 。件 1件 2件 2件

1 技術に自信がもてた 2 実習への不安が軽減した 3 実習への意欲が湧いた

4:対議援劫に向けての学習の仕方がわかった 5 安針生・倫理性を重視して実践する重要性がわかった

6:虹識を統合するということがわかった 7:実習に後金っと応型わない

〔自由記載内容〕

・勉強が必要

・気管内吸引が模擬体験できた

.あまりやり方が分、からなかった

目。 あまり意味がなかった

・実際に基礎註で行っていた技術だったので患者さんの苦しむ表情が思い出された

網実際どういうものかはまだつかめていないが、流れや雰囲気がわかつて良かった

.実際!こ演習をやってみてイメージがしっかりついた

一 75

9・そ由勉



[結果のまとめ}

事前学習をして臨んだ学生は86.5%であった。気管切開や実施方法などについて資料や参考

文献等を活用して学習していた。しかし13.5%の学生iま学習をほとんどせずに演習に参加してい

た現状である。質問項目3r安全!こ確実に実施できたかjの潤い!こ!ま83.9%の学生ができたと答

えているが、質問項目5の自由記載「今後に向けての課題J(宮閣総数861'牛)には、解剖生理の再

学習の必要性、清潔と不潔、滅麓と消毒の区511]、滅菌操作や滅菌物の取り扱い、手順に沿った操

作、吸引を必要とする人への配慮に関しての学生の記載が631'牛(73.2%)と多〈記載されており、

今後の課題が多いことを示している。
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総合技術潰習に関するアンケート結果(学生)

【点滴静脈注射}

質問項目 1:事前学習をして演習にのぞみましたか。

4 

20件

(24.7%) 

3 

55 t牛

(67.9%) 

2 

6件

(7.4%) 

1
一
件

mm

ハυ
p
u(
 

N: 81件
ー一ー一一一-，

無沼答

。件

(0%) 

4:寸づ士した

3:した

2 殆どしなかった

1 :しなかった

(4: 3 の理由〕

・手殿、方法を調べ確認した (4)

-実習項目について文献を活用した (3)

-毘定む去を家にあるものを用いて練習した (3)

・三乙もう苦栓についてもっと勉強すべきだった (3)

・事前学容は行なったがまだまだある (3)

・イン告ーネットでも良く調べた(1 ) 

済下数の誠整を学習した(1)

-クレンメの閉め方か不十分だった(1)

(2の瑳白〕

-文献のみで調べた (1) 

'手j慎!ま調ベたが看護!こついては深く考えなかった (1) 

・三為活栓について調べなかった (1) 

-臨んだつもりが先生に潤かれると分からなかった (1) 

質問項目2:;事例の状況を把握して実施できましたれ

4 

9件

(11.1 %) 

(4: 3 の理由〕

-事例をよく読んで臨んだ (3)

-滴下数の計算で事例を多く使った (3)

・薬剤iのことを考えながら行なった(1)

3 

60件

(74.1%) 

2 1
一
件
始。mw

無@I:答

4件

(4.9%) 

4:十分できた

3 できた

2 殆どで告なかった

1・できなかった

8件

(9.9%) 

.Aさんのことを考えながらできたれ)

-事例の中身を考え、点滴の速度を考えて行なった(1)

. )点滴をする意味を考えながら自分だったらと思いながら行なった (1) 

ゥ，

a
ワ
d



(2の淫自〕

・事伊jの読みが浅かった(1)

・使用薬剤については調べた (1) 

・先生がやった(1)

質問項目 3:安全に確実に実胞できましたか。

4 

14件

(17.3%) 

(4: 3 の理由〕

3 

58件

(71.6%) 

-回定法ができた (5)

-滴下数の計算ができた (4)

・三島活栓の使い方ができた (2)

・事故なく安全にで、きた (1) 

2 

7件

(8.6%) 

・チューブを折り曲げたりしなかった(1)

・皮膚を傷つけないようにできた(1 ) 

・感染を注意し留意点を頭!こ入れて行なった(1 ) 

.国定法は見るほどには簡単にできなかった81 ) 

(2の理由〕

-もう少し練習が必凌だと思った(1 ) 

。件

(0%) 

無図答

2件

(2.5%) 

4:寸づ合で吉た

3‘できた

2 殆どで宮なかった

1・で音なかった

質問項目4:上手にできたのはどのようなところですか。(自由主茂吉)

質問項目5:実施した今、今後に向けての課題は何ですか。(自由記載)

上手にできたところ(器輸激12件) 今後Iこ向けての課題(記載経激86件)

【滴下数の計算と調割 8件 岡下数の計算と讃整]23件

-液下数の計算 (2)、調整 (5)、計算と調整(1) -滴下数の計算式を覚える(1)

圃液下数の計算 (14) 

a 液下数の計算と調整 (3)

-滴下数の溺整 (5)

【三むも官制 O件 【るも苦闘 2件

-三法活栓の取り扱い(1)

-三法活栓が二つあるときの取り扱い (1) 

【観察]1件 【篠察]7件

. jfl1J入部の観察(1) -静脈潤すを受ける人の観察(1 ) 

-点滴中の観察 (4)

-固定部位の皮膚の観察(1 ) 

司観察の重塁悪性 (1) 
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[間定]3件

・留置針の固定(1)

・罰定 (2) 

[薬剤J0件

[病態]0件

【安全・安剥 0件

[管理]0件

・注射針をしっかり鼠院できた (5)

-注射器の取り扱い (4) ・回定(1)

.注射器と注射金十をしっかり霞定できた

【素早さ]0件

【根拠を持つ]0件

.一度で採血できた

[復習]0件

固定]5件

・固定の仕方 (4)

-患者さんiニ安楽な毘怠ま(1)

国調]3件

・薬物の作用 (3)

協鶴 2件

・8己患とのつながり(1)

-患者の病態を整理して猿の中へ入れておく(1)

【安全・安楽] 1 1件

・苦痛の軽減 (2) -危側主の認識 (2)

-確認しながらの行為 (2) ・後実な実施 (2)

-感染防止 (2) ・禁忌事項を学び危険を避ける (1) 

間割 2件

降点滴の管理法(1) ・点検(1)

【素早さ]1件

・素早く行う(1)

[根拠を持つ]4件

・根拠を持って自分の考えで実施する (2)

・事前学習の甘さ(1 ) 

潤先生の質問!こ答えられなかったので分からないところ

を学習する (1) 

[復習]2件

・演習の復習 (2)
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質問項目 6:この演習によってどのような効果があったと思いますか。(複数回答あり)

2 3 4 5 

17+牛 2H牛 27件 48件 42 +牛

6 7 B 9 無図答

42件 1件 1件 1件 0件

1・技術に自信 がもてた 2 実習への不安が軽減した 3 実習への意欲が湧いた

4:対象援助!こ向けての学習E佐方がわかった 5:安全性・倫溺生を重視して実織する重襲性カ司つかった

6:虹識を統合するということがわかった 7:実習に役立つと同窓わない B あまり意味がなかった

〔自由記載内容〕

'お欄脈湖すの実際均幼かった (1) 

-演習をしてみて始めてAさんのことを考えながら行動できた(1 ) 

・滴下数を合わせるのカ灘しいことが分かつた(1 ) 

-輸液セットと輸液バッグがほしい(1)

-不安!ま残る(1 ) 

・基本的にどういうことを注意すればよいか知識を深められた(1 ) 

【結果のまとめ1

9:そr;;他

・事前学習をして演習に臨んだ者が92.6%、事例の状況を把握して実施できたものが85.2%、安全に確実

に実施できたものが 88.9%といずれも 85%を超えているカえ 10%強は殆んどしなかったという結果で

ある。自由奇怪誌のfよ手にできたところJが12件なのに比ベf謀議jが86件と概ね4倍あり、中でも滴下

数の計算が 23件 (27%)、安全・安楽が 11件(13%)に及んでいる。;費留の効果としては、 f対象援

助に向けての学習の仕方が分かったjが48件、 f虻識を統合するということが分かつたJと f安全性

倫理性を重視して実施する室関空がわかったj が42件と高値であった。また、 f実習への不安カ涯滅し

たjと f実習への意欲が湧いたjとを合せると 53件になり、総合演習の効果古鴨いことが示唆され九
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度総合技術漬習に関するアンケート結巣(学生)

{館蹴内留置カデーテル挿入中の患者の看護]

質潤草[Ell:;事前学習をして演習にのぞみましたか。

4 

18件

(22.2%) 

3 

51件

(63β%) 

2 

11件

(13.6%) 

1
一
件
小
川

口

ω

N : 81件

無長「

1件

(1.2%) 

(4: 3 の理由〕

-資料を活用して事前学習を行った (6)

. 1年次の堂尿を考えながら留置カデーテルの方法・制限を学習した (2)

置解剖整理の復習を行なった(1)

-挿入方法はいったカ激去については行なわなかった (1) 

ー篠んだつもりが先生!こ筒かれると答えられなかった (1) 

，事前学習は行なったがまだまだである (1) 

(2の理由〕

-手順!立行なったが看護については深く考えなかった(1)

博文獄のみで調べた(1 ) 

質問項目2:事例の状況を把握して実施できました均、

4 

7件

(8.6%) 

(4・3 の理由〕

・事例をよく読んで事前学習を行なって臨んだ (3)

.自的が良く理解できた (3)

・男性か女性かを考えながら行なった (3)

3
一
叫

2 

13 f牛

(16β%) 

一
件
問。ω(72.8%) 

-安全を考えて行なった (2)

-カテーテJレの使い方を良く考えて行なった(1 ) 

(2の理由〕

-事羽jの読みが浅かった (2)

ョ何でカテーテルが入っていて抜くのかが分からなかった(1)

・十分考えられておらず余ザ把援できなかった (1) 

ー先生がやった (1) 

81 -

無回答

2{<牛

(25%) 

4:十づ士した

3 した

2 :殆どしなかった

1 :しなかった

4 十分できた

3 で昔た

2 殆どできなかった

1 できなかった



質問項目 3:安全に確実に実施できましたか忽

一
件
問。ω

無回答

3{<牛

(3.7%) 

4 十づまで苦た

3 できた

2 殆どで吉なかった

1 で吉なかった

4 

9件

(11.1%) 

3 

59件

(72.8%) 

2 

10件

(12・3%)

(4: 3 の理由〕

.カテーテルの仕組みと留意点を考えながら実施できた (3)

・安全について考えながらできた (2)

-カテーテ}[.，の国定が適切にできた(1)

・先生に質問され実際にやってみて答えられて良かった (1) 

(2の理由〕

・一通りゃったのみでマスターしてない(1)

質問項134:上手にできたのはどのようなところで、すか。(自由記載)

質問項目 5:実施した今、今後に向けての課題Iま何ですか。(自由記載)

上手にできたところ〈記載総数56件)

[輔自学習]1件

[障問 19件

‘カテーテルの固定 (16)、バッグの固定 (3)

[カテーテ}[.，操作]3件

-抜去方法が分かつた (3)

服組 0件

臨留水の注入]7件

，正確に蒸留水を入れる (6)

・バルーンの中に入れるのは滅爵蒸留水(1)

[観関 3件

・観祭点を再確認しながら行なった (3)

-折れたり顕塞していないことを観察すること (2)

【安全・感染防止]5件

-感染の紡止について考えながら行なえた (4)

-患者さんの安全安楽に留意して行なった(1 ) 

今畿!こ向けての課題(記載総数56件)

[輔梓溜]4件

-気識不.!E，技術不足 (4)

[間部 10件

・カテーテ}[.，の固定 (9) ・留定位置 1) 

[カテーテ}[.，閥均 9件

• I~}レーンの入れ方とカテーテルの抜き方 (4)

・持入の手瀬 (3) ・管理(1)

【根削 4件

・病態との関連 (2) '根拠を考えた実施 (2)

[蒸留水の注入J0件

[観翻 7件

・観察を適切に行なう (6)

・尿の異常、正常をす11ゃく判主任(1)

窓珪・感染防止]22件

.~苦痛の軽減 (2) ・危樹全の認識 (2)

-確認しながらの行為 (2) 感染妨lt(1 2) 

ワ白。。



-プライパシー (3) ・確実な実施 (2)

-書もE主事項を学び危険を避ける(1)・滅菌の意味(1)

[基本原郡 9件 I [;基本原閣 O件

. /'¥)レーンの使い方 (3) 司ミルキングの仕方(1)

-寝衣からカデーテルの出し方(1 ) 

臨調!こ対して]4件 i盟関に対して]0件

.スムーズに答えられた (4)

【その他J5件 i 【その他.]0件

・余り上手にできなかった (4)

-説明の開き方(1 ) 

質問壌包 6:この演習によってどのような効果があったと忍いますか。(複数回答あり)

2 3 4 5 

1 5件 24件 26件 451'牛 3610洋

6 7 8 9 無期答

30件 O件 1件 0件 4件

1 技術に自信がもてた 2 実 習 へ の不安が軽減した 3 実習への意欲が湧いた

4:対象援助に向Itての学習出仕方がわかった 5 安全性。倫理性を重聾して実施する護護性がわかった

6:虹識を統合するということがわかった 7:実習に役立つとは駁わない

〔自由記載内容]4件

-考えるきっかけになった

・バルーンを膨らませた時どうなるか治略製設で分かった

同分かっているつもりがやってみると意外とわからない

・模型の務統を使い、いかに危険であるかがわかった

[結果のまとめ]

8 あまり意味がなかった

/ 

9 そ由他

事前学習をして演習に臨んだ者85.2%入事例の状況を把握して実施できた者81.4弘安会に確実に実施

できたものが83.9%で、殆んどできなかった者10数%いた。「上手にできたところJは56件あり、 f固定j

が19件と最も多く、明題jも間数の56件で、安全，安楽が22件と最も多かった。演習の効果の上位3

位l立、 f対象援助にfi'iJltての学習の位方が分かったJ45件、「安全倫理性を重視する重要性カち尚、ったjが

30件である。また、[実習への不安か哩誠したJと f実習への意欲が湧いたjとを合せると 51件になり、

総合演習の裁深古溝いことが示唆された。
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~ 

アンケート総合技術演習について (教員用)

ι~ 
※ 援当した積寝臣衣!交こ0換をとつパけイて告下さい

A 採 血 B. !iit<3<!lb~1'1r)レサイン測定
G 気管内級事i
D-1 点滴静注を市立受主椙け宮る市患町者の看鍾
P-2 

1な効この果演が習あにったよっと思て、わ学れ生まにすどかの。よう

選す記右。し択記尚てしのく、記だ91をしさ~選てい9択く。のだし中さたかい方ら。は該複具当数体す解的る答番内可号容でをを

.司・---司ーー石iiもモ五一闘争e句--ーーーー喧司____v伽--ーーーーー-----自ー四ー‘ーー自由美あ1ま喜I三り意授味豆ヨが:な正茂か吉っ部たtO:L¥国ーー1 :技椅に自 7 い
2実習へ由不安が軽議した 8あ

3 実患安習者全へに性のつ・意倫い欲理て副憶の書を学い重た習視のし仕て方実が施わすかるっ重た要。吉 9 その他4 
5: 金 がわかった
仕知識を統合するということがわかった

EどE罪の主主よがうな実と施こすろるでのすに戸惑った点1;1;
か。

3 学生がスム スに実施できた点は
どのようなところですか

4 ま指ど導のよよ、難しかった点や思った』と
l うなところでしたか

5気E学づ生き用の・点教が員あ掃りのま要項等資料でお
した由、。

6が今、留の演習は5議自が(あA-D)でした
i!!に必裏な積百 りますか

7 今回の演習まは5目寝が霞あ{iA~D)でした
が、不必要な積 りますか

B(準実備施や時事期前は学適習当期で間しなょどうもか含。んで)

9 その他、」窓晃等ありましたらお澱

いつ演しい尚習まて指、す統の導。合ごの講意た義見めも‘の演合教習わ員のせの教て準員お備願艶等置いにし、

ます。 鴨
州
骨
…
+
@



/ 

自

3できた
Z殆どでき立かった
しできなかった



資料④

平成 16年度統合講義

「医療の安全のための知識j

担当:松本美富士

看護職は、患者に直接に療養上の看護.t立話及び珍療の補助業務を行う最終実施者の役割を担うことが多い。近年の

医療事故訴訟の判例においても、「民事責任Jのみならず、底的以上の「刑事:糞任J、「行政責任Jを問われる事例も多く

なってきている。また、守秘義務においても医舗と伺等の刑罰が課せられており、俗人情報保護法の制定など、看護鐸設

に求められる医療上ならびに社会1的実任は非常に大きくなってきている。一方、看護職は医療事故において加害者の立

場となるのみならず、誤針事故のように被害者となることもしばしばである。

質の高い安全な看護を提供できる看護職となるためには、必主要な知識と適切な態度・習慣に基づいた確実な看護基礎

技術の僻専が重姿である。看護基礎技術の修得に必須の臨地実習に臨むにあたって、医療の安全に対する基本的免]識を

再度整理する必嬰がある。

以下に医療の安全のための看護識に必療な知識をリストした。折に触れ利用して頂いて、路地実習中の事故の回避に

役立てば幸いである。

第93回看護師国家誤齢曙(医療の安全に関する問題を抜粋)

1 患者の自己決定を擁護する場面における看護部の行動で誤っているのはどれ由、 (93図)

a 患者が理解できない説明を省略する。

b. .患者の希望を尊重する。

C. 患者に説明し同意を得る。

d. 患者が質問する機会をつくる。

2. 1モルの塩化カリウム淡を注射するにあたって誤っているのはどれか。 ω3帥

a. 乏尿・無尿には投与しない。

b 希釈して点滴静脈内注射する。

C. 原液(1モル)を静脈内注射する。

d 副作湾として心臓の刺激伝導障害がある。

3 点滴静脈内注射中に右腕の刺入部が発言示・腫脹してきた。直ちに行うのはどれが。 (93回)

a. マッサージを行う。

b. i湿器法を行う。

c 点滴を中止する。

d. 右側臥位にする。

4. 霊堂素吸入中の怠肴に禁止するのはどれか。 (93回)

a ライターの使用

b トイレへの歩行

C. 友人との部会

d. 食堂での食事

(一般問題診
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6. 医療盈誤において誤っているのはどれか。 (93回)

a. 何らかの不注意で起きたことである。

b 業務上における寅径を怠った。

c 刑事責任及び民事責任、行政責任を悶われる。

d 法に明文化されていない場合では室主任は伺われない。

6 看護師の守秘義務で正しいのはどれか。 (93回)

a 患者の死亡により消滅する。

b 退戦後も継続される。

c 事例研究で取り上げる際は免除される。

d. 仮に守らなくても刑罰はない。

7. 患者誤認予防について適切でないのはどれか。 (93回)

a. 意識がi管切な患者に氏名を言ってもらう。

b. 入院患者にネームバンドを付けてもらう。

c 外来で呼ぶときは対面して名前を確認する。

d 見当謝障害のある人はベッドのネームプレートで確認する。

1 6 退院前に日間頭培養でE侃SAが検出された。

退院後の訪問看護師が行う予防行動として適切なのはどれか。 (93回)

a 衛生学的手洗いをする。

b. 長袖のガウンを着る。

c サージカルマスクをする。

d 部屋を換気をする。
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医療の安全のための知識の整浬

l検資・処蓄量時の禁忌、

項ヨ 理由

乱侃I検査

ペースメーカー楠込み患者、人工内耳埋め込!磁気電磁波で誤{湖、回路の破損の危険払

み患者

-脳動脈療クリッピング術後患者

-人工関節金属(ステンレス)等の装着患

者

-患は雪、医療職者の携行品、緊急カートの

持込物(金属製)

関連項目.

・ベースメーカー櫛込み患者の絢元で高周

波、{低周波、電磁波発生器の使用

検査前注射薬.

クリップが移動等で動腕留破裂の危険性。

ハレーションで画像が正確にとれない。

金属が五低Iコイルに吸着し、重大な外傷を受ける危険性。

作動障害を起こす。

・消化管造影検査、内視鏡検査、その他の検査|緑内障、前立腺肥大の排尿降客九不整脈、主主篤な心疾患、麻癖性イ

時の抗コリン薬 ooJ交感神経抑制j弟、硫酸ア iレウスでは病状が軒七(心疾患では心停止)し使用は禁忠弘代替薬

トロビンの前投薬 !としてグルカゴンの使用0

.既往援を聞かず検査前投薬を行ってはならな

し、。

ヨード系造量tiRl.止女査

・ヨード系造影剤jアレルギー患者、高度の腎不{ヨード過敏によるアレルギー反応でショックを来す。また多量の造

全患者に点滴静注股道造影、造影CT、血管造|影剤で腎機能を悪化させる(造影剤は努排1世間。

影の使用

関連項目・

-緊急対応のできない状況でのヨード系造影剤

による点滴静注

・ヨード系造影剤による造影検査時医翻不在で

行ってはいけない。

-脊髄造影検査後頭を低く保つことは危険

造影検査時は重大なショックの発生の可能性に対応、できる状況で

施行。

造影剤が頭査室内にくも膜下腔に急激に移行し、朝高などの髄脚j激

症状、主主祭を来す。検室主後は 24時間頭を高くし、安静を保つ。

脊髄jj;lJ激症状により全身主主導主死亡することがある。脊髄L馬尾、

輔造影検査に関節錦、血管造影用勝利融へ毒性のない造影剤(イオヘキサール、イオトロラン)を闘。

を用いてはならない。

関連事頃

・駿維穿刺後の頭部の位霞

皮内テスト(抗菌薬、アレルギー検査等): 

頭部を高くすると穿見事j部から髄液が漏出し、朝高の原因となる。頭

|部を{尽く保つ。
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固ま丸急処置の準備なしで行っていけない。 ショックの可能性がありま包含J対応の準備が必@i，アレルギー検査で

は端怠発f繁誘発の危険性。

循潔若草:

-うっ血性'L'不全患者の中心静脈ルート確保、 自立負荷を軽減すべき状況で上体を下げるとうっ血性心不全、姉水j経

気管内挿管時の頭部{尽位保持 が増悪する。

呼吸器

'111寒波吸引に際して、陰EEで吸引し続ける。 E喜疾吸引E寺にEEをかけ続けると、体力の低下した患者では窓息す

る。吸引は間歌的に。

-腕葉切除術、気管支形成術後の気管、気管支 気管支断端、気管支形成部を直接つつく危険がある。挿入の深さに

内略疲吸引 目印をつける。

眼科検査.

.iitr房の浅い患者への散銭薬の使用は不可。 散隠により急性緑内障発作の危険性。(ジアゼパムも問様に急性緑

傍青神安定~J :ジアゼパムの投与) 内障の危険)

-アレルギー患者への蛍光線底検査 フルオレセインによるアレルギ一反応でショックになることがあ

る。検査前に皮内テストを行いアレルギ一反応のないことを磁認。

阪科領域では最も重大な院内感染であり、暗室のような環境下では

-流行性角結膜炎患者の診療は暗室内で行って 予防が弓徹底となる。

はならない。

霊真樹員傷、産税臼(関節リウマチなど): 

-頚縫の過度の運動、頚維の前屈 霊員権の前屈位で頚髄を圧迫し、呼吸停止、問絞麻痔の危険性。

救急患者の経口摂取: 急性腹症、緊急、手術の可能性のある患者に経口摂取させると、病状

の悪化や、術中、術後誤礁糊市炎の原因となる。

生体検体の取り扱い・

-動脈血ガス分析用検体 室温長期放置で血球が酸素を消費し、結果が不正確となる。

-微生物学的検査周目喜波、尿等 落下細菌の混入で原悶閣が不明となる。

妊婦、妊娠可能性ある女性へのX線検査. 月経開始後 10日以内の検査が京郎(10days rule)、胎児被爆により

催奇形性、胎児死亡の可能性。

意識障害患者、 I桓吐のある患者の仰臥位: 吐物による気道閉寒・窒息、誤燃性腕炎の危険性、横臥位に係蝋麻

痔側の横臥位も田勝。

白血球減少患者の扱い.

-好中球5001μ1以下の管理 一舶商j亥管浬では感染絞の発疫の危険性。

-高度の好中球減少患者への生もの摂食 生もの中の細菌、真閣による感染症発症の危険性。

消毒薬の過信 有効期限、濃度、管理不十分なら消毒効果の減少、院内感染の原因

となりうる。

採血、注射後の注射針リキャップ・ 針WiJし事故の原因となる。

胸経ドレーンの扱い.

-ドレーンの関定は肋骨に平行に闘定 肋骨に垂直に盟定では肋品官申緩圧迫、腕を損傷する危険がある。

絵圧が強すぎると腕、気管の損傷部からの空気漏れ。

-ドレーンの持続吸引EE
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2 治療薬の禁怠

項目 理由

呼吸器.

・気管支端息患者への8遮断薬(高血圧、事処L.q主l気管支主主聖堂主主起こし端怠の懇化、重積発作誘発(その他の閉塞性呼

治療薬むの使用 |吸器疾患患者も不百J)。

-気管支日商息患者へのアスピ1)ン使用

'C02答積のみられる呼吸不全患者に不用意な

精神安定剤の使用

鴨息発作を誘発する(アスピリン哨，草分。

呼吸中枢を抑制し、さらに低換気上体となり、 C02蓄積、低酸素

血症が進行。

'C02蓄積のみられる呼吸不全患者に吸入酸素|高濃度の酸索により呼吸中枢刺激が減弱し、さらに C02番積、低

濃度の急激な上昇 i酸素血症が進行。

・インフルエンザ、インフルエンザ脳炎、 B悩疲患 jジクロフヱナック使用によりインフレエンザ脳炎、脳症死亡率が高

者に鎮痛解熱宵Lジクロフェナック(ボルタレ|くなる。

ン)を使用

消化器:

消慨塞揚開L中毒性問腸症に腸|腸開腹膜炎を性的危険也

管洗浄薬(ニフレックス)の使用

-消化性演疹患者へのアスピリンの使用 |薬剤が消化性演蕩を発生させ、治癒を遷延0

・出鼠牲潰蕩急性期に血栓溶解薬、血小板凝集抑 i出血をめ長し、止鼠困難となる。

市j薬の使用

開変症患者への蛸鮎 |非代償郊では酬により附贈を識

腎疾患:

透析患者への抗アレルギー薬、抗ヒスタミン薬i重篤な確酌発生させる。

(トリルダン)の使用

血液疾怠・

-血小板減少患者の筋注、動脈穿刺

-宗教的背景を無視した輸血

輸血・

・血液君主仏BOえ Rh王むの磯認

.クロスマッチ無施fyi輸血

-保存血の大量、急速輸血(肘昆なし)

-血液製剤の有効期限、保存条件

且νj、板減少による出血傾向で、巨大な血騒を作るo 血4、板2万/c:田 n

以下は禁怠、、 5万cmm以下は婆注意。

判断可能な状況では宗教的背景を無視して輸血をおこなうことは

人権侵害警にあたる。

異主主輸血は重大な輸血副作用後妙E的)につながる。

血液は低温保存のため、醐湿なしで急法輸血は重症イ塾脈、心停止

に玉三ることがある。

血液製剤jの種類により保存条件、有効期限が異なり、不適切な場合

は輸血副作用につながる。
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低カリウム血症。

. KClの静脈内急速投与(静注、側注) KClは管注してはいけない。静脈内急速投与は高KJfrr.疲を引き起

こし、不整脈、心停止を誘発する。 KCl20mEql降、 80mEqI日以

下で投与、点滴中KClは紛mEq札以下とする。

関連事項

-ゆっくり点滴三静注射すべきもの 時詰息治療薬、抗汗害事1眠薬、抗癌剤i、精神安定i¥1L抗恋欝薬、青書派麻

酔薬など。

-投与量に注意すべき薬弗j 血糖降下薬、抗主主筆剤、ジギタリス製剤、抗癌剤など。

抗癌淘U: 

-ドキソルピシン、ダウノルビシン、ミトキサト 血管外にこのような薬剤が漏れると強い炎疲反応が生じ、筋肉壊死

ロン、イダルビシンなどの血管外もれ を発生する可能性がある。高齢者では特に血管がもろく注意を婆す

る。

-シタラビン(キロサイド)投与時間 投与時間が長くなると骨髄毛筆性が増強する。決められた時間に投与

する。

関連事項. 抗癌剤ま一般にゆっくり点滴徽時間)。

逮日投与僅大な副作用:骨髄折怖のでなく一定間続で投与。

点滴ルート.

-ルート内0;気泡 空気重量栓(静脈系では腕、大動脈系ではsiili)を来す。

. s言紡製剤、抗癌弗U(Vp-16)などの点滅静注に塩 これら薬剤により点滴ルート中のPVCが湾出。体内に入ることで

化ビニル樹脂(PVC)ルートを使用 ショックになりうる。 PVCフリ一点滴ルートの使用。

注射薬配合禁忌 インタフエロンと小柴初湯(姉榔倒的、抗真菌薬と眠剤(眠剤の作用

待問延局、メイロンと昇圧薬(昇圧薬不活化など。

注射薬配合変化: ビソルボン(去疲鶏とネオフィリン(気管支哨怠お混合で白濁化な

ど。

微量注入すべき薬剤U(微量注入ポンプ使用を原 昇EE薬(ドーパミン、ドブタミン、イノバン)、インスリン製剤など。

則): 

妊婦、妊娠の可能性のある女性への禁忌薬:

-ワルファリン(抗凝固お 催奇形性、胎児出血での死亡の可能性

'ACE組審薬、アンギオテンシン受容体才占抗薬、 目台児死亡、替不全、発育遅延、催奇形、分娩障害などを起こす。

Ca搭抗薬(降庄お 目台児に催奇形性を合めた各種異常をきたす。ベイニシリン、セフェ

抗菌薬(テトラサイクリン、クロラムブヱニ ム系、マクロライド系が安全である。

コール、キノロン系、アミノグリコシド)

高カロリー輸液.

-長期絶食中の高カロリー輸液療法にはどタミ ビタミン、微量元素不足による障害が発生(ウエルニッケ脳症、主主

ン、微量元素の併用 症アシドーシスなど〉。

-高カロリー輸液を末機静脈投与 高濃度の糖液等のため静脈炎を発生。

国j腎皮質ステロイド薬(ステロイド豹の急激な 長期ステロイド薬使用患者では国j腎皮質抑制がみられ、ステロイド

減量・中断・ 薬の急激な減量・中断で急性爵j望号不全が発生する。

噌

-
A

Q
d
 



炭援水素ナトリウム(メイロン)

-アシドーシス裕正に炭酸水素Naの急速注入 炭酸水素Naには高濃度のNaが含まれ、急速な注入により血紫浸

透圧が上昇し、脳出版の危険がある。

消毒液.

-ヨード過敏症にイソジン(ポンピドンヨード) 皮膚局所過敏だけでなく、緩皮吸収により全身過敏反応を呈する。

による皮膚消毒 引火し、火傷の危険性あり。

-エタノール添UlD消毒液(ヒビテンアルコールな

ど)使用後、復ちに単極電気メス使用

手指、足Jilli:、陰.iJfの局所麻酔ー

-エピネプリン加局所麻酔薬制使用 終末動脈であるためエビネフリンにより血管収縮し、壊死に陥る危

険性。

関遼事項:

-エピネプリン方日局所麻断薬の血管内注入 血圧の急激な上昇、司種目長発生。

全身府高半:

-会麻中仰臥位で上肢を 90'以上の外転 上肢を 90'以上外転すると線神経叢が伸展さ才い術後腕神経が損

傷する。

-静脈麻酔薬(ラボナール)の皮下、筋肉、動脈 強アルカリ伎のため組織壊死が発生する。

注射

トロンビン製剤・

-血管内投与 出血性胃潰療などの出血部位の局所使用薬であり、血管内投与で鼠

栓形成、 DIC、寒栓。(皮内、筋肉内投与も禁怠J

予防接種:

-妊婦への麻疹、急性耳下腺炎、風疹ワクチン接 生菌ワクチンであり、感剤師溌旋する可能性があり、母ヶ依目台児

穏 に大きな影響を与える。

-原発性免疫不全患者への予防接種 重篤な全身合併症を来す。予防接緩は不可。

精神科.

-自殺念慮の強い患者の単身生活 自殺金額の危険性がある。

-うつ病患者へのはげまし

-精神安定剤(ジアゼパム)急速静脈注射 呼吸抑制jがおこり、呼吸停止の危険性がある。ゆっくり静注。

インスリン製剤:

-絶免患者への対応 検査、手術等で絶命時は定時インスリン注は中止、致死的低血瀬の

危検がある。

関連事項・ インスリン製剤は使用目的により製剤が異なる(速効君主、中間型、

遅効油、容量に注意九

遅効製インスリンは混濁液のため静脈投与不可。

議禽.

-意識障害、気管内挿管時、手制「時 義歯を外すべきで、義歯の装着は誤礁の危険没。
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i鼠熱療法等ー

-金属片埋め込み患者

-閉塞性動脈硬化仏80)症患者

-知覚脱出患者

マイクロウェーブ、超短波により金属体が発熱、変性し、熱傷、損

傷の危険性。

組織の代謝が1i:進し、血流が確保できず虚血の増強、壊死につなが

る。

知覚脱出部への温熱療法は熱湯に蕊る。

-超音波療法(限球、心臓、脳、脊髄、妊娠子宮|水晶休硝子体の~抱形成による損傷、羊水中の空胞による胎児奇

部) I形、心伝導障害発生。

高齢者への輸液、輸血.

経腸栄養J患者の栄養剤1注入

リハビリ:

-高齢者で綬剤投与患者

類似名称の医薬品・

-類似名でまったく異なった薬理作用

関連事項:

・同じ医薬品でも適応が異なる0

. I湾じ医薬品でも複数規格あり。

-同じ医薬品でも適応により容量が異なる:

-外形類似薬・

-薬理作用が逆の薬剤.

急法に大量の輸液、輸血により心不全発症一

高濃度栄養剤の急速注入は下痢、腹痛発生。

叡剤の代謝が低下しており、日中も薬剤乍用残り、リハビリで榔j

事故をおこす。とくに長時間底部は注怠

アマリーjレ(血糖降下弗'D1アルマ-}レ{陶庄宵仏サクシン(筋弛緩脅かサクシゾン

(ステロイド)、タキソ-Jl{和高、 I樹齢IlJキソテー}V(Ijs絢童書*(使用量が数分の

l盤、ノノレバスク(降圧的'i/)レパデックス(手l湖、アロッテク(気管支嚇⑥/ア

レロック航アレルギー剤、テオド-}J，，{気管支鰯，断テグレトール航療態的、

プレドニン(ステロイド鶏/プノレセニッド(世話傍潟、セファメジン{抗菌鶏/セアメ

タソン(抗菌車号、セルシン繍神安定剤/セレネース(向精神潟、ビソノレポン(去疲

鶏/ボスミン併任車号、ホスミシン S航葱鶏/ボスミン併任草母、メチ口ン偵機

事事/メイ口ン倍鋭議調整潟、プロカイン鮮日号劉際紛キシ口カイン(局麻薬、抗

司程脈鶏など。

ピソルボン t静注用、吸入用)、キシロカイン(局麻用、抗不整脈用)。

キシロカイン(局麻用。0.5%，1%、抗不整脈用。2%，10%)、ベンタジン(鎮痛

葉 15mg，3Omg)、ソリタ・ソリタ Tlソリタ T30点滴電解質粉(2ぽlmI，印加D。

インスリン製剤、リドカイン製剤(キシロカイン O庁防局麻用!lO判開港

脈用)、メソトレキサート仏庄支主誠紙抗リウマチ鶏。

アンプルカ誌むE淘(掲色ガラス):セノレシン(~書神安定書号、プワンペラン(申j吐書号、

ピソlレボン(去疲菊、ラシックス(甲尿鶏など。

ウテメリン(子宮断箆斡/メテナリン(子宮収縮事号、ボスミン、イノパン、力タボ

ン(昇任菊/ミリスロール、アlレブォナ-}V(除夜鶏
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平成16年度統合議議
資料⑤

f 臨地実習における看護学生の責任と義務 j 

担当.中谷千尋

「基礎教育における技術教育のあり方に関する検討会」の報告。草生労働省)については、すで

に授業で説明されたところですが、看護学生が到達すべき看護技術教育の内容と範閣が明らか

にされました。特に診療の補助業務が見学笑習から、実技トレーニングへの方向へと転換し、

身体侵襲をともなう技術においてどこまでが許容されるのかが検討され、レベルI.rr.mで

示されました。このことについては、実習施設の意向もあり、多くの笑習線設が臨地実裂を引

き受けることにより、学生の行う行為についても、診療・看護の一環としての行為であるとと

らえ、施設側の一員として扱っています。すなわち、学生に対して、自福地実習指導者が行うべ

き指導を怠ったために生じた事故および、学生自らが注意義務を怠り当事者になった事故につ

いても、損害を賠償するという考え方がされてきています。また、受け持ち愚者の決定につい

ても、患者の承諾を得て、より慎重な配慮を要することは言うまでもありません。

1、看護学生の位置づけ

看護学生の臨地実習は、厚生労働省、文部科学省から、学校養成所指定規則に基づいて指

定を受けた実習施設で、教育プログ、ラムにそって教員や臨地実習指導者からの計図的な指導が

なされなければならないことがうたわれています。

(教育機関と臨地実習機関との連携による指導体制:看護粉剤には、学生の患者認詰屋、者諮の方法の選択・

技術・思考プロセスに対する資任が伴い、臨床指導者は、患者にとって最寄の看護が提供されるように

情報を補いながら学生に働きかけ、実践にあたっては双方の資任が伴う)

1 )看護学生は、将来看護師になるために必要な学習をしているのであって、単なる無資格

者ではない。

2)看護学生i士、各教育機関の教育目的・目標に則つ士指導体制のもとで実習をしており、

学生個々の単独行動ではない。

(保健師助産飾看護師法第31条にf看護師でなければ第5条に規定する業をしてはならなし、」と規定されて

います。 f業Jとはそれぞれの社会的地立において看護業務を反復継続して行うことを意味しているので、

看護学生が磁地実習で行う行為は「業JIこ相当しません。)

2、看護学生の責任

1)海地実習に入る前に十分な学習をする。

看護は実践の科学であり、机上論だけで看護はできません。学内で学んだ却重量(講義)

合学内の演習で盤食し、更に盆金するために路地実習は不可欠です。臨地実習をしない

ことは、患者への安全性を保証しないことにつながります。従って臨地実習に入るにあ

たり、十分な学内での学習が求められます。それが学生として持つべき責任です。

2)看護の倫理観念養う。

臨地で多くの患者iこ接し、受け持ち息者のケアを通して、学習の限界を知ることが

できます。学習の目的よりも、患者の人権が優先されなければならないことを学ぶこ

とができるのも臨地実習です。この体験によって学生l士、患者を尊重する態度を身に
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つけることができるのです。これは、医療事故防止の最も霊主要な鍵です。学生時代

の臨地実務の経験によって看護師としての倫理観が育成されていくのです。

3)チームの一員としての認識を持つo

患者の安全を守るという考えに基づき、オヤッと怒ったり疑問に思ったりしたときに

は自ら調べたり、指導者に助言をもらったりして納得してから行動する。また、他のメ

ンバーの行為でも疑問に怒ったことは「自分の考えが伝えられるJことが責任を果たす

うえで大切です。

3、看護学生の法的責任

1)求められる注意義務

看護学生iこも、織地実習にあたって有資格者と問様に注意義務があります。学生の場合

は勉学中であり看護師ほどの知識や技術がないので、基本的には学習レベルに応じた注意

義務が求められます。一般に3年生であれば、学習の進度からこの程度の予見および回避

行為があると判概されるのにそれができなかった。また、学習したことをどの程度習得し、

該当行為について、ど、の程度の実習準備を行っていたか、また、指導者(教員、街地実習指

導者)からの指導を十分に守って行為を行ったかが判断基準となります。

注意義務

注意義務とは、刑法第 211条に「業務上必要な注意を怠り・・・・・ Jと記載されて

いるように医療従事者に限らず、すべての職業人に業務上の注意義務が求められてい

ます。注意義務にはf結果予見義務jと「結果図滋義務jとがあります。「結果予見義務j

とは、療養上の世話および診療補助行為の過程において、対象者の死傷を招くような

事態が発生する恐れがないか、予見(予測)することです。例えば、高齢者や歩行の不自

自な患者にとって、廊下が滑りやすかったり、段差があれば転倒することが予見され

ます。また、術後姉炎を起こし易い、持創ができる危険性が高いなどの予見は、学生

でも学習ができていれば可能です。しかし、知識が不足していたり、忙しさに流され

たり、安全への意識が不十分な場合、気づかなかったり見逃してしまうことがありま

す。これらは注意義務を怠ったことになります。そして予見した後は、それらを悶避

するために対策を立てて実施することにより回避義務を果たさなくてはなりません。

(結果回避義務)。看護計額にはこれらの視点が入っていることが重要であす。

静脈借すを、保健詩蹴産師看護締法第5条に規定する診療の補助行為の範障害として取り扱うことにした厚生

労働省では、薬剤の血管官主スによる身体への影響が大きいことに変わりはないという見解に基づき、看護師な

どを対象とした側主の実施、静脈注射の実施、などに関して施設内基準キ〉看護手煩の作成 見直しなどを求め

ると共に、望号諮師等学校養成所においては翠翠笠f君、静脈注射に関する知崎臨技術、感染安全対策などの

教育を必要に応じて強化することを要請しました。厚生労働省は看護揃情強化を図ることにより、将来的に

医療事故防止に万全を期したいと考えています。
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4、看護学生としての研鎖

1)看護の倫理を身につける

2)知識・技術の研鎖を図る

3)確認とダブルチェックの習慣を身につける

4)連絡・報告の義務を果たす

5)カンファレンスを持つ
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臨地実習において看護学生が行う基本的な看護技術(水準 1) の習得状況
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学習目標(S80)

中・盤的観察がで音報告できる.
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領線 基礎 成人 当去年 小児 母性 精神 地域

言阻目標【由0) 学習時{S叫 鵬 2盟 L_$_LALl曲;'" 1 ~!I! i .i!.'l' 1 _ '" 1~!I!!.i!.'l'! '" I ~!I! ! .i!.'l'! _ '" 1~!I!!.i!.'l'; i開 i 朱

5)膏 柑 人数 50! 2} - 241 59}. 01 291 37!. .0: _.481 371 .11 __ 471 .171 _41 __ 641 81 Oi 791. 341 il 51 
円 ①慕私的な目的・適応・方法が述べ色れる. 1 % 65.8%1 26混i31.6目 前倒¥ 0.0%¥33臨 時刻i0.0%156.5覧 435克11.2弘155.3覧 20.0叫 4.7%175.3潟 92弘i0.0割問師 395%i 12磁 59開

人数 481 21 261 601 01 291 371 01 481 36! '1 481 151 41 661 31 01 師 33! 11 5' 
②その人へ由実施する目的が述べられる. I % 1 632百I2師! 34.2%1 67.4%1 0.0出 32.6%1 43.5弘i肌 1565%1424自i12%156.5掲 げ加14.7%1 77開 3.4民l0田i時間 38邸112対 6O.開

③実施によって起こりうる危険性が予測で 人数 481 21 26 四1 01 301 351 01 501 351 '1 481 141 31 691 31 01 851 301 41 5' 
き‘対担方;去が述べられる. 軸 632%1 2.6制 342%1 66.3%i 0.0覧133.7覧 41.2制 0 0制 58.8覧 41.7覧112%157.'混 16.3括13.5%! 80 Z活 34%1 0.0%196.6%1 35.3覧14.7封 印師

I@実施に伴う準備{その人的準舗も吉む)が人数 48j 31 251 591 01 301 30， 01 551 331 '1 511 '31 31 701 21 '1 851 281 41 53 
lできるe 同 63.2副 3叫 32.9% 田路10倒i3m 353d0.0%1 64.7施 3Bd12鋭 的 関 15.1腎i35%1 制 %1 2.3%i 1.1弘前開 329省i47%l624潟

人数 481 - 21 - 261 591 01 301 301 01 551 331 '1 501---131 31 70r 21-jl B51 271 5! 日
⑤その人Iこ適した方法で実施で吉る. 特 632mi 2.6弘i34.2% 問団iO 出133.7弘 35.3弘! 0O桜 64.7%139.3%1 12副回目 15.1%1 3日181.4% 23対 1.1%!966%1 3'.8弘! 5.9出 62.4弘

人数 481 21 261 591 01 301 311 01 541 331 '1 51! 141 31 691 2f ..'1 -851 271 5! 53 
⑤実習前・中・桂町観察がで吉報告で古る. r %I 63.2%1 2.69'11 342民 間四i0.0%;33.7%1 365%i 0.0%)63日 388%1 1.2%! 60.0% 16.3覧135ザ 802%1 2.3%i 1.1%i96.6%1 318出 59駁 62.4% 

6) j先盤 ‘ 人数 301 3¥ 421 421 1 i 451 32; 2【 531 231. _31 ..601 151 01 701 151 1! 71' 201 31 64 
①基本的な目的・適応a方法が述べbれる. 1 % 40.0%I 40%1 日開 477%! 1.1%;51.1%1 368斑i2.3腎1609%1 26.7桜 3.5叫 698%1 17.6%1 o0%1 82.4覧 172弘! 日制 81開 230%1 3.4%! 736% 

人数 251 31 471 _ ~21 '1 451 301 21 551 211 31 621 "1 01 74r --11-! --C-jsl 18， 3， 65 
②そ由人へ由実施する目的が述べられる. I % 1 333%! 4，0弘1627%1 47.7%! 1.1民51.1%1 34.5%! 23m回目 244叫 35税 72.1%1 12.9覧! o.開i87.1弘 126%1 1.1酎 862%Z09%， 35%i 75.6% 
③実施によって起こりうる危険怯が予測で 人数 25! 3i 抑 制! 1! 461 29! 2! 561 18j 31 651 101 01 751 ---101-1[---761 16! 3! 67 
急対処方法が述べられる. 同 33.3%! 4凹 i627%1 4606完i 1.1沼!52.3弘 33.3%12.3出 6404%1203出 35%!750師 打開10.叩i882鳴 115%i1.1%!87.4喝 186潟i35説 779潟
@実施に伴う準備tその人的準惜も吉む)が人数 ~li __51 _ 491 _ ~?! '1 _ 471 251. _51 u 561 ~ 17! _3i _ 661- -Si o! -771 8j '1 781 131 4， 68 

5 できる。 %28.0叫 67%t 65.3%1 45.5% 1.1%i53.4% 284%2 5.7%!65.9潟 19.8覧i3.5%i76.7克 94覧10.0出 90.6部 9.2喝1 1.1%1 89.7%1 15.3M 4.7記 80.0討
清 人数 21! 5; 491 39j 2; 抑制! 6， 581 151 5i 651 81 0， 771 81 '1 781 13! 4! 68 
潔 ⑤そ由人!こ適した方法で実施で寄る. 同 28.0覧! 6.7喝! 653%1 443%1 23%1 53.4'M 273覧 88%!65.開 17.6民i59潟i765%1 94%1 oO克I906混 92覧1 1.1出 89フ%1153克i47%1 80.0混

人数 21， 5j 491 391 2， 471 25i 4i 581 18! 31 651 8! 01 771 8! " 781 13! 41 68 2 ⑥実曹椴.岬中.桂の観察がで吉報融袋でき封る. 特 z怨8師! 6.7叫 6時5剖 糾州鋭 2錦 5ね3.4帆% n加 7刊先叫5 4蹴 e閃67刊%12初0ω99%¥ 3制附75.6%1 9嶋 o開i蜘弘 9制 1打叶1叩覧i8回9.7刊% 1均5錦i4.7叫 町

7)口趨ケア 人数 3!! . .'1 ._ ~~I u ~!! . .~I .. ~61 ._~!i ..2! u .91 . 54! . 31 _ 311 .. eJ-Oi 771 191 41 651 20， 14; 51 言 ①基本的な冨的・適応・胞が述べられる・ 特 別掲!1相i47.2%1 42.5覧i48潟i臼時 間 %12回i102克削船 3制 35.2%1 9時10O%!90田町民145%;73閉山%116開 60開

人数 ~~i • .!.! .• ~:I u ~~! . .~i •. ~!I __ ~!i u~!.. :?I . 5C  : .~! _~~iJ _ .5， ..01 801 171 41 671 191 151 51 2 訳出入への実施する冨的地べられる・ 軸 500克i1.4%¥ 48田川省i4脱出関 86.5%i2.2%' 112%引 4134%?持部 5制 O開i州民 19側側!76叩 22.4%i17制間関

③実施によって起こりうる危険性が予澱で 人数 36! . '1 u 371 .. 34! .4! _ 491 771. 21 101 m 52!- 4j'. 321 41 01 811 171 4! 671 171 16; 53 
術 き‘対路方法が述べられる. 1%148.6%i 14封切開 39.1克i4.6覧156.3弘 86.5似 2.2出 11訪問団i45%!36.4%1 4.7制 0.0期 間 部 内 部i4.5叫 76.1%1198副186%¥616覧

@鍵施l二伴う準惜[その人の準惜も吉む}が人数 32: . 3! H 391 ~O! .61. 511 j5! 21 121 50! 6! 321 01 01 651 101 6! 721 9; 23[ 54 
できる. I%IU2覧14.1拡i52.7% 34.5出 6.9%i58.6お 843努12.2叫 13.5%1568間 6.8%136.4賞 。。潟io 0%11090潟 11，4%1 6.8%! 81.8% 10日i267%! 62.8祐

人数 311 4! _ 391 30! 61. 5'1 75! 2! 1il--49i-- 6!  321 01 01 851 10! 61 721 8i 241 54 
⑤その人iこ適した方法で実施で古る. 帖 41旦盟ー_，4制 52.7見 34.5%! 69出 58.6覧 843混 2.2出 135%15693%t 669%!36.8百 0.0%1 O B混i1000混 11.4覧 6.8制 818百 93叫 279%1 62.8覧

人数 331 __2! _391 _3¥: __5!_511 751 2， 121--51， --51 321 '1 01 841 "1 51 721 11; 21i 54 
⑥実晋前-Et.佳の観察ができ報告できる. 同 446%; 2.7%! 527駕 356混15.7%i58.6潟 84.3制 2.2%1135%自由Ii 5.7覧136.4% 1.2%i ao財 閥開 125%i 5.7%! 8 1.~~1J 2.8出 24.4%1 62.8% 

8)整容 人数 40! 1! 311 48! 日i39681 01 20461013915j oi62352i523415145  
①基本的な自的・溺応・方法が述ベられる'1%155.6%i 1.4沼143.1民 552%! 00叫 448%1 76.7% 0.0%!23.3覧 54.1覧10。叫 459潟 18.1 %; 0 開 5 819%1 393出 22出 58.4お 40.5%1 6泊施i536覧

ベ 人数 37，" 341 47ιoi406610120463013913i Gi713412j5333  f 6?45 
②その人へ由実施する目的が述られる， 1 % 1 514掲i1.4%I47訪 日開i0.0%146.0略 76.7覧 0.0%i23.3協同 時j0開i45.9%1 15.5出 0.0出自4.5百 382%!22出 59.6覧 39.3覧 7.1出 536T3

③実施によって起こりうる危険怯が予捕で 人数 ~~! • .!.i .. ~~I _. ~!! h~l.. ~~I h ~~! __?! u 201 _ 45! 01 401 m 12!- o! u701 321 2! 551 31! 81 46 
志対処方法が述べられる， 1 % 1 52.1%¥ 14%; 嶋田 54.0話 0.0出 46.0% 767出100%i23.3%1 52.9%! OO%!47.1弱 14.6出 0.0%1 aEA覧 36.0弘i22叫 61.8覧 365%i 9.4出 54.1羽

@:実施に伴う準惜{その人の準暗も吉む)が人数 ~~i . .~i .. ~~I _ ~~i . .1¥ =4jr--':-:-~5i m -'i . 211 391 21 431 91 2¥ 731 301 31 571 271 "1 47 
で吉る。 時 46.6覧i4.1拓! 49.3対 51.7酎 1.1覧147.1覧 74.7弘1 1.1覧 24.1覧 46.4%1 2.4%151.2潟 1O，7%! 2.4%1 869覧 33.3%i 3.3覧i63.3%1318叫 129%j 55.3% 

ー 人数 34! 31 361 451 '1 411 651 " 211 391 21 431 81 21 741 26! 3; 591 261 111 48 
軍その人1:適した方法で実施できる。 同 46.6自， 4.1混; 49.3弘 517%¥ 1.1弘!47.1%1 74.7%! 1.1叫 24.1覧 46.4%i 24%!51.2拡 9.5%i 2.4%i 88.1%1 31.1%i 33対 65.6覧 305%i12.9叫 565% 

人数 35j 21 361 451 q 4'1 55! 1， ilj--;nr-11--431 9! '! 731 281 31 591 27; 11! 47 
⑤翼宮前・中，後の観察ができ報告できる. 同 479d 27d 493m 517覧i1.1弘547.1% 74.7見i1.1覧， 24.1%48.2%1 1.2%! 50.6弘 叩間i 1.2潟2 88凹 31.1%i 3.3%! 65.6%318克i12.9%i 553% 
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目的・適応・方法が述べられる.
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懐紙 基礎 成人 老年 小児 母懲 罰神 地域

桂ー蝿自襟tGI0) 学習自穣(S80} ZE軍iZ虫色Lit f 曲} j豊麗 LZE主 来|察施 i見事 i;;; I ~liIf T li¥"l' i ;E は豊島w挫 J鞠 見学 1 5持

人数 ~:i ^ _~1 "_ ~~I "' ~=i _ ̂:1 '̂ ~~I .. ~:.i _-:.~r--:~ ~~I _̂ ~~! _ .~i ，_ ~~I u ~~i 10! 441 341 4! 501 2S1 ，，，. 9i '0'46 313Jマネ ①基本的な目的・道路・方法が述べられる。%140似 6.9封印曲 目路16.2叫 42師 51叫¥ 3開!45朗白3%1 24曳!58部 括協i打開i引開 38.6%14開 56師 337弘1108封印柑

1 人数 28! 51 391 411 5! 351 41! 31 361 -331 21 拍 議 101 451 331 41 511 27j 9! 47 
2 ②その人へ由実施する自陣が述べられる・ 軸 389記 69脱出2%1 50.6%1 6.2副 43.2弘 51.3弘i3.8%1羽田 293見j2.4潟i583拡 118覧i 52開 375垢145%i58開 32.5%;108昆156出

安 ③実施「よって超国りうる危険性が予践で 人数 28S 5i 39 413 5i 35 465 31 36 32i Z1 49 10I 45 32i 4i 51 26j si 47 
金 吉、対恐方法が述べ』告れる， 特 38.9%1 容師5542%1 506%1 62%143.2覧 50開! 38%; 456弘 38.6覧i2.4%1 59.0児 打.時J536見 36.8%14.開j58師 31.7見 11田157.3略
管 @;実施にf辛う準備(その人的車舗も吉む)が人数 2~i __S.i u ~.11 ._ ~!! _ .?! __ 3~1 36! 41 381 :ioj 21 511 28¥ 101 461 301 41 53 制I 10i 48 
E里 できる。 悼 ~i6.1%1 69弘!日開 45.7覧i7.4出時間 462%; 5.1%; 487花田市 2.4lli_61.4活 33.3見1119制 5408%345詫i46叫間関 293%;122%i58.5覧

の 人数 ~~1 ，_?! __ ~~I ._ ~?'i _ ， ~i ，_ ~~I __ ~~i _ ~i __ ~~I __ 3?1 _ 21 _ 511 28! 10¥ 461 301 4! 531 -23! -i1! --;;a 
技 ⑤その人に遺した方法で実施でき る。%I 36.1覧3: 68活1569%1 45.1%1 7.4民 46.9克 明 2%1 5.1覧 48.7弘 36.1%1 24%i 614百 333腎i11.9%! 54.8%1 34.5覧 48知 60.9見 28.0弘113.4M 58問

楠 人艶~~! H S./ __~.11 ，_~2i _ .~! ._:~I ..371 :4r-:-:3!r. 30! _ 2! _ 511 28i 101 461 301 4! 531--241 '1ol "48 
⑤実晋前・中'控の観察がで吉報告ピ吉る。 軸 36.1出g 6.9%; 56.9%3 45，7矧 7.4覧t46.9%1 474rIL__5.1弘 474略 36.1弘 2&l"1.4潟 33.3弘LJJ.9%1 54師 34.5児14主lli609%1293覧i12.2%1 585覧

i体位樺持 .、 人数 ~~i ，.:.1 ，， ~~I ，， ~?'i ， .~i__2~1 ，.6?i ，，?: u~_1J ， 42i .，11 41T 341 31 511 15! 11 691 551 '7! --23 。 ①基本的年目的・適応・方法が述べ勺れる。 特 72.2%1 1.4%; 26.4覧 70.2弘 2.4出 27.4弘 74.1%1 0開 25.9首 50倒;1.2%1 羽田 388覧13.4%! 580対 11.6満i 1.2弘i~1.2%1 64.7%1 8 ZW 27.1弘

、 人数 ~!! i~!i ，，" ~!I <>-， ~Z! "A~j "n~?'1 .， .?~l "，，?，! "..~~I.. ，， ~~r' 'A~r ._~!.I u~~! .~I ~11 13l ;1 "71'1-"551 -'-:;1 -'23 
<%そ由人への実施する目的が述べbれる. 同 69.9制 1.4桜1288% 679覧: 2.4%; 29.8%1 74.1%; 0目見i25.9先 50.0桜 12記488克 386%5 34%J 580百 15.3%) 12%18259 64.7%i 82%1 271鳴
③実施によって起こりうる危設怯が予測で 人数 481 21 22 54i 3i 28 601 0; Z1 421 11 41 33i 31 52 121 1i 72 551 81 23 
き、対担方法が述べられる. 拍 67.1覧12.7知 30.1弘 63，5弘: 3.5弘!32，9覧 74.1覧! 0田:25.9沼町 田;U弘¥48.8覧 37.5稿i3.4%! 59.1%1 14.1覧: 12%i 84.7覧句』叫 93叫 26.7弘
@;実施「博う準舗(その人の準備も吉む)が人数 ~~i __~! __ ~1.1 _， ~~i __~i __ 281 _ 59! 1! i1r 4i!~ 削 ~?'ì __~i h ~~I ..121 . 2j -711 49! 12! 25 
できる。 帖 65.8%! 55%! 28.8%1 63，5%; 3.5出 329克 728%1 12略:259弘 488叫 2.4%! 4B.s覧 345%¥ 5.7%! 59.8覧 14.1刻 24%!835丸 57.0弘114.0弘129.1略

人数 473 41 22 54i 31 28 59i H 21 41j 21 41 29i si 53 121 2i 71 49 i 121 25 
⑤そ白人jこ遇した方法で翼施できる。%I 64.4%1 5.5弘 30同 635%1 35%1 32.9%1 72.8先I12%i 25.9覧 48.8%; 2.4%r 488%( 33，3%1 5.7%( 609%1 14.1弘i2.-.4%1 83，5児 570加 14.0施iZ以内

人数 ~~1 .，:! "̂ ~:.I 0_ ~~i _ 0:1 ^̂  ~~I __ ~~! :-._T，-:，_ ~:L ~.li ~: u 411 30【 51 ，_  521 131 1! 711 50! 101 26 
⑤実宮前・中・能町続察がで吉報告で古る. 同 開 5%1 2.7覧 28開 63.5覧 3.5%1 32.9%1 728%1 1.2叫 25.9部 ~8.8出 24副 嶋 田 345%1 5.7%1 59.8町内四i12%1835百 58.1%i116覧1302% 

2)寵法等身体 .、 人数 38i 01 331 55! 21 261 32! 円 相 ~~! __?i __~~I n~1.! . 1! 621 101 01 751 211 O! --63 
聖楽理進ケア ①基本的な目的・適応・方法が述べbれる. 軸 53.5%! o.O%i 46.5% 随時12.4%l 31.3目 39.0%[ 1.2制 59.8克 25.0%; 0O潟275.0% 250%1 1.2%i 73.8有 118弘10_Q_%! 88.2%259%1 0.0叫 75.0% 

日 人数 34013852jzj 29 3 0 j 1 1 5 11810i661711i675ioj81181  0186 
3 ②その人への実施する冨的が述へbれる. I % I 47.2貯 00陥¥ 528%1 62.1抗i 24出 3~.9%1 36.6%! 1.2%i 622%1 21 .4百~ 0.0出 78.6% 20.0副 12叫 78.師 58偽i0.0覧; 942覧 21.4覧; 00覧i78.6覧
宮 ③実施によって起こ切る危険憶が予測で 人数 352 0i 37 51i zi 39 30j 13 51 19f oi 85 13i h 86 5i ai 81 17i 11 67 
全 昔、対処方法が述べられる. I % I 486%1 0O附 514覧 61.4覧[ 2.4制日時間関L1.2%! 62.2%1 22.6見! 0 O覧171.4%21.2叫 1.2覧i77.6弱 5開io O%!阿部 200覧112%i 羽田

穣 @実施に伴う串髄(そ白人の準備も吉む)が人数 ~~i ^^~r ~:~:，I .^~:，I ~:~I""~ ""~?'I ，，:L~s.I__!!i __?I _ 671 171 -1! '671 -iii -:oi v-8';1 <v~;i '.~ì ， o.~; 
慢 できる。 柏 崎 臨i0 間i542%1 59.0%1 24弘i日開 30.9叫1.2刻 57.9覧 20.2%1 0.0沼!?旦~JIL_ Zao知 12%178E5.8%1 o.臨! 94.2覧 165%!24弘i812見
白 人数 3Z1 014048i Zi3324i115815j oi6916i1i684i  oi82141 2i89 
技 ⑤その人!こ越した方法で実施で音る. 軸 44時 E1 0 O曜 日開 57.8覧 24%i 39.8覧 29.6覧i1，2%1 69.1混 179%; 0.0%1 a2.1覧 188%1 1.2%1 80.0部 4.7児10.0覧195.3覧 16.5%i 2.4%1 812% 
間 人数 3310i3948i2i3324j1j5616i oj6817i1j6751018115i1i 田

⑤実習前・中・後部混繋がで吉報告できる. 同 羽田; 0.0叫 542% 57.8覧L_2.4%L398%1 29.6%1 12知 69.1%1190弘! O開 81.0克 200%1 1.2刻 788覧 58鳴10 0%1942%1L6%i 12%1 .[_1.2現
3) IJラクゼ ぃ人 数 26i134648j13443iH39 39iH4537i514336}8;432513I60
γヨン G:基本的な目約・適応・方法が述べbれる. 同 35尉i! 1.4覧53 63.0覧 57.8叫州 12叫 4.1..0%1 51.8見， 12%i 470弘 45.9間 12制 529略 435弘! 59%1 506%1 41.4%! 12M 49.4覧 284出 34%i 682潟

、 人数 251 12 47 45i 1 37 4Zi 1 40 391 1i 45 361 51 44 36: 8i 43 221 31 63 
②その人への実施する冒的が述ベbれる. 特 34.2混i! 14%; 64.4% 54.2%1 1.2%1 446%1 50.6覧! 1.2%1相 E%羽田; 12弘L52.9%1 424弘159叫 518%1414%1 92%149.4覧 25.0弘i3.4%1 71.6覧
③実施によって起こりうる危按践が予澱で 人数 24i 1i 48 441 1i 38 42j 1i 40 381 11 46 35} 5i 45 34i 81 45 221 3i 63 
き、対処方法が述べられる。 同 329%i 14%i 65.8%1 53.0弘! 1.2弛i45.8% 50.6%i 12叩 482覧 44.7%1 1.2抑制 1%1 412%! 5.9%1 !;1，9%139.1%; 9.2覧151.7%125.0%; 304叫 71.6弘
④実施lこ伴う事暗(そ白人由準識も宮む)が人数 Z3i 11 49 41j 1i 41 42i 11 40 38i ii 46 311 6i 48 341 8i 45 201 3 3 65 
できる。%1 315説 1.4出 61.1目 49.4首11.2耳149.41略 50.6出 1.2H482%44.7覧i 1.z出 54.1百 365穏i7.1覧! 565邪 39.1弘192%15.1.1混 227覧134潟 739陥

人数 Z3i 11 49 41i 11 41 42i 11 40 381 11 46 31i 61 48 34 8i 45 201 31 65 
⑤その人に適した方法で実施できる. I % I 31.5ザ214私167.1覧 49.4時 1.2%! 49.4弘 50.6覧i 1.z制 48.2%1447%1 192%1 54.1%1 36.5%¥ 7.1%¥ 56.51%391%1 9.2%151.1弘 22.7%; 34%; 73.9見

人数 231 1j 49 41i H 41 421 1i 40 38i 11 46 31i h 48 341 81 45 20i 31 65 
⑤実習害容・中・桂由総務ができ報告で音る. 明 31.5弘114出 67.1部 49.4%! 12弘;49.4弘 50.6%1 1.2%1 48.2%44.7%[ 12%1 54.1曳 365%1 7.1%J SM%139.1%i ~2%i51 .7%22.7潟 1 34%1 73時

i
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資料⑦

成人 老年 小児 偉怪 地蔵 官す
01o I Sso 配施見学 朱 実施 見学 朱 実施 見世 朱 実施見学 朱 冥踊 見学 朱 E 園毘田掌- 朱

議
22農 l人数 ~ i 72 1 15 i 4 i 71 1 17 i 6 i 67 1 8 旦 7912017  :6217  il  180 

ェー7・胃ろうなど1 g 軸 1:師 2.2% 80朋 161覧 4A% i 18.9完 18.9時 63% i 14.4性 三主1 1主1 2 竺 2主1 29.1% 1 8.0見 U弘 90.9% 

l人数 Z 72 15 i 4 i 71 L'7 i 7 師 jL o 1 71 2L  ヱ fL  三 1 ! 80 
同 17.8%2.2誌 80.0%161%44% i 78.9弘 18.9尚 7.8%133%I 9.2%o.0% i 90 81も 23.6花 7S見 68.5%89% ! 1.1花 903%

リ|人 14 i 2 7 4  I 14 i 4 i 72757  ! 6~5 0 8E111  1 6E4  j 183  
% I 15.6免 a 2.2覧 82.2%I 15.6% I 4.4% i 80.0% I 16.7% i 7.8% : 75.6% I 5.7% I 0.0% I 94.3% I 22.5も 1.9弛 69.7覧 4.5略 U% i 94.3% 

~ñ 1人 14 i 2F413  ! 5 ! 721377o  I 4 i (EEZ 」旦 8 I 6E3  ! 1 ! 85 l、t一h 鴻一・ Z ー闘 、 軸 1 6%1 22拓 82.2% I 144潟 5.田 60皿 14A% i 7.8% 77.8% I 46覧 00略 95.4% 四 四 90% 1 70.8% I 3A% j 1.1% 95.5% 

、数 1 4 1 15 I 5 1 11 1 74 1 2 1 12 i 16 1 3 1 0 i 85 1 7 I 16 i 65 I 1 1 1 I 86 
1"刀、じ言。 目， w 2% i4A%i 83.3% I 58喝 12.2完 1822潟 22誌 133苅 844%j.4% i__~型 型主旦主主 i18.2~_î _n.些工明 E L1% i91.1% 

品 1 4 1 17 14 1 11 i 75212  ! 763  i 0 i 855  i17 i 661  1 1 1 86 

ができる 9明 日当 :865% 旦日 12四 回路 22里 133覧 84.4男 1ニ笠旦旦1i9壬6%2.7%11堕%i 7盟11.1% 1 U私 591.7包

1::'市，，4 、数 1o 1 3 i77 1 8 i 1 1 755  i 11 i 13 1 3 1 0 1 8511i1364  I 1 ! 1 i 86 
|ピさ<> I % I lU弘 3.3耗 i85.6% 印私 i 1.8% 183.3% 5.6% 124弘 82.0% 34% 叩% i96.開 12.5九214B%! 72.7克 U% i 11覧 291.1% 

9 i 3 i 7 8 4  i12 !74 I 41273  I 3 j 0 i 855118  i 6 5i  86 

10.0% i 3.3略 86.1% L4，4% I 1.1，3% L 82，2%_l__4:旦 L13.5%_f_82坦 3.4% i一旦主主 i 95.6% I 5.7% ! 20.旦 1担%1 1.1% i 1.1% i 97.7'10 

13 1 2 ， 74 I 16 i 1 i 61 I 11 i 8 i 71 1 5 ， 0 i 82 I 1旦 J 坐 85

a I[【栄聾衆 崎 1叫4.6師克 2.2目%回1叩%I 1打1.8師覧 1.8師覧一?刊4，4%特覧 1世2路 i一8 一一一
、n凪富山 l人数 13 i 2 1 74 I 17 ! 7 ! 66 I 13 ， 8 ， 69 6 1 0 i 81 I 16 ! 7 ! 65 1 胆

l会三五:瓦 量聾製剤に軸 14.6%i 2.2弘 83.1%I 18.9弘 1.8施13.3私 14.4%¥ 8，9% i 76.7弛 6開。開 93.1覧 18.2%! 8.0% ! 73.9% I 5.7% i L1略 93.2克

|できる |人数 8 i 5 ; 16 9 ! 11 i 70 I 4 i 12 L1E 3 ! 0 i 8]E 3 ! 2E fE  2 i 85 
|凪中附'1~'-'-'"、 C.~ 明 9.0% i 5.6誌 85.4% I 10.0% i 12.2% i 77師 4.5% i 13.5% I 82β私 3.4% 。肺 96.6% 1 3.41略 22.1% i 73.開 2.2% i 2.2% ! 95.5% 

LM Cおり、青向車雷|人数 8 i 4 1 77 J1 11 12 J主 三 よ 2 1  ユ1 11  2E  1 ! 87 
|明』ゆ~c;;c."，帖 9.0% ; 4.5略 86.5%I 8.9省 12.2九 18.9%I 5.出 13.5%! 80錦 2.3完 U% : 96.6% 1 11.4% i 1生8%1 73.9% 1 0.0% i 1.1 % 1 98.9弘

"':;;'..，..::1動 、;!{> 1人鰍 8 j 4 7118111i711311ZJ4 三 ユ 114 ! 19 l 6E 1 i 87 
軸 9.0% 1 45% i 86.5克 3%122混 7S，9~込 33% ! 144耗 82.2弘 23% 1 1.1%986覧 45% ! 215% ! 739% I 00% ! 1.1%98.9% 

'1，;<;';./・ 1人数 11 i 2 i 76 _~__ _.1_.1空 11 72 1 3 i 0 E~E 15 里3 1 86 

軸 124%; 22潟 85A弘 3匁 8.9%71.8誌 56完 135誌 80.9%34% i 0D% i 96.6見 114見 17D%; 11.6%1.1覧L11も 97.7覧

凶品川叫日|人数 8 j 4 i 77 ~ __  !_12 71 E 14 73 I 2 j ， 時 3 i 20 師 87 

|で吉る 帖 80% ! 4，5花 86.5略 1.8祐 133完 18.9克 33% 1 15.6覧 81.1省 23% ! 1.1%96.6発 3品 22.5誌 14目。四 11%98師

ζ 己匂 |人勢 1o ! 2 1 77 I 11 i 8 i 71 I 1o ! 8 i 72 3 ! 0 ! 85 I 12 i 11 65 88 

明日2省 2.2% i 86.5略 12.2%I 8.9覧 1B.9%I lU% i 8.9% ! 80.0% I 3.4% 。β% 1 96.6% I 13.6% I 12.5% i 73.9% I 1.1% i U% I 91.7% 

~$~ 1人難 6 i 6 i 77 I 5 i 13 72 ! 2 i 15 i 73 I 3 o I 85 2 22i65!lili86  

% I 6.7% I 6.7見 86.5児 5.6見 14.4処 80.0格 2.2% i 16.7% ! 81.1部 3.4% i 0.0覧 96.6%I 2.2'込 24.7%i 73.0%! L1克 i1.1% ! 97.7% 

|人劃 7 I 4 i 78 ヱ J1 11 _3__j_ 13 i 14 I 2 i 1 堕 2 ! 21 66 87 

!し日て胃チ刊ユ ，~H酎、 % I 7師 45克 81.6% I 78克 13.3% 78.9% I 3.3完 14特 82.2克 2.3% i 1.1% ! 96.6% 22施 236% 1 742苑 0.0% i 1.1克 989% 

i人I!I 973 I 3 i 085  ! 511  1 66 ! 1 i 86 

|できる 96140%i 3.3% 87% I 12私 自% !.9% 9% 101% i 82β% ! 34略 00毘 96.6% 57略 193%275D克 1.1% i 11% 977覧

…正陪|幽誤漢を礁述筋・iベ磁立冨るw吐こm冒・下と冨が棋吉"でな・宗はきど宅る]匂看. !入車 i 8 ! 71 I 10 i 7 ¥ 73 I 3 ! 0 堕 !3_i_I_O _!_S6__L_1 ! 1 i 8{ % I 10.0潟 i3.3覧 186.7% I 12.2弘 8.9克 i78.9% I 11.1省出 81.1略 3.4% I 0.0% I 9開 13.6%! 11.4% i 75.0% I 1.1免 1.1% ! 97.7% 

[催に事3下必315読要立，完腸制な競揺を出畳助ふ方けドる法宮人が鵠 人融 i 3 i 17 1 9 I 5 1 74 I 1 I 3 1 19 I 4 I 1 I 82 1 4 i 0 i B5 I 4 ] 1 i B4 
1%111.1弘 3克 i85.6完 10，2%! 5.7% i 同 7開 13.4% i 88.8私 4.6克 L_1.1% ! 94.3部 4.5お 0.0% i 95.5% I 4.5覧1.1% i 94.4% 

、$~. I人数 9 I 3 I 18 1 B 1 5 1 75 I 1 1 3 1 79 I 4 i 1 i 82 1 4 I 0 1 B5 4 i 1 i 84 

|壬ii;. _._. ---1 _ __軸 10田 3.3% i 8fL7% I 9.1% 河 1 間 関 13特田8%I 4時 11.1% 1 94.3%! 4.5% 1 0主主主ニ5%1 4.5% i U% 削克

は.， J，;1<'ã:iI1"'~;: I人数 9 i 3 ! 78 I 8 i 5 1 15 I 1_ I 3 i 19 I 4 1 ユ I B2 1 3 1118E  4 i 1 i 84 
% 1 0  0%33完 86.1%u克 7% 85.2弛 3駕 13.4% i88.B気 4.6克 ;1% i 94.3克 33九 U%95.6%45% i 1.1%94A弘

十「…

臨地襲曹記おいて護費量車事生が骨う基本鞠ti:著書草麓輔{水準2)0)曹事事棋i毘
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010 I SBO 成人 老年 小児 母性 地域 有事F
婁織 寛~ i 実鶴 見学 朱 実篤 見学 朱 実総 見学 z 朱 実絡 i 見学 米 軍軍総 見学 朱

I~~~涜哩 1\41!~.:!'}!'t<..;a(J)!l!!Iliè-<-(J)JliJ*1'liIl;;{'1>;:::1λ語瓦 3 ; 79 I 7 ， 5 i 76 I 6 i 3 ， 80 I 3 ; 1 ; 84 I 1 i 1 i 86 I 3 ! 1 ; 86 

i寵 r 為gAe，電舎，.辻n剖 |軸 8.9% j 3.3% i 87.8省 8，0% ! 5.7% ! 86.4'花 6.7% i 3.4% i 89.9覧 3.4'弘! 1.1克 195田 市 i 時 97.7覧 1.1完 95.6兎

i考えら才 n:ぎ::&. I人数 3 i 6 ， 81 I 2 ; 9 78 I 1 i 6 ， 81 I 1 ， 3 ， 84 I 0 ， 1 i 87 I 1 i 2 ; 86 
iできる;..-~'--.l I % 1 3.3% 日弘田 2.2% i 10.1混 j87.6% 1 1.1% i 6.8% i 92出 1.1% ! 日 % ! 95.5% I 0臨 時四臨 時 四抽出

.巳芝 l人数 2;7  ;8012;9  ;7811!5  ;8210  i2  ;8510;0  ;8810  i2  i8  

iぶ |軸 Z四?開田 2部 t 同 時 1.1完 E7穏 i32% 削 2時 97.7% 瓦石瓦弓瓦 0.0富 田町肺

'ピ芦胆乞言句 |人数 2 i 6 i 81 I 2 i 8 i 79 I 1 i 5 i 82 I 0 i 2 i 85 I 0 i 0 i 88 I 0 i 2 i 87 
同 2.2拓自?包 91.0%I 2.2% i 9.0% i 88.8私 1% ; 5.7% ; 93.2% 1 0.0喝 2.3誌 97.7%I 0.0% i 0.0% ! 100.0% I 0.0% 1 2.2児 97.8%

'FV 省 Fd』，山・常u直，可 i入軸 2 ~7 18012!9  !7810  16  i 8 2 1 0 ! 2  18510  10  18810  i2  187 

''''''‘，...ぇa 特 2.2% i 7.9% 随時 2.2覧 10.1% 師 3即 時 3.2%I 0.0% ! 2.3% I 97.7% I 0.0覧 i抽 出 2.2沼田朋

‘"e匂. I人数 2 1 7 i 80 I 2 i 9 i 78 I 0 i 6 ! 82 I 0 ! 2 i 85 I 0 ! 0 i 88 1 0 i 2 ! 87 

今{:， I 2.2私 7.9~も 89.9鳴 2.2潟 10.1% i 87.5% I 0.0% i 5.8% i 93.2% I 0.0首 2.3% i 97.7% I 0.0% i 0.0拡 100_0弘 2.2% ! 97.8九

|人鈎 2 ! 7 ! 80 I 2 i 9 j 78 I 0 i 6 ， 62 o i 2 ! 85 o i 0 ! 88 o i 2 ! 87 

同 2.2% ! 7.9% i 89.9% I 2.2% i 10.1% i 87.6% I 0.0% i 6.8覧 93.2日誌 0.0% i 2.3% i 97.7施 。0% 0_0覧 100_0弘 0.0略 2.2% I 97.6略

UE..'"コ |人数 3 ! 5 i 81 I 3 i 6 i 8t 5 1 S2 o l 2 85 I 0 i 0 i a8 1 i 1 ! a7 

|に、援助できる・ % I 3.4免 5.5見 91.0% I M私 5.7% i 89田 1.1% 5.7% i 93自 問先 2.3弘 97.7曳 0;出 O蹴， 1曲。0%I 1.1弘! 1叩 97，8% 

|人数 4 I 5 ! 79 I 7 ! 4 i 77 I 1 i 5 i 62 I 0 i 2 ! 85 I 1 I 0 ， 67 I 1 ， 1 ， 67 
l云..・ 9.I 45% ， 5.7誌 8.0% ! 45% i 67.5曳1.1%7覧 93.2%OD% ， 23% i 97.7兎1.-1. I 08弘 5989%I 1j%i1.1%97.6% 

巳と@・|人翻 5___L 4 ， 79 1 5 ， 5 ， 76 1 1 i 5 ， 62 1_tl___L_2 L_ll5_l_l I 0 1 67 I 2 : 1 i 67 
軸 5_7包 i4_5覧 5.7% i 5.7% ， 86.5% 同時 93.2%I 0.0% I 2.3% I 97.7% I 1.1% ! 0.0弘 i98.9包 2.2% i 1.1% i 96.7% 

ば句、田1;!]1~~l!I-e\!!... I人数 4i4i8015  7914  '4  !6012  ，2 1841110 ，8714!0  165 

S覧 ; 4.5% ， 90.9% 1 5.7% i 4.5一弘 89.8% I 45一弘 一4.5一克 90.9% I 2.3% ! 2.3% 1 95.5~地 "略 β覧 '.9弘 ，0% i 95.5% 

i導4罵1嘩を寵畳lる出人4同に事晶事 v~1liijß'KfJ{!ð~tJ\:(i)，l!~~;:l::tJ~"Ci!~~ I人 1 4 i 76 I 9 77 I 5 i 0 I 63 217215101  33 I 4 i 0 1 84 
写 10.1花 i4.5弘， 85.4弘 10.2%! 2.3% i 67.5% I 5.7花 0.0混 94.3%I 14.9苅 2.3花 8%I 5.7弘 i0.0% i 94.3花 O潟 i95.5% 

られ、 i人 ， 4 : 76 _1_9 _i 2 ， 77 1 5 i 0 i_83 1 11 i 4 : 72 1 5 ， 0 i 63 1 4 : 0 i B4 
る， ー円四.，;cIrorl:mtr¥ism: r;e!&Êt~+~vτ 3私 ! 4.5% i 86.41込 10.2克 2.3協 1 87.5覧 5.7私 i 0.0% ! 94.3% I 12.6略 6% ， 82.B免 5.7% ! 0.0% i 94.3% I 4.5% 1 0.0% i 95.5% 

‘附 i 79 I 2 i B ; 79 I 0 i 0 ; 8B I 3 i 7 ， 78 I 1 i 1 i B6 I 0 ! 0 B8 

四回目 2.2完 9.0略~ 88.8施。出! O.出 100.0% 相! 8.0弘 8関内柑 97.7%I 0.0花開花!100.0% 

e 誼匂1 1 ， 9 :7B12  ， 7 ，BOI'  ， O: B 7  4 ! 7 ! 76 1 i 1 i 86 1 ! 0 ! s7 

もも 1% ! 10.2弘 2.2% i 7.9克 i 69.9% 1 1.1覧 ! 0.0耗 98.9% I 4.6% i 8.0% i 87.4'も 1.1覧 1% ， 97.7誌 1.11臨 0.0% ! 98.9% 

也捕園If'JI;';'~ 1i.k~5I!:/Jl!!. <:e" 人数 o ! 9 i 79 I 1 ; 7 i BO I 0 ; 0 i B6 I 3 ! 8 ! 77 I 0 ! 1 ! 67 I 0 ! 0 -1-88 

i 軸 00弘 10.2喝 69.8% I 1.1% ! 6.0% ! 日誌 0.0% ; 0.0% i 100.0%1 3.4% ! 9.1略 87.5弘 0.0% i 1.1% I 9B.9% I 0.0弘 0.0% j 100.0尚

暁':r，li'lL"'~~::"ヒゴ i人数 o i B i BO 1 1 i 7 i 80 1 0 i 0 i B8 I 3 i B i 77 I 0 i 1 i B7 1 0 i 0 ; BB 
. ，ま支払爆展なとJ I % 1 0_0% ! 9.1弘 90.9' I 1.1% ! 6.0% ! 90.9% I 0.0% i 0.0% ! 100.0% I 3.4鳴 9.1% ， 67.5% 。出 1.1% 回目 。肌 O出 [ 100β% 

I~，;，: 、ブ|人数 7 .. i 60 I 0 i 0 : 68 I 4 : 7 i 76 I 0 i 1 : 67 1 0 ! 0 -1 BB 
iヲ"1"!/~1if;:iJtL.-L畏蝿 Uさ句. I明 o% i 9.1% j 90.9% I 2.2弘 79% [ 89.9弘 O見 1 .0% i 100.0% 46% 80% i 874施 。。% i 1_1% 98.. 0.0九 ! 100D% 

臨 e¥!!::&. 1人猶 i 5 ! 81 I 0 1 0 ! B6 I 5 ! 5 i 76 I () i 1 i 87 I 0 i.. (J----，----sa 
I % 1 2.2% 。私 4% i 5.6% ! 91.0曳 0% 1 0.0% i 100.0誌 5.7% 1 6.9略 87.4%I 0.0% i 1.1% i 98.9昆 0.0花 0.0% I 100.0% 

e¥!!::&. I人数 3 i 7 i 79 I 4 ! 5 i 79 I 2 ! 1 ! 66 I 6 i 7 ! 74 I 1 ; 1 i B6 I 2 ! 1 1--86 
I % I 3."馬 9% i 88.8% I 4.5% i 5.7% i 89.8覧 2% i 1.1気; 95.5% 1 5.9% i B.O弘 85.1も1.1覧 1.1% i 97.7% I 2.2% 1 1.1% i 96.6% 

!日油脂』冊血使開 、1!-，i'I.‘ ''''''. I人数 6 1 7 ; 75 I 7 ! 11 i 71 1 5 i 5 ! 78 3 i 0 ! 85 5 I 7 i 77 3 i 0 
|判 5.8見 8.0潟 B5.2%I 7訓蛸 9.6覧 5.6略 5.5% I 86.6潟 3.4% ， 0.0覧 95朋 5朗 1.9% i 65.5見 3.4弘 0.0克 95.5%

iら札 、::&;:I:IJ'"(;¥!!::&. I人総 B ! 5 ! 75 I 14 I 5 ! 70 I 9 ! 3 i 76 I 3 I 0 I 85 I 6 i 5 i 76 号 o 1 83 
iる1"，~.:I:，'_=*=I.IIß、4-1 1%1 ~%5四 852怠 17覧 E時四 10凪 33%7%34弘 O出町田川 i6弘 7 日 里9!__L~出

""問、:;;;;，，，..'-<::&I人勢 7 ! 5 i 76 I 12 ; 5 i 72 I 5 ， 3 ， 82 I 2 I 1 ! 65 I 5 ! 5 i 79 I 4 I 0 I 64 

_，ん晶、口智・ 岨 '.0弘 5.7% a 86.4% I 13.5% i 5.6% i 80 ， 9~唱 5.6% i 3.3'も 91.1覧 2.3% i 1.1% 1 96.6% I 5.6% 1 5.6% i 88.8私 i 0.0% i 95.5% 

l巳と::&. I人揖 3 I 7 i 79 I 4 I 12. i 73 ___1 1 i 5_ __ i 62 I 0 ， 0 ， 67 I 1 i 5 i 81 I 0 : 0 I 66 
9. I 3.4% i 7.9% i 86.6% I 45弘 5%， 82D%11% i 57掲 92.1完 0.0% i 0 0% 5 100 0弘1.1%SS%i92D児 0.0覧 100S%
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樹事一一一一一一一一一一一一一平一一一一一一日語呂田一一一…一一一一一一一

麗喜一一帯一時一一言一一一一一一一世一輩出一聖書

璃吉一戸一一一一一一一一一一一一自主昌一員一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

面午一世帯一一…一一謹一出世帯一一一一喜一一色一一一一一一一一一一

疋正

当! ~~ムニ
3 ， 7 ， 79 
3.41略 7.9覧 88.S覧

3 i 7 ， 79 
3.4鳴 7.9哨 i88.8% 

2 i 9 1 78 
2.2目先 ; 10.1省 87.6覧

2 ， 9 ， 79 
2.2日誌 叩時 87開

3 i 7 i 79 
3.4掲 7時間開

2 i 9 i 78 

2.2日持 10日誌 97凪

4 i 6 i 78 

4日 i 6.9陥!88.6覧

5 i 1 i 81 

5.7花1.1格， 93.1弘

4 i 1 i 83 

4.5克1.1覧 94.3%

4 1 1 i 83 

4.5偽 11.1覧 i94.3悦

3 i 1 i 85 

3.4覧 1.1% i 95.5日誌
3 i 2 ! 84 

3.4克 2.2弘 94.4%

1 1 2 i 85 

1.1覧 i2.3混 96.6鴻

o ， 2 ， 96 
。.mも 2.3略， 97.7鳴

1 ! 2 i 85 

1.1% i 2.31も 96.6門誌

o ， 1 ， 97 
。。誌 1.1覧 99.9鴎

1 i 2 i 85 

1.1民 2.3・I ， 96.6尚

24 i 7 ! 58 

27.0省 7.9略 i 65.2日誌

21 i 6 i 62 

23.6% -， 6.7見 69.7弘

20 i 6 i 6氾

22.5% i 6.7九 i70.9尚

22 i 6 i 61 

2!4J弘， 6.1覧， 68.5話

11 ! 11 i 67 
12.4潟 12.4九 75.3%

14 i 12 i 63 
15.71も 13.5気; 70‘B兎

11 1 10 ; 68 

12.4% ! 11.2% ; 76.4高

SBO 

閉幕直一一一一一i⑤広門括的筋由揖彊を緩穏するti'.め，，::1草式呼
摘檀を畳ける人100I唖を置すことがで吉る.

重な撞助方法均晴え!@安諜で適切な体位で実施できる.
られ.安全I二実施でき
る，

6lストーマ造設者自 1(1)ス五五平ゲデI盃扉主主ぬ覆蕊モ瓦亙~E吾語疋
ケア iることがで吉る。

ストーマ措践する人Ieiストームマ酬額とストマ婦装異由特惜苦述
に酪重な撞助方法が:ミギととができる.
考えられ.安全に実施Lこここ二二ニ
で昔る. I③ストー FサイトマI

λ ることができる.

④ストーマ周恩師庇膚を保護するスキンケア母
方法を述ベることができる.

事支下=マ装具由主換由宇臓を述川ることがで

吉る.

炉問サイトマーキング在実施で杭

λ数

% 

人数

% 

否吉:;;:享議量的孟両二軍21置I二潤滑植をつけて静 i人融
かに紅門に挿入することがで寄る. [% 

否夜演芸少しずつ掃で揖ぐすようにかきだすことi人数

ができる。 I
@怠響曲葦恥』むに配置し、プライバシーを保護 i人数

して実施できる. I 
窃夜夜b<残っていないことを確認できる. I人数， ，も自

⑪翼施中・実施後由患者の棋盤が盟事できる.任I!lt

% 

人数

号色

人数

号令

λ量
判

人数

% 

人数

時

人数

軸

人撤

% 

奇菰夜4Sfi!0l豆長尋議轟茸換がで吉る. I人数

【装轟を剰がす、ストーマの観曹、箆態産調の税特

窓支Eーマを遊説した人の自立まで由譲劫方法i人融

苦考えることができる. [% 

否事誌に伴う量産泌心に配車して実施できるー i人数， ，も

布市蔵詰寄置百十l<iなぜ留置カデーテルを必要とする治、を述べる i人監

テーテル法 iことができる. [% 
腕脱向留置カテーテj②留置カテーテル法関詰時の手悶を述ベることi人数
ル3去を行っている人'01 ドLーiがで量る. ro:;: 
必要牟援助方法が考，"-~.. I吻

えられ、安全に実施でi③留置カテーチル掠去時の手織を述ベることがl人数

柄。 Iでる. [% 
~留軍カテーテル;去に伴う揮路酪染症と予防方i人融
法を述ベることができる. rヌ
否富E量カテーテ1レ法に必要な物晶を準構でき i人散

る 。「克

⑥置竃カテ→ル法実施中の管理ができる. 凶
軸

λ歓

判

ヰEタb輩轟と方法豊通

010 

ド4

ト~

r、D

o宜換に必要な物晶告率舗ぜ吾:忌



成人 i 若年 i 小児 l 母牲 i 地扇 i 輯神

鵡 j 見学 i 朱 l 実施 i 見学 i 朱 ! 醐 i 見学 ! 釆 l 時 i 見学 i 朱 i 帥 i 見学 j 未 1 軸 i 見学 i す
7 丙醐五 {醐量晶子→崎前副テーテル在韓去で仏笠1 7 ! 11 ! 71 I 1 i 9 i 7B I 0 i 1 i 87- I j ! 3 ! B3 I 2 i 2 i 84 I 0 ! 0 i 88 

1富山富ヵテーテ器配 同 7田!12.4% ! 79開 I1.1昆 i叩 188.B% I肌 i1時 i曲。時 I1.1% 1即時措 I2.3% i 2.3% i 9悶 I0.0% i肌 i向

14遺言語科=時432若手間開制予防関ふ;ι;AJム;ム;JLiム;ELjJLiム;ふ;ムiム;ム;ムiム;ょパム
iえられ、安全に実施でi錦町テ→ル法!こ伴う蓋恥心に混血して実住笠I 16 ! 1o ! 63 I 5 i 8 i 75 I 1 i 0 1 87 I 1 _! 3 -8.3-r 3 i 1 1 841ol0laa  
持・ i施できる・ 何れお子11i田 i7酬 I5.7% ! 9同 j85.2% I 1.1% ! 0田 j肱 時 I1.1潟 13.4% 1 95.4% I 3輔 i1.1% j 95日日瓦守寸討ち孟0%

l~aJ臨時レツ i①なぜストレッチャーで事選が峰崎遮ベるこ仏数， 31 ! 5 i 54 I 9ーよJ← i 78 I 1 ! 1 : 88 I 12 T 2 i 72 I 1 L__ 0 ! 8B I 1 ! 0 ! 

立よZ二3;刊一寸で移蹴珪!佼芝でき乱ふ 日F有汽瓦百可内友六I汗%1 8聞a師 I1.1% ! 1刊 i9幻机別97.7%η7.7%刊略 I1帆4棚明 12拙 i
i伝恥宗h必葺勤な人M由握醐劫方叶i宮営子ト山レ凶ツ押仇チ刊ヤ←一→で帯送が必聾な人由杭欄恕を鶴仏整封w 1 1 5 1 5 4 1 9 1 1 ! 7刊8 I 1 ! 1 i 時 I 12 1 2 i 72 I 1 1 0 1 肺 I 1 ! 0 1 8肝7 
i弘五ゐ均噌噺えら悼れ札、宜蛤全id白j'dl¥l:l-↓ししI、‘述肘ベること何者る. 府 i34.4%! 5開 !仰い0四 i1.1% l臨時 I1.1見 i 1.1混 ! 97.7% I 14.0%! 2.3日i"i 93.7% I 1.1% ! 0開 1 98.師 I1.1% 1 0.0% 1間関

i喪施できる. I哩者由名前を時んで、本人であることを確認仏整u6 !55L5!1!B21212!  田 L!__! _9_1_71 r-ii ! 0 i 87 I 1 1 0 1 回
一 lでき。 I軸 I28.9混!10.0混i61.1% I 日% i 1.1弛 i 93.2認 I2.2% 1 2四 i 95.5覧I7.0略 ! 10.5鳴!82.6% I 0.0% ; 0田 ! 100.0耗I1.1% ! 0.0略 j98.9% 

l安宅Fl二事遺骨箆的指晶油所、所要時間とま仏到 27 i B ! 55 l' 5 i 2 ! 81 I 1 ! 1 -i 86 r 5 1 9 !. 72 I 0 1 0 _ 1 B7 I 0 ! 0 ! B8 
i士宮謀議遇すること掛明で吉弘 同 130.0% i 問 161.1% I 5.7% i 2.3% i四時 I1.1% f 1.1% 1町7%I 5品 110.5% 1 83.7% I 0師 10.0% 1 100凪 I0淵 10品打開問i悌謹拍車者に必酔臨時払 陪同記ポ~54 . I 3 I 3 1 B4 I 0 1 2 ! 85 I 5 i 9 ! -72 I 0 1 0_ i 81 I 0 i 0 I B8 
E磁索ボンベ、霊識の践活阜、点滴スタU札品車!日!四凪 i11.1% i 80.0覧I3.3% i 3四 i田部 I0一回 i 2.3% ! 97.7泥 I5.8品 ; 10日 183.7% I O.O% i 0.;臨 I 100.0% I 0.0% i 0加 i 1 
伊宇全・安寵I~. ベッド、ストレッチャー蹄の事動仏当 2B__I 9 1 51 I 6 I 3 i 78 . I f!  ，，-----; 田 I B I 7 ! 10 I () ! u o-] 田 I 2 i 1 i 84 

ほとツチャーの高幸と位置 1時 I31.B% i 10.2% i印刷 I6淵 13特 i 89.7' I 2.3覧 i肌 i田 淵 19.4% ! 8.2% i 82.4% I 0.0% i 0胤!100凪 l食品 11四 i時間

l'轄ル-1-.ドレーン頬白掻いと確認 仏盤uB i 8 ! 52 I 5 i 3 i 79 I j- i 2 TB3 I 9 ! 5 ! 11 L 0 ! 0 1 85 I 2 i 1 i 84 
1 軸 I31踊!9.1% ! 59.1% 1 5.1鳴 i3訓 190.8% I 1.2% ! 2.3% ! 96開 I10田 ! 日 % i即時 I0師 10田 i100凹 I2.3% 1百 % ; 9日正
1:患者の苦描を最小慢にしJ つ‘軸液ルート.I人数1 2 9 ! 7 1 5 2 1 5 I 3 ! 79 1

' 
l
' 

!84191-TI1210  io  IB5 I 1 1 0 1 35 

iい備がh ぱられたり詰問‘判明 I33.0% I附!59叩い7%ロZj90凪 I1.2% i 1目 j97.7% 110師 ;47%!84HMj 乱闘 ;1附 I1.2%同市;踊

1人数I 30 i 7 1 51 I 6 i 3 i 73 I 2 ! 2 i 83 I 8 1 6 i 71 _ i 0 i 0 i 時 1 2 --i 1 T~ã4 
判 34.1%1 8.0覧 j58.0施 I6硝;3.4% ; 89.1見 I2.3% 1肌 i田 淵 I 9.4誌 17.1% i 83.5% I 0田 i0品川棚 I2.3%汽有力E

，龍晶状態を i人数I 30 1 7 : 51 I 6 : 3 ! 78 I 1 i 1 i 34 I B 1 6 ; 71 I 0 1 0 i 85 I 1 i 0 ! 85 
!戸 I34.1% i 8.0% i 5叩%I 6.9% ! 3.4% ! 89.7弘I1.2発! 1.2% ! 91.7% I 9.4誌 i7.1% ! 83.5% I 0.0% ! 0開!100.開 I1.2協 i0同 !98闘

い笈I~3 ! 4 1 51 I 9 1 1 i 76 I 1 : -1 : 84 ， 10 i 5 ! 70 I 0 1 0 I 85 I 1 ! 0 i 
3ことがi同 I31.5完! 4日 ! 58.0施 I10.5弘11.2% i 88，'時! 1.2% 1 1.2% ! 97.7省 I1'.B%; 5.開 i田J特 I0.0% ! 0田 i 100.0% I 1.2菟 l 0.0陥 i 98 

r.砲が i人数I 33 i 4 i 51' I 9 i 1 i 76 I --， : 1 i 84 I 9 ! 6 ! 70 I 0 ! 0 i 85 I 1 1 0 ! 田
!日 I37.5克 i4日 i58訓い日%i 1.2% i 88.4誕 11.2%11田 I91.1% I 10師 i7.1% i 82品 I0肺! 0田 i100凪 I.1.2% ! 0風 i蹄覧

ド盤I~3 i 4 ! 51 I 8 i 1 ! 71' I 1 i 1 I 84 I m 8 ! 4 i 13 I 0 i 0 ! 85 I 1 1 0 ; 85 
は J375%i4mj58品!日%j12覧 i89.5% I 1.路 11目 j町。7%I 9.4% 1叩 I85.9% I 0朋 i0.0% ! 100田 I1.2% ! 0聞は酬

i人数I 33 ! 4 1 51 I 9 1 1 1 76 I 1 ! 1 _ i 84 _ I 11 i 4 ! 10 I 0 i 0 ! 85 I 1 ! 0 i "' 
!戸 I37.5% ! 4.5% i 58.0% I 10.5% ; 1.2% ; 3M% I U% i 1田 I97.7% I 12四 i4.1民!82.4% I 0師 10田!100.出 h鵠t-ru出~ム
ド笠I 33 1 4 ! 51 I 9 1 1 ! 76 I -， :--2 i 83 I 11 i 4 i 70 I 0 i 0 i 田 I 2 ; 川 4揮監; !円叩叶山!い3……7瑚配……却恥い……i川刈川4日棚5時恥…………%川山…一一i汁刈刈判§臼叩叫8拙川凪川lいI10叩…o附配一…時恥ん……i1川一1は川ル……2悶恥い………誌川山…一i汁刈一8田叫a酬A

誌隅吋語翻語璃E璃諒膏藷緊諒恋夜γ認.凶 20U!2 166142!14 げ~い !回 L3 i 0 1川 33;13j 川 3 i e ! 86 
iする人=必要な援助 l約1ヶ月を壌に髄筋肉繍緩や電動性に不可避 i悦 1..，.i ... 1.... 1....1 "M' i n^".  I n，n.. i ，nn.. i _____ I __! 1 
方法Jが是正.~;tt皮 i 必iô<i泊代起こるï--" ..._~. ，-_.-. ._，軸 1227%1 2mi75淵 I47.7% ! 15.9弘j部品 I21.6% I 1目先 j田 部 13.4%1 0田 i96.6完

全晴実施で剖， 霞事部輔の尭主要因(意識障害・神経繭・仏聖[12 i 2 i 叫 i 47 ; 12 i 29 i 23 i s j 57 i 3 ; 。j 84 
i痛み・炎症など全身的・昂所的要因‘活動性低「寸 1 i ! i I i --，，--，，--;---; 
i下::?:立がる精神的要因、生活上申書盟、医判明 I25.0% i 2.3% i 12.1覧I53.4弘! 13訓 i33.0% I 25訓 j山花 i64.0% I 3絹 i0.0% i 96.6% 
i上の甚留など)を逓べることができる. I I 1 ! I 1 ! I 1 i -----I ! ~...，. i 

!空間町可動域訓練白目的を述ベることができ 仏製u 1 ! 2 ! 悶 I 45 I 12 ! 31 L 24 J 9 I 56 ， 4 i 0 

恒二一一 l% I 23.9弘12.3% ! 73.9覧I51.1弘! 13.6% ! 35.2% I 21品 110.1% 1 62.9民14.1% 
l~車線予防ための闘覇可動場制輯こは、自動仏坐L_19 1 4 1 65 ~L 1_7 L 33 I 16 i 121 引 i 
i鞠?印介助運動.他動運動があることが混 fτGi訓! 4.5' ! 13.9% !岨且! 19.3% 訂周い8.0%i 13.5% I 68.5% 1 3.4% 
!@拘輔がある場合の関節可動場面躍には、韓 i人数I 18 ! 5 i 田 I . 33 1 21 ! 34 I 16' ]lG  田 I 3 
1干肝切手主人警尋問?た持続的伸鵬由方iす I20.5私!日 173.9% I幻日!23.9% ~ 38悶 I18田!12.4% i回.7%I3.4% 
I@関陣可動域富雄実施前に、可動壇を制限す企笠)_19 i 4 1 日 I 39 i笠 ←L_31 I 18 1 12 1 日 I 2 

i臨ir拘桝の程度、個障害、浮竺竺J21.6%j倒!73.9ぉI44日;四日 3悶 i臨時!13・5喝I6日完 i肌

SBO 

Ef 
;;;.-c-言。.

JI".:lOr..&.;，.軸抽也=..掴 l

一i吉る.
i・事 後~，安時な~
i確認することができる.
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96.6曳

86 
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0.0% 

。
M弘

3 

開 %i48開

43 

38.9勺13.3ペ州
8~ I 35 ! 12 ! 43 

00'% ] 95.3. I 38.9. i 13剖 i47.8施。iB4 I 29 i 15 1'46 
O 0% i 96.6% I 32.2% ! 16.7% i 511% 。~ I 28 ! 15 i 47 
0.0% 1 96.6覧 I31.1% i 16.7% i 522克

z1  83 I f5 T""i2i 43 

2.3% i 95.特 I38時 i13.目 i471覧

12 

36.7% 

35 
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蔵王一一一， 毒事一一，----'1事一一一 r---jlj藍 I--li!i事 I 帯雨

-E五 i 僻 ! 来 i 臨 i 騨 i 釆 l 醐 ! 見学 i 朱 l 開 i 騨 i 朱 l 醐 i 騨 i 朱 i 実施 i 見学 i 

i人融1 15 ! 6 ! 66 I 23 ， 30 ， 35 1 12 ! 16 ! 61 1 1 ! 1 i 84 I 19 i 22 i 相 1 0 ， 0 i 88 

i軸 I17.2% i 6.9% ! 75.9% 1 26.1% i 34.百守一四時 I13.5%， 1閲覧! 68.5% 1 1.2% ! 1.2% i 97.7% 121.i包 i24.4% i 54淵 10，田， 0.0弘 ! 100.0克

i人数I18 ， 4 ! 68 I 30 ! 28 i 30 1 15 i 14 ! 60 1 1 ! 1 ! 84 1 16 ， 24 ， 48 I 0 ， 0 i 88 

i田 i四日 i日発， 75.0% 1 34.1% ， 31凪!34，叫 I16.9% j 15.7% i 67訓 11.2施 11.2鳴! 97.7% 1 18四!27.3% ! 54.5% 1 0.0% ， 0.0% i 100.0% 

i人数1 14i6168123~35!31 I 1o ! 20 i 59 I 1 i 1 I 84 I 14 I 24 ! 日 1 0 ! 0 ! 88 

曹可艶胡到輯を[石11印有 i6踊 i77.3% 1 25.8% ;羽田 134.8鳴r'12弘 i22.日!66.3% I 1.2% ! 1.2% ! 97.7誌 11広 刊 ! 目.0覧， 57.3有 I0.0% ， 0凪!1叩 刷

出関苗可動域 l人数1 16 ! 4 ! 田 l 四 ; 28 ! 31 1 12 i 17 i 回 I 2 ; 1 ; 84 1 16 ; 24 ; 柑 1 0 I 0 ! 88 

iU仏届』冨引芯に閣制刻、ピ苦言... 1軸 118.2%; 4.5% i 77.3弘 I33.0% ， 31.8% ， 35.四 113.5% i 19.1% ! 67輔 I2.3% ! 1.1 % i 98.6弘 118!出， 27.0% ， 55.1花 10.0% 1 0.0花 ， 100.0% 

i⑪自動介助運動開う時比可能な範囲でそのi人数I15 1 4 i 回 1 25 ! 31 ， 33 1 12 ! 15 ! 62 1 1 ， 1 i 84 I 16 ， 24 I 49 I _0_， 0 _ _  1笠
!♂t努:t.i¥.:て運平でき至ょうi唄体内!二計百空す 1% I 17.0% i 4.5弛 ， 78.4% 1 28.1民j3拙花!37.1% 1 13.日 i16.9花 i69.7協 11.2完 1 1四 l 97.7花 118.0勤 127出 i見 1%1 0.0% : 0.0%行百五五

i⑫抽勤運動は患者が痛みを訴えるような過伸 l人数I19 i 3 i 67 1 25 ; 32 ， 32 I 13 ; 17 ! 58 1 1 1 1 ; 84 1 20 ! 23 1 柑 I 0 i 0 1 回

i空;空耳曲などにならないように実施することが i明 I21.3% I 3.柑 ! 75.3% 1泊四 i36凪!36.0% 1 14凪!19.3% 1 65眠 I1.2% 1 1.2% ! 97.7略 I22.5弘 !盟国 I51.7% 1 0.0% ; 0.0覧 1100出

をしっかり扇定し.畠激制申 l人数I19 ! 3 i 67 1 24 ; 35 1 30 1 12 ; 18 ! 59 1 1 ， 1 ， 84 I 19 ， 23 I 47 1 o I 0 ! 88 

fJ 仙い.，r;;:?I~実施することができる・ 1 % I 21.3% i 3.4% ， 75.3馬 I27凪， 39.国;33.7% 1 13.5% ! 20.2% i 6閲覧 11.2% ! 1.2% ， 97.7% I 21司時 125.8% 1 52.8百 10踊寸す五%Tioo扇

町動場制輯実施恥畏施韓由競曹がで l人数I18 ! 3 !. 67 ~よ 23 1 31 I 21 i 11 ! 57 I 2 ! 1 i 84 I 22 1 19 ! 48 I 0 i 0 i 88 

1時 I21.3% !日市 i75.3% I 39.3% i 25.師， 34.8鳴 123品 i12.4% i 64胤 I2却 l1.1略 i師 時 12日%i引.3%l 53凪 10.0% ! 0.0% "00.0% 

!、 C言句。 i人数I 2 i 1 ; 78 1 1 i 2 ! 76 I 4 i 1 ! 74 1 79 ! 2 ! 5 I 1 i 0 ! 79 I 2 I 1 1 78 

i軸 12日 i1.2% i随時 11.3% ， 2日 196.2掲 15.1% 1 1.3% I 93.7% I 91.9% i 2.3覧 I5.8% 1 1.3略 i0朋!闘訓 12.5% ! 1.2誌 i田誠

i入散I 2 I 1 i 7811¥2!76141  1 i 74 I 79 i 2 ! 5 1 1 i 0 i 79 1. 2 ¥ 1 r78 

i軸 I2.5陥 1.2鴻 i96四 11品， 2.5喝!随時 I5.1% ， 1.3% 1 93.7馬 I91.9% I 2.3% i 5師 11.3%10刷 i98.8完 12.5% 1 1.2% ， 田 品

i人数I2 ! 1 ! 78 I 1 i 2 i 76 I 4 ; 1 i 74 I 79 i 2 ， 5 I 1 i" 0 "1 '19 1 -2 ! 1 ! 78 

i% I 2.5% 1.2% ， 9悶%1 1.3% ， 2.5% 96.2% 1引% ! 1.3% ， 93.7% 1引 綿 I2~% I 5B% I 1~九! 0.0% ，抽出 12.5% I 1四 196.3覧

i人監I1 ! 0 ; 79 L. 0 . i 2 1 77 J . 3 ; 1 1 76 1 78 ! 3 ! 6 I 0 ! 0 ! 60 1 1 0 79 

1同 1 1.3%10師 i肱師 1O.O%.! 2却， 97.5覧 I3.8% ， 1.3覧， 95田 I89.7弘， 3.4% ! 6.9% 1 0.0% ! 0.0克 l1印 刷 1.1.3% ， 0叫 198.S覧

開ム;ょ;ム!ム:ム ;JLl ムい討議hiL; ム;ム i ム;よじよ~O%Iム;ム対訟
で音、短時間(柏5分l1r1人数l1 0:  79 L 0 ! 2 ! 77 I 3 1 1 : 76 I 78 : 3 i 6 1 0 : -i'--， 80-1 1 i 0 1 79 

i% I 1.3% ， 0.0悦， 98凪 10.0覧， 2.5% 97.5% 1 3.8% ， 1.3花!95.0% 1肱 7%i 3.4陥 t6.肌 10.0% ， 0 田;100肺 I1:3iTo語 iぬ瓦
i人融i 1:017910;21771311 ，76 I 78!31610!01801  1 i 0 i 79 
1-，.r 1.3% i 0.0毘!問問 10.0% ! 2.5% 1 97.5% 1 3開 i1.3私， 95.0% r.叩略 i3.4% i 6開 10.0% ， 0.0% ! 100.0% 1 1.31γ了五五子19両官
i人数i 1 0 1 79 1. 0 2 1 77 1 3 1 1 ! 76 I 77 ! 4 i 5 I 0 r-0-1 80 1-， ! 0 i 79 

i日 11.3略 i0.0% ! 98師 10.0% 1 2出， 97.5% 1 3.8% ! 1.3% I 95，田 i風 間 i4，7% ! 5訓 I0田， 0.0% ，，00凪 11.3%!O:扇-r98.8尚

i人数 1 L__" 1 79 L 0 ! 2 1 77 I 3 ! 1 : 76 I 78 ! 3 ! 6 I 0 : -，，-----:- 80-T-1 1 0 ! 79 

i軸 I1.3% ， 0.0% i 98.8% 1 0.0% ， 2.5品 i97.5覧 13.8陥! 1.3% ， 95.0% 1 89.7%! 3.4% ， 6.9% 1 0.0九 i0 臨 i100凪 11.3覧! 0皿 i98.8克

弘封咽 '2'3812513'61 1 2_6 _， 4 1 59. I 14 ! 2 ! 71 1 11 ! Y-i 70 T-5 ! 0 ! 83 
1コυ55，1%i 2.2% i 42.7花 I28.1略! 3純 i回開 129.2%， 4.日 j回 路 116.1% ! 2，田! 81.6% I 12時! 8.0% ! 7乱時 15.7% 1 0.0% ! 94.3気

i人数1 49 1 1 i 39 1 25 1 3 ! 62 _-'__26 1 4 1 58 1 14 i 2 ! 70' 1 11 i 7 1 田 I 5 i 0 1 83 

1% I 55.1%! 1.1弘， 43.8潟 127.8% ， 3.3免， 68.9現I29日 I4.5% ! 65.9% 1 16.3弘 i 2.3~見! 81.4% 1 12，師 i8.0% i 79.3克 I5.7% ! 0.0% i 94.3混

i人世i 柑 ! 2 ! 38 L___26 j 2 ! 61 I 27 1 3 i 回 I 14 ! 2 ， 70 1 11 ! 7 -: 拍 I 4 ! 0 i 83 

1同 155.1克! 2.2% i 42.7鳴!羽田， 2四 i出回 I30皿! 3.3克! 66.7弘 116.3% ! 2訓 i別.4%1 12凪 ! 8.0% i刊 踊 14.6誌， O.田 j95.4% 

1人融I46 : 5 ! 39 1 23 : 3 ! 63 1 22 1 7 i 60 I 12 ! 4 ! 70 1 10 1 7 i 70 I <( i 0 1 83 

1同 l札叩， 5.6% ! 43.3% I 25田! 3.4施， 70.8% I 24.7克 i7.四， 67.4% I 14.0防， 4.7% ， 61淵 I11.5% ! 8.0ぉ I80.5% 1制活 i瓦函 E扇面

11人艶I48 2 1 40 !_23_1_ 2 63 _L 21 .L 8 ! 59 I 11 ! 3 1 73 1 9 ! 7 ! 71 I 3 ! 0 ! 85 

1同 I53.3% ! 2.2施， 44.4市 126.1% ! 2.3% 71.6弘 123.9悦; 9.1% ! 67.0誌 112.6% ， 3.4% ! 83.9% 1 10.3% L 8叫， 81品 13品 i0.0見 i町田

'1人数I49 1 _2 i 39 l_25_L_ 3 62 _1 __23 __1 6 ; 60 I 13 i 3 71 I 10 ! 7 ! 70 1 4 i 0 1 84 
1% I 54.4お 12.2% i 43.3% I 27.8克 i3.3% f 6乱闘 125.8花 16.7% i 67.4市 114.9% ! 3.4% i 81.6% 1 11.5罵 i8.0混 ! 80.日 14.5ぉ i 0.0% ! 95.5% 
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いる患者寝衣宜換をiY554BnuH，mp五
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畳ける入に品甚な接仁ニニ叩
助方j去が考えられ、 問、四吋

安全1:実施で寄る.

上肢に持続点瀦静脈 l④苧照二でつ"(~定二軍腕
珪射を行っていて、勝!とど，..こ工， -ご三ア.-"'"刷
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010 SBO 
成人 名 .. 小見 母性 地埴 輯符

"筆 l学 実絡 見学 来 実徳 免学 朱 実勉 見学 米 百億綴 見当F 来 見学 来i車人が施Z菅に考で】き必向え毘る要ら管吸，れな引内.揖を吸安助畳引全方けにる法葺
iふ

、~C: 6 4 7B 3 2 84 3 1 83 1B 6 63 2 。 B6 

11 1.2% 4% B6.4% 6.8発 4.5潟 BB師 3.4垢 2.2覧 94.4完 3.4'持 1.1% 95.41陥 21.6% 6.B% 71.6鳥 2.3発 0.0略 91.71路

，、 J

主EaZ12お閥'"、 申経E射‘パ 明
76 4 7B 2 2 B5 2 1 84 19 6 63 1 i 0 87 

10.3% 3. 87.4% B% 5克 88.6覧 2.2腎 2.2見 85.5% 2.3% 1.1弘 96.6% 21.6% 6.8弘 71.6覧 1.1% ! 0.0喝 98.9克

むま". i入車 8 77 2 85 定 12 65 1 67 
号色 9空. i 2 3覧 8 7. 7% a 6発 2.2% 2克 95.5'地 1笥 2.3'も 9 臨 1 ~.5% 13.6九 i 73.8% l.n地 。% 98.9% 

品.
-， i入車 5 87 2 19 i 

写6 5.7% 。4.6弘 ! 89.7% 4.5% 7% 8 .8% 。。免 2. 定、 8% 。略 2.3% 7覧 5.7略 i 2 回 1 .7% o. 。。花 g 。%

i入車 3 i 6 ， 7! 79 

時間・鵠 帖 3.4私 i 6.9' 。89.7% 2.31幅 。祐 89，8% 0.0弘 2% 8% 0.01も 3潟 7弛 .3% ! 。% 7% mも 。見 0% 

時l轄ジ実で吉施る刷.、
i人数 4 1 5 78 i 79 。 ~ 2. 。 8 88 

号令 4.6覧 i 5.7% i 89 3.4覧 8弘 ! 89.8% 0.0% E 2.，2覧 8日誌 0.0完 1 2.3弘 7'、9.2% .2' 1.6% 。見 100.0喝

l人数 4 1 78 79 。 。 ! 2 88 
。iI1 4.6弘 5.7% .7% 2.3% 1 。克 ! 89.8活 0.0% i .2% 8誌 0.0% ! 2.3覧 .7% 6.8% 5% 7% 。% 1080 8 0% 

⑥一吸引三
><， 人数 3 。 i 2 

% I 3_4~地 6 9'も 7私 3% 8.0覧』 8略 0.0覧 旦可& ， 9 '.8% 。% 2.'拘 9 7% 3.4% 23.9% 7穏 0.0% 。% 100.0'潟

i時る包
人 数 日 4 6 。 3 

22 396 
86 

毎も 2% "局 67 4，5% 4.5% 9 §鳴 6.8見 2.3略 ! 90.9% 3克 0.0お 97.7'も 4.5沼 3.4% 92.0% 0.0% 97.7% 

b，.I. 、加盟、鞭打法 内'<l:l'.ll‘旬
l人数 4 e 2 80 。 4 3 81 

22 3% 
86 

1;.会剤密是九お 同 10.1% 2.2免 87.6弘 4.5% 4.5'‘ 90.9覧 6.8% 2.3誌 90.9民 2.3弘 0.0% 97.7% 4.5曳 3.4私 92.()活 0.0克 97.7事

I~晶、亡、h ドダ初 州 Eで昔る. 人数 3 8 2 4 82 1 4 83 。 。 2 5 8 
00 0話

。 88 

。fII 5.mも 3.4% 91.0% 2.3兎 4.5% 93.2% 1.1% 4.5% 94.3お 0.0% 0.0% lOO.O~誌 3覧 5.7% 92.0覧 ! 0.0% 100.0% 

I叫轄実でき施る前.、実施中‘ |人数 2 2 4 82 z 3 83 。 。 4 
OO S% 

j 0 

% I 6.7覧 2.2% 91.0% 2、3% 4，5% 93.2lも 2.3弘 3.4克 94.3部 0.0% 。β% 。% 4見 4.5% 。% ! 0.0% 100.0% 
¢人 3 2 4 82 2 85 。 5 。

• 6% 3.4% 91.0% 2.3免 4.5% 93.2% 1.1曳 3'も 96.61‘ 0.0% 0.0% 100.0潟 2.3% 5.7% i 92.0% ! 0.0% 。%

L14 人 2 86 ! 81 i 0 
|ζ"、ピ若宮匂， 1% 1% 7% 1.1% 0.0% g 1.9% 2.3% C 臨 97.7児 3% 7% "も 1% 97.7% 0.0覧 7% 

寵甚らるれ.な法4 

争人続に唖必苦i
;;:;';=:-~b，';i~>';: 

87 i 86 。 1 8 

1% 1.1% 7% 1.1% 0.0% 96.9% 1.1% 0.0% 96.9弘 1% 9% "福 1% i 97.7% 1% 0.0誌 98 9完

色、よ"
[できる，

1 。 87 87 。 ! 87 

"も 1.1完 7% 1.1% 0.0. 98.9% 1.1% 0.0% 98.9% 1.1% 0.0% 。9% 1% 1% l 97.7% 1部 )，0% i 98.9誌
叫患者E家躍に l人 。 1 。 。 86 。 。 68 。 87 。 88 

判。。略 1.1% 98，9覧 0.0% 0.0% l 100.0% 0.0% 0.0. ! 100.0覧 0.0九 0.0. 1.0% 。克 i 。"も 8.9% 0.0% 100.0% 
i喧級事i lλ蚕 。 1 ， 8 。 。 88 。 。 66 。 ! 0 87 。 88 

もも 0.0% ， 1.1% 98.9覧 0.0% 0.0% i 100.0% 0.0% 0.0弘 i 100.0完 0.0花 0.0% )，0克 ρ. i ‘1% 8.9% 0.0包 100.0喝
ドの排気 i正語 。 1 ! 87 。 。 88 。 o 88 。 ， 0 

i-i1080 7 0克
87 。 88 

1.;<::'，必， 。も 0.0% i 1.1% ! 98.9事 。。覧 。0% 100.0% 0.0% ! 0.0% i 100.0% 。。兎 0.0. o.m幅 1.1% 8.9% 0.0弘 。% 100.0克

祖伝E中下1=気尭腫生なすどる]F 
i人数 。 i 1 ， 87 。 。 ! 88 。 ! 0 88 。 i 0 i 87 。 87 。 88 
号も 0β% ， 1.1% i 98.9% 0.0% 。。馬 ! 100.0% 0.0潟 i 0.0% ! 100.0% 。。見 i 0.0% ! 100国 0.0% "も 98.99も 1.0% 。% 100.0完

~腕山
q金二尭抽生附すV基1 LP  i人盤 。 。 。 88 。 。 88 。 ， 8 .7 88 

軸 0.0弘 ! 1.1% i 98.9% 0.0克 0.0% ! 100.0完 0.0% i 0田 ! 100.0九 0.0% i 0.0花 i 100.0覧 。% 1% t9% 。。誌 100息詰

明l述酔ぺパるスこ乱jと繍が'"で，-，きVるZE• 
i人融 。 i 1 。 L._O 88 。 ! 88 。 ! 0 。 1 87 。 。 .8 

% I 0.0覧， 1.1見!98.9克 0.0. ! 0β% ! 100.0完 0.0% ! 0.0覧 ! 100.0覧 0.0私 i 0.0% 100.0潟 0.0% 1."も 98.9尚 0.0% 0.0克 100.0. 
‘ピ芭-!o.1人数 千 1 ! 8. i 0 85 。 o j 86 。 。 85 。 85 .5 

いzla ーも 1.2克 1.2% ， 97.7克 1.2. 0.0% 98.8% 0.0. i 0.0克 ! 100.0. 0.0% 0.0% 100.0完 0.0% 1.2% 98.8% 1.2覧 .0. 98，8% 
， <0. |よ担 ，...-r 1 i 8- 1 。 85 。 。 86 。 。 '6 。 85 1 85 

|鴨 1.2潟 t円 Qj 1.2% 0.0悦 98.8% 0.0悦 0.0同 100.0覧 0.0弘 0.0. 100.0満 0.0% 1.2苅 98.8% 1.2笥 0.0免 98.8胤
'ヲ |人数 1 ! 1 ; B' 。 85 。 。 86 。 。 86 。 85 85 

|明 1.2% i 1.2% ! 97.7私 1.2. 0.0私 98.8% 0.0潟 0.0弘 100.0完 0.0. 0.0. 100.0% 0.0. 1.2% 98.8% 1.2% i 0.0花 98.8. 
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園田ー「 民正 | 老年 i 小見 | 母唖 i 地域 i 輯神

三五 ] 見学 i 宋 | 実施 i 見学 j 朱 i 実施 i 見学 i 釆 i 輔 i 僻 ! 釆 l 軸 i 見学 i 来 i 蜘 ! 見学 i 朱

i人数1 1 一一，~1 : 84 1 1 ， 0 : 85 1 0 ， 0 ! 86 1 0 ___i 0 ， 86 I 0 1 1 ， 85 1 1 ， 0 ， 85 
日.--r寸瓦: 1.2% : 97.7% 1 1.2鴻:0田:98田 I0.0% ; 0淵:100.0% 1 0朋 10.0% ! 100.0% I 0品! 1.2% i 98.8% 1 1.2% ! 0.0% i 98.8% 

、クランプを解醸し品勤人前 1 ! 1:8411  ¥0  ¥ 8 5 1 0  ，0 ¥8610  ，0 ¥8610  ，11 85 11 !0  ，85 
T%Tτ四i--T1.2%'! 97.7% -1 1.2% ! 0 田 i田.8%I 0.0% ! 0.0% i 100，0覧10出! 0.0凶行00，0%I 0.0% 1 1.2% j田 淵 I1.2' : 0鼎 198師

、むを".1人数iT j- 1 --，-84 I 1 ! 0 ， 85 1 _0 _，_0  ， 86_ 1 o i 0 1861011  j8511  i o  iS5 

|軸 I1.2覧 i1日:97.7誌 11.2% i 0田 i98.8% I 0附 j0凹 i100.0% I 0師 !o田 1100凹 I0田 i1.2% 1 98.8弘I1.2' j 0田 i98.8% 

以剣 1 r 1 -¥ -8" . I 1 : 0 : 85 I 0 ， 0 1 86 I o_l 0 i 86 I 0 ! 1 1 85 I L_l一旦一ーし旦5
「五i-i.2% i 1.2% i 97.7% I 1.2% ， 0.0% j 98品 I0.0悦~ 0朋 1100.0% I 0.0% ¥ 0.0% i 100.0% 1 0.0% i 1.2% 1 98.8% 1 1.2発! 0.0花 田臨

p;';-<;u--.一一 一回一、…ー門 1-1-84 1 1 ，0 ;田 11jO:8511101 回 11j118411j0185  
とができる 1.2% i 1.2% 1 97.7% 1 1.2. 1 0.0% 回師 11.2完 0.0% ! 98訓 1 1.2% j 0.0% : 冊。田 I1.2% : 1.2腎 : 87.7哨 I1.2% 1 0田 j 98，8私

1 詰掛hii i i iU !… j 64 1 2 : 0 1 相患者(1)'T7 I I: IJ<，，~.，・ 間 5.7% :肌¥94.3% 1 3.4， j __2.3% ¥問 I2品， 0.0% : 97.7% 1 3.5% j .1.2% i附 i羽田 i開 i7目見 I2品川出 197.7% 

人工呼唖器が装着さ 工呼吸器{以下呼吸器}由覇還と機能、構 5 i 0 i 83 1 3 ， 2 j 83 I _1___l_ 0 j 87. I 1__! 1 ， 951 16 ! 65 1 1 j 0 j 87 

…人i二時間ベ位向 同開:0品川 I3.4徳川!仰い叩 10.0% ! 98.9喝い 1% 1 1.1% 1 97.7見い酬 i糊:7仰 い 時 河 川
撞助方法が考えら

{鎮静げ-.y3ン)同性アシトシルアJ同日ス、糊由!すわ:57h:576i955%l 間!2.3% ! 95.5% I 1.1% i附!98.9% I 1.1% i 1時 i97.7% I 17ぷ5.7% i 77.0% I 1叩 i附 i98時

れ噌安全に実践できる 告書装着中の危眠性とそれ昔前ぐ方法を : 84 I 2 i 2 : 84 I 1 ， 0 i 97 I 1 ， 1 j 85 I 15 ， 5 1 67 I 1 1 0 i 87 

していない場合) !@;指示された岬吸器の設定条件を述ベることがi人数I3 : 0 : 86 I 1 1 2 85 1 0 0 i 里8_L_~~1 j 86 I 14 i 6 1 67 1 0 1 0 i 88 

lできる 「にT3.4% : 0淵;目別i1.i%12.3詫:96.6% I 0.0% ， 0朗 i雨両日 0.0% ! 1.1% i 98開 116.1混， 6.9% :カ皿 I0凪:0.0% : 10問主

罷拘fZ践に伺日吋かどうかを閉云汁五汁晶子iム;ム;ム|ムいい1;ムJoLiム;ムiム;ム;ム!ム;ム;1Z出

馬京苦手子チ斗ーブまたは軍曹カニューレの固定l入車1 3 ， _o_u6 1 1 ， 2 : 85 I 0 i 0 i 88 I 0 i 1 i 86 I 13 ! 8 i 田 1 0 1 0 1 88 
iが適切三行われているか確認することができる|軸 I3淵 i 0.0私 i 96.6% I 1.1% ; 2.3% 1 96.6% I 0朋!日誌 1 100開 10瓜 i 1.1% !随時 114.9弘 i段目 1 75.9% 1 0.0誌 10.0% j 100.0% 

韓をチェックし、埠 i人数1 212851"2:  95 I o j 0 i 88 I 0 j 1 1 86 I 12 i 8 i 67 I 0 1 0 ， 88 
fることができる 1%12.2%:2目 ! 回 訓 I'1.1弘 i 2.3見 i田正面%lO開 ， 0.0部 : 100田 I0凹 i 1.1% i回S誌I13訓 i9.2鳴 : 77.0% 1 0叫 1 0.0% 1 100出

掛甚なときは報告i人数1-3 j 0 86 1 1 : 2. j 85_ I O' j 0 l_a8 I O__j 1 j 師 I 14 1 6 1 67 1. 0 o. 1 88 

i軸 13絹 i0.0% j 9閲覧 11.1% 1 2.3弘 i96開 I0.0% i 0胤:100開 M%I 1.1% i 98.9% I 16.1覧 : .6叫 i77朋 10.0混 i0 田:100凶-

•. I入散1 3 : 0 i 86 1 1 : 2 ; 田 I 0 1 0 1 田 1 0 i 1 1 86 I 14 i 6 : 66 1 0 : 0 : 88 
「"%T3:4%j 0.0花 196.6覧 11.1覧!日発 i町田 i叫話: 0.0話!100.0% 1 0凪:，.四 i国 ， 拙 い6.3%1 7皿!76.7花 10.0'完 i0.0完!別刷

i人融1 2 : 2 i 85 1 1 1 2 1 85 I 0 i 0 1 88 1 0 1 1 1 86 1 14 i 6 : 66 1 o ! 0 1 88 
・スクイ-~ンゲなど1 1 % 1 2.2弘 : 2.2% i回日 I1.1% ; 2.3誌 j町田 I0.0発 i 0.0覧 j 100り0%1 '0.0略 1 1.1% ~ 98.9曳 116.3完 i7.0% i 76.7% 1 0β発 。開，--1100.0尚

~"C体位茸換をすることがで I人世1 2 j 2 : 85 I 1 j 2 j 85 1 0 j 0 j 88 1 0 i 1 j 86 1 7 ! 12 : 67 1 o j 0 j 88 

l 色 I 2.2日誌 j 2.2% i 95.5耗 I 1.1% ! 2.3% 96.6完 I 0.0% ， 0.0% ! 100.0弘I 0.0誌 ! 1.1弘 a 98.9覧 I 8.1% i 14.0% i 77.9% I 0.0% j 0ばl% i 100.0鴻

l人数1 3:0 ，86 1' :2  ;8510 ， o : 88 1 0 ! 1 ! 86 I 15 : 5 ; 67 I 0 1 0 : 出
「軸 13，柑! 0.0% ! 96.6% I 1.1% i 2.3尚 i96.6% 1刊誌! 0.0曳:100.0悦 10.0完;1.1克:98.9弘 I17.2兎 15.7% ! 77凪 I0田! 0.0% 1 100.0% 

人晶I 2 l'  18511!2  1851o!0  1 回 I 0 i 1 i 86 1 11 1 816810101  田
ヲ.12.3% ， 1.1% : 96.6% I 1.1覧 12.3略!院時! 日誌! 0加:100.0免I0朋 11.1% : 88.9施 12.6克 i9.2% ! 78.2% I 0.0昆 i0.0花 1100.0覧

l人数I1 : o ! 86 1 1 ! 2 ! 85 I 1 1 0 1 87 I 1 ! 1 ! -85 1 9 ! 10 1 68 I 0 -i 0 田

行.1 1.1% : 0.0九 i田淵 11.1% : 2.3克 i96田 11.1毘: 0.0混 i98.9耗 11.1% ! 1.1見 i91.7気 I10.3誌 i11，5も:78.2% 1 0凹 j0開 i100凪

1"量1-25 6 i 51 1 13 1 3 ， 69 1 8 1 3 I 74 I 19 : a"]----57l-T 1 5 i 7Q__L' j__O_l__ 84 
1川抑制 7.3% : 62.2%い5.3%¥制:81.2潟 19.4鴨川淵 187.1% 1 22.6完: 9.5% :町田 I8.5% i 6.1% I 85哨 11.2%TO:証言 釘訴

ます国十I::;?い凶へい融1 29 i 7 I 49 1 17 I 4 I 65 1 6 I 3 I 77 1 23 I 12 1 52上 6 i 6 ! 74 I 4 I 0 I 83 
沼・砂・ガラスなどの i同 I34.1克 i8.2% : 57出 119.8% : 4.7覧 i75凪 17.0% i乱開 I89.5覧 126.4略 l13.8% ! 59.8省 17田 i7.0% !阻開 14.6市 i0臨 時相

.感量由有 IA量I26 i 8 ， 49 I 16 i 5 i 65 I 7 L 3 i 76 I 19 _i 14 i 53 I 5 i 6 ! 74 1 3 ! 0 ! 84 

l吸 131日 i9胤!印刷 I18.6% i 5.8% i 75.6耗 18.1% i 3.5% ! 88.4兎 122.1克! 16.3% ! 61品 15.9% i 7.1% i 87.1% 1 3輔 i0田 町田

l人融，-1B i 14 ! 53 1 10 { 8 i 68 I 3 L 4 i 79 I 11_ i 18 i 58 I 5 i 6 ! 75 I 2 i 1 i 85 
1軸 121.2克 i， 6.5完 i62.4'鴇 111.出 i9.3% ! 79.1% I 3日 i4.7% i引 時 I12肺!20.7% i 66.7% I 5.8陥 i7，田 i87四 I2.3% i 1.1% ! 96.悶

i人数I13-117 ! 55 r 7 ， 11 ! 68 I 4 ! 4 i 77 I 7 i 19 i 引 1 5 i 6 i 75 I 2 i 田

T王子'-15.3鳴 i20凪 i-64.7% I 8.1% i 12帥 i79.1% I 4.7% i 4.7% i 90.6% I 8肺 i 21.8% i 70.1% I 5田 i 7.0% i 87四 I2.3% i 1.1弘 96_6% 

SBO 
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絡将

実施 見学 来

3 ! 0 j 85 

3.4潟 i0.0弘 i96.6覧

4 i 0 i 8:3 
4.6略! 0.0弘 95.4話

3 i 0 ! 85 

3時 0.0覧 開 問

2. i 1 ! 85 
2..3誌 1.1施 96.61諸

2. ~ 1 ! 85 

2.3略 1.1混 96.6%

2 t 1 ¥ 85 

2.3誌 1.1% ; 時 間

3 i 0 i 85 

3.4訪 日誌 96臨

2. ! 1 ; 85 

2.3克 1.1潟 i96.6% 

2. i 2 ; 84 

2.31も 2.3免 95.5'も

2 i 2 i 84 
2.3花 2.3覧 95.5%

2 j 2. i 84 

2.3花 i2.:3弘 95，5%

4 i 0 j 83 

4.6克 i0.0% i 95，4% 

4 .1 0.184 

4.5% i 0.0克 95.5%

3 i 0 j 86 

3輔 閲覧 96師

3 i 0 1 86 

3時 0.0花 見師

3 i 0 i 86 

3.4花 i0.0完 t96開

1 ! 0 i 87 
1.1罵 i0.0覧 98師

2. i 1 ! 86 
2.2覧;1.1見 i96叫

1 ! 0 j 87 

1.1完 i0.0% 1 98開

1 i 0 i 87 
1.1覧 0.0誌 i98.9鳴

1 i 0 i 87 

1.1鳴 0.0弘 i開時

2 ! 1 l 86 

22覧 1.1% 阻開

地議

実ムこ五ιA
6 i 5 ふ3

5 i 7 i 74 
5.8% ， 8.1誌 8叩喝

5 i 7 i 74 

5.8% i 8.1弘 86.0誌

3.4諸 i9.2完 i87.4弘

LJームムユE
チド子戸時
5.8% i 7.0丸 i 87.2日誌

5.8% i 7.0潟 i87.2鳴

4 i 7 iτE 
4.7克! 8.1% i 87.2私

ム_L2_よ 75
4.7% i 8.1弘 87.2%

5 ! 6ームユE
S止ふふ弘ふ 87.時

LJーユ i 75 
4.7% i 8.1覧 87.2%

佐当
1.2施 2.4見 96.5詫

?出云け吉田
1 i 2 i 82 

o 1 1 i 84 
0.0覧 1.2免 98.8%

1 i 2. j 82 

1.2覧 2.4弘 96.5有

o i 1 1 84 

0.0略1.2花 98.8%

1討行記ず開
1宗主?時
印私 1.2覧 97師

純量一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一喜一輩出世間一一一

珂富山一一一一一一一一一一一一一一年一一富山一出車一一時富市

語

ι

一一…一一一一一一一一一一一芦田一一一一一一一一一一一世…一一一一一一一一一一一一一一一一

説五

一一一実施=見学 来

1調関電 否編百頭融苦述ベることがで吉私 以亀L28 1 9 1 50 

鰯傷処置を畳ける人 I[尭録、臨感、寝脹‘察様、出血、壊託、機能障 I% I 30.6% i 10.6' L _58.8% 
に必要牢援助方法が協1事処置の方法制ベることがで吉弘 i人制 16 i 16 i 53 
考えられ‘費生に宰施iごア-- ド与と
できる 位己主ンゲ・締法、洗浄、ブラッシン久ヂブ[%]18.8鴎~日~包

⑦創出草郡伎の洗浄とドレナージ、ツラツシング. ，人数I15 i 15 i 56 
ヂブリートメントの目的を連ベることができる~ r%f寸五正f行五百τ65.1%

@創樺処置に必要な件踏襲を遺ベることができ|入数I10 j 18 ; .58 

る. 1%1 11.6% j 20.9覧 L67.4% 

@祖置酎や幹部腎をはがすことができる。 I人監18123155

同! 9.3% ; 26.7覧 i64.0% 

人数I17 i 14 l 54 
% 1 20.0% i 16.5% a 63.5% 

人数! 18 i 16 i 52 
同 I20.9耗! 18.6% i 60.5克

人数~5!24!57
帖 1 5.8% j 27.9話 i師部

よlill 7 i 24 i 55 

軸 L8.1%_1 27.9% i 64，Q! 
否罰百有事高苔扇面扇面画覆扇京壱吾瓦 1人制 21 ! 14 1 52 

【プライパシ一、心理面への混血、体位の保持むl 軸~ 24.1% i 16.1% i 59.8% 

⑮吊染された瞳置剤、器具簸の後拍車ができ i人数118;23'56

る. I軸 1-9:2%126.4%1 64.4% 

rm醒腸内与簾i圭 IQ;なぜ直腸内与栗揖を必要としている申かを述|人散I 7 1 4 1 75 

直線内与革法を畳け!ベることができる. rτ子I8.1% ; 4.7%Ts7.2% 

る入に砂甚な撮助方j②直腸向与薬1ι 医師の指示で行う処置であるi人制 8 i 3 l 77 

芸2122議官ことを逮ペることがで吉る:....."，--'""f拘1Mi34i間協

入法) !@薬剤作用を延べるニとができる. I入数I8 ; 3 ; 77 

【全身作用{鮮製‘鎮痛)][局所作用{時疾患抽i同 I9.1% ; 3.4% ; 87.5馬

G正直腸向与薬法は危猿性と副作用を発車する l人数I 8 ; 3 ; 77 

[速やかな吸収、作用尭現、ショック、直腸区内 l同 I9.1省 3.4'略 的関

⑤直腸与議法の適用・草案忌を通ベるζとができ i人数I 8 ; 3 j 77 

る. [瓦 I9.1% j 3.4% ; 87.5% 

暦訴車剤の確認ができる'___.1-"数l-sT4 i 77 
I~車電ち警竺号.. 用量‘用法、投与量、投与時l同 I6.9弘 i生時 i88.5発

⑦量薬挿入前の排恒が必要であることを述ペるi入量rj-13178

ことができる. "石I8.0% ; 3.4'局 i 88師
⑧患者白身体的・輔神的苦痛に配車して、最悪i人世I 1 ; 6 j 80 

【プライバシー.体位(車傑甑悼‘シムス位}、緊 i軸 I1.1略 i B四 i 92.0施
⑨実施桂‘患者の軍践と体位を聾えることがで i人姐I 3 j 4 ; 81 

きる. r可1ゴ.4%γ正扇寸1泊施
I@実施中、実施桂の患者の観察できる. I人盤I4 1 3 1 81 

軸， 4.5% j 3.4'馬 i盟問

百斥認の場合は排亜鞠の践曹と抽理ができる.，人数I 2 j 4 i 82 
同 I2.3% ; 4.5' ; 93.2% 

葱斑覆識苓蒜函苔1=.1:るl主面直言語扇議がで
きる.

⑪創傷の拭態を銀事で吉る.

[童部と周囲‘都縫合部の癒合状態、都部・ド

⑪割傷に合わせた型車剤を当て朗定できる.

窃扇面1事存モ扇扇嘉吉霊がで:吾吾.

SBO GlO 

ド~
ト品
、斗



GIO I SBO I I u-..tA 老年 小児 母性 地埴 精神

実施 見学 来 実路 z 見寧 i 来 実施。免学 朱 実徳 見学 釆 実総 Z 見学 来 見学 E 朱

!2~~!~!.a I'P 包 l人 116 ; 693  ; 2 ;83 L 4:__ ~ 0 1 s3 1.__! _____() ! s61  i 0 j 85o  ; 86 
11UiT7J両!a両部 34% 2.3% 843昆 46%! 0.0% ; 954先 日誌 iO肺 i回目 1.2% ; 00% i 98.8% 3瓦 0師 =96師

|
… 施大盤で)腸き内る視.鏡(雲ー 111616912131831310  ;8511101881110  ;8412  11186  

内視鏡・ ‘Co包・ 判 12.8先 7.0% 1 80.2% I 2.3覧 3.4% 1 94.3% 1 3.4% 1 0.0施 96.6%I 1.1% i o.mも 98.9克 1.2% 日出 98.S私 2.2% i 1.1% 開田

l喧確認すべき既 ~:I;';;'-')ぃ、減 、cl!'1瓦車 9 1 8 1 6 9 1 2 1 3 1 8 3 1 3 1 0185111018611101841211  i86 

Ir脇佳晦箪抽ヲ I.~.一台戸、 軸 10.5% 9.3覧 80.2覧 2.3覧 3特 別開 3.4% 1 0.0弘! 96.6克 叩 0.0弘 田 間 四 0.0% 師 1.1% a 96.6弛

‘むEま'i>. 1人指 9 i8  16911121831211185111018611101841211186  

軸 10.5花 9羽田70四 1.2免 23克 96，5免 23勤 時 86.6活叩 O師団時四 0出 回 1時間関

I~唖盆自IjV.J地車問答Cで山jil[ljj~iJji!fI~Ill')fl:入車 6 ; 10 i 70 I 0 i 2 i 84 I 1 i 0 i 86 I 0 i 0 i 87 I 0 i 0 ; 85 I 1 i 0 i 87 

I[絶章、下部‘i涜腸、注射襲、 判 7.0首 11.6完 81，4克 0.1日 2.3鳴 97.7効 1.1% 。肺 98.9% I 0.0% 。肺 100.0% 。凹 0.0% 1 100.0弘 O凪 98.9% 

，o."，-c;;t--<'i>::<:iJ<1:l!;'i>. IA面 9 i 8 ! 6了 1 i2  18312  1 i8511  10  ! S811  10  !B412  it186  

%105%5 9.3弘 80.2%2%2.3%96.5%23% i 1.1% ; 96.6% 1 1.1覧 OS誌 88.9%I 12%001も 98.8%1.1略 86.6%

!ョt-r.llUiJI人1&1 8 ; 8 ; 70 I 0 ! 2 i 84 I 1 i 0 i 86 1 0 i 0 ; 87 I 0 i 0 ! 85 I 1 ， 0 ， 87 
~ c....・同 9，3克 9.3私 81.4省 0.0弘 2.3% ; 97.7発1.1克 0，0花 98.9見 0.0% i 0.1師 100.0弘 00覧 0，0弘 100.0%I 1.1祐 0.0% i 98.9免

人種査中、 i人郵 8 1 8 i 70 I 0 i 2 ; 84 I 1 0 i 86 I 0 i 0 i 87 I 1 i 0 ! 84 I 1 I 0 ! 87 
る. [盟軸 3% ! 9.3私 自 0.0弘 2，3% ; 97，7% 1 1.1% i 0.0% ， 98，9% 1 0.0克 閲覧 100凹 '.2弘 口問 E 問 問 。出回路

A穿F刺以 u(j): .• if:!"~!~'!t;r，"，'lI!<:l--t， ''i>(1)N ，:;;t-<'i> I人数 !zisolzilis5  2;8411;0;85  ! 0 1 86 
軸 7% i 2.3% i 部 内 96.6%I 6.9持制叩問時 2.3見 開1.2私 0.0弘! 98皿 ! 0即時開

寝込も 1明盲者瓦d宝叩石匙一復調歯士会 人数 i 2 i 80 L 1 ¥_0 i 85 j 5_ i 2 i 80 I 2 i 2 i 84 I 1 i 0 i 叫 2 1 1 師

-居住[J!I!ft_!!l!JI1I;"FH>W 机 柏市!2.3% !臨時四 98.8潟 5四時間.0%， 2.3%; 2.3覧 5%I 1.2% l 0.0私 i開 肺 2.2% 1 1.1% 師師

部 吋き品。 人数 1_2 _i 80 I 1 i 0 _L_s5_L!__L_ 2 .i 81_1 _2 __1 2 ! 84  I _1 0 -! 84 I 21-'-1 86 
%7%3%  i 92.0% 1 1.2% D克 i98.8克 B%2.3%93.1覧 3陥 23% i 95.5弘 u四 i0.0%98.S犯1.1%i 96.6有

I~ヲ m 人数 ! 83 l' 0 1 86 I 1 ! 5 ! 81 I 0 j 2 ・ _0_L___Q__!~L1 ! 0 L 87 
，，，，・ 軸 4% : 3.4克 193;3% 1 0.0% 1 0.0% I 100.0%悶 5.7% ! 93.1% I 0.0蕊 2.3% i 97.7% 。皿 00弘 100鵬 1.1完 0.0% ! 98.9完

、臨官同副明U'\;ç~ 人位 ; ! 108896 6 90% i 2 1 0 0 85 1 0 i 87 
5 9会 41地 4弘 2 % 00%i 0.0見 f 1.1%4 % S弘 3% i23%17%OD弘 330% i 100，01も 00%298.9%

制官、れ入敬 o i 0 ! 86 1 1 1 5 i 81 1 0 1 2 1 85 1 0 1 0 i 85 1 1 1 0 1 87 

3A略 34%93.3私 00%i 0.0% ! 100，'0混1.1% ; 5.7覧 Z1%I 03克 123%37混 3% 】O私 100.0%1 1，1'臨 0.0%98.9%

~~lf~l:f: I::#?1I1UW1~i1< I;:J;{)1)-.!lIJtJ{\!~ IA!a1 .2. ! 5 i 81__ I 0 ! 0 i _8.6 ..1 l._ i 5 i 81 I 0 i 2 i 85 I 0 i 0 1 S5 I 1 I 0 i 87 
匂・ 23% 5，7% 92.0% 0.0鴎 OS見 100.0% 1 1.1乾 2 5.7覧 1 1完 0.0% i 2.3% 7% D% 00覧 100O弘 1% 09児 989% 

‘曹盆中、 むさ 2 ! 5 ; 61 1 0 ! 0 1 86 I 2 1 5 1 81 I 0 ， 2 ， 65 1 o'.! '--o--i 85 T 1 1 0 i 87 

|る・ 瓦山 5.7首忌問。。%。時叩1凹 2.3誌! 57% 1 lS% 

I(会皐電珊でき役る割.、輯愛まP.l 3 1 3 i 83 o 1 0 1 86 I 2 i 5 i 81 I 0 ! -2--:-85 I 0 i 0 I 85 1 ! 0 ! 87 

% I 3.4% ! 3，4')(， i 93.3% I 0.0沼 0.0施 100.0% I 2，3'も i 5.7% ! 92.0% 1 0.0% ! 2.3% ! 97.7% 1 0.0% I 0.0% I 100.0% I 1.1% I 0.0% 1 98.9うも

苦 T!ft(1)!o{;iliol'll='I-'I，'i>llI!1lJIFe>ltI人弱 3 ! 3 i 83 I 0 i 0 ! 86 I 2 i 5 1 81 I 0 ! 2 i 85 I 0 ! 0 1 85 I 1 1 0 i 87 
i孟; 石~.4'i1. i-~.4~ぬ瓦 0.0% 。朋 i1脚毘 2.3% i e河 92.0% I 0.0% i 2拍 !刊 0% 。田 100.0%1 1.1% i 0臨 時開

広面 1'1T16一 語 1712  68 16 ! 0 ! 72 I 28 i 16 i 43 I 13 j 8 1 65 557省 o 1 82 

i意が翠解でき、無菌 '1.:~.g・ 軸羽田 18田 37時 19.5% 日% i 78，2% I 18.2% 。出 g 制 踊 .4% i 49.4諸 時 9，3% i 75.6% 。朋同時

|揮作ができるQ ..~ IW1IÆIfiI~'TÞ1I1J {，l)Vi~*II"JTmt. l1J'-(，!'さ@・ 1入難 32 20 3 15 1 2 ; 70 11 2 1 i 4 9 1 9 i 9 1 6 8  1 1 85 

軸 37師 23.5% 羽田 17.2弘 2.3% i 80.5% 世間 1克 明 .5'も 24時 533混 165%1 10.5%79.1%23% i 1.1%見聞

l人難 24 i 27 34 1 14 1o i 4 i 74 1 11 ! 29 47 I 9 ! 11 68 0 85 

'"閤 帖 28.2覧 31師 40，0%I 15.9% i 3.4'覧 l百 円 相 4，5% i 84.1喝 2.6%i 33.3% ! 54.0% I 10.5弘 12.8%; 76.7% 三五画。出回師

』 憂ピさ'i>. I人組 19 i 32 ， 34 I 7 I 6 1 74 I 4 i 5 i 71 4 1 31 52 1 ，1 13 i 69 o I 66 

明 22A誌 37.6弘 4204 B完 BB覧 6.9見 85.1弘 4.5完 5.7覧 81.8% 4.6誌 35.6日誌 598児 41% ! lS_1弘 80.2兎 1.1首 OB覧 98.9見

1量jお 18 1 33 ! 34 1 6 1 6 ; 75 1 3 ; 5 i 81 1 5 i 31 i 51 1 4 i 13 i 69 1 1 1 0 ! 86 
時 21.2偽 388覧 40D覧 8.9% 6.9耗 86.2口語 3A弘 5.6% 91.0% 5.7% 355尚 588% 47% 1 15.1% ; 80.2% 1 1.1略 0 0% i 98.9% 

l守z 、C否 l人事 18 i 32 i 35 I 6 ! 6 i 75 I 3 i 5 ; 81 I 8 i 28 引 4 i -'2 -i 7'j' 1 -1 i 0 i 86 
IV・ % I 21.2弘 37.6%l 41.2% I 6.9% 1 6.9克 86，2%I 3.4% 5.6略 9β%I 9.2克 32.2%I 58.6覧 7弘 14_0曳 l81.4拡 i0.0% i 98.9克

ピミ云@. 1人招 ; 34 38 81 30 11 1 71 1 i 0 ! 86 

% I 15.3沼[40.0% ~ 44.7% I 6.9% i 6.9% j 86.2% I 3.4% 6.7% j 89.9% I 3.4% ! 34.1~地 5%. I 4.7~‘ j 12.8兎 i82.6鳴1.1% 1 0.0% i 98.9花

降畏施者，ol.l!1i11o/J;<lI<-;::b 、む句 l人数 i 32 ! 39 I 5 6 i 担 9 ! 75 1 ， i 0 i 86 
同 日 i 7.6% i品目 57完 56.9覧 87.4% I 3.4% i 7 開 88.8克 23% 1 36.4略 ; ! 特 34弘 10.3私 B6.2%I 1.1% 00克巳臨時

]己∞



20J無菌操作 栂包布に包まれた掘薗鞠を簡くことができ喜.
靖麗ー璃器濃菌由概
意が理解で昔、栴菌
操作ができる.

L工主三"
1Md討す問
主治ギ9%

1 ! 0ー上 86

子丹円ziF

1ムム怨L以生時

1Mtけ古田

地培

実施内す1 禾

3.4% i 12出 183.9尚

日誌 12 刊誌 l 82.6% 

ムム 10 i 73 

3.5%心 1.6%よ主関

与汁討す.6%

時一一一一…一時一一一一
J

帯

崎一塁畳間

;皇::
缶詰け王子関

位当時

成瓦

実施 死~ i 来

人数I14132i39 

同 I16.5% i 37.6% ， 45.9% 

⑪輔菌，匂クから輔薗的立軸晶を取り出すこと i人数I16 i 33 i 36 

ができる. I同 I18.8% ! 38.8% ~ 42A鳴

⑪滅菌ゴム手袋を輯菌師二議着することがで苦 i人数1 12 i 32 i 41 

る・ 1軸 114.1弘 i37間 i柑 .2%

⑫汚染部銑と管潔部位‘消穫と揖菌をE郡した IJ、数I18 i 33 i 34 

操作ができる. 1特 121.2沼 i38.8% j 40D覧

骨汚染したゴム手聾苦手指・軍服等を不潔にせ i人数 1 181 32 135 

ずに脱ぐことがで杭 f石121.2% ， 37出!削凪

申汚染した器掘器具類の後暗宋ができる. I人世l17i33 ，35

1%120.0%138し.8%! 41.2日

SBO G10 

]
戸
川
由



資料③

海地漢蜜において積語学生が行う喜基本的な看護銭篠(水準2)の沼健状況一翼臆磁合と教授方法との濁速一

学内での教援方法: 講義 盛VTRデモ 演習 ※数値は臨地実習で笑施して習得できたと回答した学生白人数とその割合
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GIO SBO 
1........1 

成人 老年 小児 母性 地域 精神

I~よ哩里 l I:-.l九 I~ . 1，，; C'O)" 人瞳 5 
).1% 1【2覧 7% 9% 

b5れ。、1 JできFliお躍尿のに損必傷要‘な京物路品感カ染嘩な儲!!'でIきる@

‘司C旬。 l人
1稲 2日馬 1省 6先

|人

，時 2% 0.0% 4覧 1稲 。2事
、CC旬。 |人

% 1略 E弘 1.1覧 4 6% 1% 1% 
h、今宮旬。 l人酷 。

% ).0% 1% 0.0% 3.4弘 。% 0師

押.できる. I人軸 。 3 。 3 。
I[長吉、 :ど】 今も m延 1弘 0.0鬼 3.41泊 酷 0.0% 

隣
"、制 '71 ~，供同‘、iiIl l人数 4 。 。

号令 2% 1.6覧 Q.O'民 。略
、_~.

。%
‘.; C '0)0 

If..:'.!'里程 l'-ri:九
‘CC  5 

% 6.8覧 1 9% ;.6% 4見 5.6弘 4弘

Iる1られ.0‘抽安刷量

き.
‘にC旬。 人融

d古d購議欝七晶fE子E 
i曹

帖 3.4混 7潟 7施
._ 

~W， 、 n ， も』 白』と刀、""t:~言 l入車 E 
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3忌;c:: |人軸 。
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% ". 
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I~ "即匂1 "'e.':旬。
号令 4 6弘 .7'" 4弘 3% 6~ 
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柿 2.2% 2$ 2覧 1覧 1事
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i人数 2 2 てソ守 lじと句。
軸 2.2% 4% 2.3混 1% 2% 
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2.2% 1% 1.2% 1旬 1覧

陶酔、ー ..c'"， 数 ':;;，:-1:':・
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町.酔+ 1% )% 0.0% 1.1活 。尚
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崎 7% -tl 5% 宜主 8持 9!地 1% 
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4% 2% 1克 2.3% 3.4覧 1% 

， C- V.I 個樟ω 、_.~。 2 3 
0.0% Z.3% 3.4潟 。見
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1% 3弘 0.0% 

i割問l r 、C'，，"，o 。
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GI0 SBO 
I金銭4 人栂

I=~I 成人 老年 小児 母性 地域 精衿

|曲J

咽帆 I~ ‘白¢匂。 |人艶 1 2 2 E 

% 1.1% 2.3完 2.3'民 1.1% 2.3弘
Iする人に必 ‘".C~""'o 人数 1 

% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 

コEれ.‘安全-;;><;;，，""...c;;; 
~.~。 人数 1 

% 1.1l略 1.1% 1.1% 1.1l品 1.1包

④患者・ 1 人軸 。 。 。 。 。
% 0.0'施 0.0% 0.0活 0.0覧 0.0私

‘'"旬。 人軸 。 。 。 。 。
今6 0.0% 0.0覧 。出 0.0覧 0.0偽

、~C:'a) o |人瞳 。 。 。 。 。
令色 0.0先 O.Q% 0.0覧 0.0% 0.0覧

ーヲ I.;C'''''。 !人敢 。 。 。 。 。
今6 0.0覧 0.0者 0.0% 。臨 0.0弘

ーヲ |人鞍 。 。 。 。 。
ピ， I)¥."jヴ 4 拍 0.0首 0.0覧 0.0槌 0.0鴎 0.0包

Fで吉'.>0 !人融 。 。 。 。 。
% 0.0部 0.0諮 。師 O.O~お 0.0% 

-~~ |人軸 。 。 。 1 

a % 1.2覧 0.0覧 0.0% 。。略 1.2覧
b 作動を ， . 掬する。 人抽 1 。 。 。 1 

% 1.2覧 0.0'弘 。0% 。D弘 1.2'弘
。 c， ，，_， "J '''''0 人曲 1 。 。 。

今6 1.2覧 。。覧 0.0箆 0.0% 1.2% 

d. げ旬。 人軸 1 。 。 。
今も 1.2苅 0.0包 0.0包 0.0覧 1.2計局

e 暗闘す令。 人融 。 。 。 1 

軸 1.2日誌 0.0覧 0.0弘 0.0弘 1.2日誌

......_.....，民 "".....0 !人散 1 。 。 。
% 1.2鴻 0.0% 0.0稲 0.0鳴 1.2% 

ーでさ令。 l人散 1 。 。 。
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GIO SBO i輔帽 成人 老年 小児 母性 地域 精神

訂する人に必
"V.... -~、‘ 守""......， |入車 5 2 九 2 3 

% 5.7覧 2.3% f 輔今 2.3'略 1.2日誌 3.4% 

る刺られ。){骨‘ 
1<1:15剖mr・(j叫w 

頭集司 ，:後出車}

人数 5 2 1 E 

今6
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5.7% 1.2覧 扇町， 7%. 2.3沼 1.2部 2.2% 

人軸 E ミJ 2 1 2 

% 5.7弘 1.2% 会~1> 2.3鳴 1.2% 2.2~弘

制，_"'-.. <;;....." 人軸 3 。 。 。

% 3.4% 0.0% 1':1貴 。出 。‘0% 1.1拓

串 ヲ"，，-.. <.; 人軸 3 。 。 。

崎 3.4~陥 0.0弘 1:':1 1耳 0.0% 。師 1.1覧

、‘'"旬。 人軸 3 。 。 。

崎
1 

3.4~描 。。施 1':'1 1虫 0.0% o，m格 1.1% 
、::a旬。 人軸 2 。 。 。

% 2.3'部 。師 !土1事 0.0% 0.0弘 1.1篤

.穣宝豊中. l人鞍 2 。 。 。

% 2.3'民 。出 1:'.2、宮貴 0.0私 0.0覧 1.1% 

‘穣査中、 。， "'-C'，，"，o i人誼 3 。 z 。 。
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" "、首ー， 、C'<>1o !人融 3 。 .2. 。 。
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活清涜潔葉・3高音轟寝・4惇
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--， _............."" |人世 37 17 16 28 13 5 
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開 11"/.1'o.，;c;:，'仁h 採種 白‘;c'D。 1人散 32 15 11 17 9 2 
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% 22.4% 8.0'弘 4.5% 4.6% 4ふ7鳴 1.1鳴
、z 、0:::.....0 |人酷 18 6 3 5 4 
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rιH  '_U-..<;;....." 人数 18 6 3 8 4 1 

今6 21.2曳 6.9% 3.4% 9.2% 4.7覧 1.1混

....". 'l:c匂. 人数 13 e 3 3 4 1 
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降包布j ... <;;;.....0 人数 14 6 3 3 4 

軸 16.5% 6.9% 3.4覧 3.4% 4.7% 1.1弘

問融関/' ーヲ.._._'" 、c;;....... 人散 16 6 3 3 4 

今色 18.8弘 6.9弘 3.4% 3.4~陥 4.7略 1.1% 

目 a 叫 句、ーι"ζ否匂. 人融 12 e 3 4 3 1 
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'a旬。 |人数 18 7 3 6 4 1 
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% 20.0秘 8師 3.4弘 5.7% 4.7覧 1.1% 
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水準1

1. ，軍壌調護技

術

Z 古事援助技
術

3排;控撮劾技

犠

4活動ー体皐援
助弦術

5清潔・衣生活
援助技術

8呼吸・循環を
獲える技術

円甑7.創傷管理技

8与薬の技慌

脅9技救術命救急処

機10能旋菅礎状技・生術体

8回生基本的な看護技術におけるアンケート結果(卒業時)

資料⑨

その 1

γi} 血 vげそき 平均1J誌合 平均2，6以下
{金〈自惜がない項笥} {自信がない項目〉

4とても自信 3自憶があ 2.自信がな 1.会〈自信
平均がある る L、 がない

項目 人数 悼 人数 悦 人数 悼 人数 % 1-4 

策聾生活曙壌調聾(車庫、理鹿.換気.揖光.臭気‘騒音.病室聾儲〉 11 11.6九 61 64.2目 22 23，2弛 。む日首 2.88 

リネン交換 7 7.4首 68 71.6% 19 20.0唱 。0.0出 2.87 

童事介助 2 2.1百 56 58.9官 35 36.8唱 1.1覧 2.63 

栄養状態・体液・電解賞パランスの査定 。0.0% 17 17.9百 71 74.7% 5 5.3也 2.14 

童生活支援 2 2.1覧 42 44.2~国 47 49.5覧 3 3.2% 2.46 

自然排尿・排便援助 3 3.2也 43 45.3也 44 46.3% 3 3.2百 2.50 

E重器・尿器による援助 。0.0百 18 18.9百 66 69.5~品 8 8.4百 2.11 

失禁時田援助{おむつ交換吉む} 。0.0百 14 14.7首 64 67“4l品 16 16.8也 1.98 

排尿飽難時由援助 。0.0也 8 8.4叩 自3 66.3% 22 23.2% 1.85 

鶴統内習電力テーテル挿入時の揺助{管理) 。0.0詰 7 7.4% 57 60日時 29 30.5首 1.77 

体位変換 1.1弛 48 50.5% 43 45.3百 1 1.1也 2.53 

移送{車イス} 7 7.4'百 63 自6.3唱 24 25.3% 1.1覧 2.80 

善行・移動の1)-勤 3 3.2覧 40 42.1唱 47 49.5百 2 2.1% 2.48 

廃用性痕候群予防 1.1弘 16 16.8世 64 67.4~品 12 12.6弘 2.07 

入怒・睦篠田援助 。0.0拡 39 41.1世 51 53.7% 3 3.2~唱 2.39 

安静 1 1.1% 41 43.2叩 46 48.4唱 自 6.3唱 2.40 

入浴介助 。0.0首 17 17.9覧 64 67.4百 13 13.7百 2.05 

部分浴 4 4.2百 52 54.7弘 37 38.9百 1 1.1% 2.63 I 

陰部法浄 。0.0耳 18 18.9略 57 60.0也 18 18.9弘 2.00 

清拭 5 5.3百 48 50.5首 37 38.9百 3 3.21地 2.60 

洗髪 4 4.2目 49 51.6百 38 40.0唱 3 3.2% 2.58 

口健ケ7 2 2.1百 38 40.0覧 49 51.6百 5 5.3弛 2.39 

整容 8 8.4首 57 60.0首 27 28.4% 3 3.2目 2.74 

寝寂交換など衣生活媛助(臥床患者} 1.1% 37 38.9首 51 53.7耳 3 3.2% 2.39 

酸素吸入護法 。0.0百 5 5.3'見 53 55昌也 34 35.8覧 1.68 

気道内加湿法 。O.日明 自 6.3唱 54 56.8百 33 34.7% 1.72 

体温調整 1.1覧 22 23.2j目 61 64.2唱 自 立5l品 2.17 

吸引(口腔‘鼻腔) 。0.0覧 自 6.3胃 50 52.6市 37 38.9% 1.66 

構創由予防ケア 。0.0百 19 20.0覧 64 67.4~品 11 11.6覧 2.09 

経口・経直・外用薬由与薬方法 。0.0唱 16 16.8百 57 60.0胃 20 21.1腎 1.96 

意識レベル把握 3 3.2~品 16 16.8百 59 62.1耳 15 15.8百 2.07 

パイタルサイン{体温の観察} 18 18.9覧 66 69.5覧 8 8.4拡 自 自口百 3.40 

(脈舗の観察] 19 20.0覧 66 69.5'品 8 8.4唱 。0.0% 3.11 

{呼般的観察) 17 17.9% 64 ! 67.4% 11 11.6覧 1 1.1% 3.03 

{血圧の鏡察} 12 12.6也 57 60.0'日 22 23.2唱 1 1.1% 2.85 

身体計測 4 4.2百 48 50.5百 41 43.2j略。 0.0% 2.60 
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4.とても自慢 3自信が晶 2自告がな 1.金〈自信
平時がある る L、 がない

症状・病態の観察 。0.0% 23 24.2出 61 64.2% 9 9.5出 2.15 

検体の採取と扱い方(採尿、尿検査) 。0.0% 16 16B百 62 65.3覧 15 15.8目 2.01 
10.症状・生体

検査時の援助(心電図モニター} 。0.0也 2 2.1也 49 51.6% 42 44.2'弘 1.58 機能管理妓術

{パルスオキシメーターの使用) 4 4.2目 21 22.1% 48 50.5略 19 20.0日 2.10 

{スパイロメーターの使用} 。0.0弘 1.1弘 55 57.9% 37 38.9百 1.61 

日感染予防白 スタンゲードプリコーション 3 3.2出 38 40.0% 43 45.3目 10 10.5出 2.35 
技椛 感染位農業物の取り扱い 。0.0覧 31 32.6覧 46 48.4目 17 17.9覧 2.15 

療養生活由安全確保 2 2.1唱 41 43.2覧 45 47.4~品 日 6.3% 2.42 

転倒・転落・外傷予防 1 1.1也 40 42.1覧 47 49.5略 8 6.3首 2.39 
12.安全智寝の

箆療事故予防 。0.0也 23 24.2% 56 58.9出 15 15.8出 2.08 掠婿

感染性廃棄物の取り扱い 。0.0目 21 22.1% 57 60.0百 15 15.8官 2.06 

リスウマネージメント 。0.0也 11 11.6弘 62 65.3唱 20 21.1首 1.91 

i体位保持 2 2.1首 31 32.6% 55 57.9百 5 5.3唱 2.32 
13.安全確保の

署法等身体安楽促進ケア 2 2.1也 36 37、9叩 47 49.5目 9 自5目 2.34 後椛

リラヴゼーション 3 3.2見 38.9% 51 53.7覧 3 3.2弘 2.43 

水準2

F事轟 Eすヨ!-_J<I:l.，-'-Z G:h..安全に 。0.[胤 4.2% 54.7% 37 38.9% 1.64 

1[2】経J
己晶叫z. 予とお安全に実施できる 。0.0% 9.5覧 61.1也 27 28.4見 1.82 

1[3]鍛 警安~台 。0.0% 1.1也 48.4也 46 48.4~ヰ 1.53 

えられ、安全に実施で古る. 0.0覧 13.7% 170 73.7百110 10.5首 2.03 

戸、
出 It"，; ー乙お安全!こ実施できる. 10 0.0唱 13 3.2百 54 56.8出 37 38.9覧 1.64 

重

基~" ，cξ;'(;)0 日0%14 4.2出 49 51.6弘 40 42.1百 1.63 

'JT f1 んり
0.0% 1.1% 59 62.1% 33 34.7百 1.66 

!l-l:さ
11 1.1百 49 51.6耳 42 44.2目 2 2.1出 2.52 

.雪量、，る. 。0.0% 14 14.7拡 67 70.5也 14 14.7百 2.00 

1(10)体浴を受持新生児由生理的特徴を理解1.-.安全に実施で古る. [0 0.0唱 9 9.5~込 60 63.2首 25 26.3唱 1.83 

市T
l:l康換を安受調受け静るけ断人る定人1軒Z必にを必要すす要なっ援1なLい援助て方助、; f 

援諮
0.0覧 11.6弘 62.1也 24 25.3叫 1.86 

LJ;a.S Eじさ
0.0唱 6 6.3弘 57 60.0覧 30 31.6覧 1.75 

安[14全1駒に実駿権舟

λ '::IAh  0.0百 5 5.3首 59 62.1目 29 30.5% 1.75 

、安
0.0百 。0.0% 41.1百 55 57.9覧 1.42 

院..-明v書'"rー蝿一誼一(. '" き1
、:>'.，::1::;，1-;>

0.0覧 E 2.1% 48 50.5出 43 45.3百 1.57 

. ;:t.仇
tlJJI!'J同母鼠'" ~ t:l;:芝@ 0.0百 14 14.7也 56 58.9% 23 24.2幅 1.91 

安5LE司全{1予l程 呈彊包虫鏡=.:-五検b5 5 

λり品、 。0.0覧 10 10.5唱 63.2弘 23 24.2% 1.86 

'志r望z 。0.0覧 0.0唱 55.8覧 42.1% 1.57 

再h一r切. 

、安全 。日目。も 4.Z出 48.4'百 43 45.3唱 1.5宮

無菌操作がで吉る。 3 3.2% 48 50.5覧|ω 45.3百 。0.0目 2.58 
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8回生 基本的な看護技術におけるアンケート結果(卒業持) その2

水準1
自信がある 自信がない 母抱

項目 人数 割合 人数 割合 n 

後援生活環境繍整{温度.湿Z乞換気‘探先、臭気、騒音‘病室獲儲) 85 98.8% 1 1.2国 86 1環壇蔀聾絃捕
リネン克揖 85 98.8覧 1 1.2% 86 
童害事介助 75 872.目 11 12.8覧 86 

2童事態助桂簡 草養状態・体車・電解質バランスの査定 68 78.2目 19 21.8覧 87 
童生活支援 74 85.1覧 13 14.9覧 87 
自篠誹犀・棒置緩助 74 87.1百 11 12.9覧 B5 

亜器・尿器による健闘 63 72 .. 柿 24 27.6百 87 
3捧盤援勧技揖 長禁時の鐙助(おむつ史換古む) 61 70.9% 25 29.1百 86 

排尿困難時由揖助 54 61.4覧 34 38.6覧 BB 

跨醗向留置カテーテル挿入時の援助{管理) 54 62.1目 33 37.9覧 87 
体位変換 77 89.5覧 9 10五百 86 
轄送(箪イス) 83 95.4出 4 4.6覧 87 

4活動体息援助技据
歩行・移動の介助 78 90.7目 8 9.3目 86 
鹿沼性義援群予防 66 75.0出 22 25.0百 88 
入眠・睡眠由躍動 70 80.5覧 17 19.5目 87 
安静 73 84.9覧 13 15.1目 86 
入港升勧 73 83.9覧 14 16.1% B7 

部分，畠 80 92.0百 7 8.0覧 回

陸部揖浄 69 78.4目 19 21.6時 88 

5清潔・衣生活援助伎摘
車拭 78 89.7括 9 10.3% 87 
茸髭 74 86.0百 12 14.0目 B6 

口腔ケア 74 85.1百 13 14.9目 87 
聾容 80 92.0百 7 8日% 87 
寝主査換など衣生活躍動(臥床患者) 75 86.2% 12 13.8耳 87 
駿華唖入療法 38 43.2匹 50 56.8% BB 

軍選向加理法 38 43.2% 50 56.8% BB 6.時唖指環を聾えるt主締
体温調聾 78.2目 19 21.8百68 B7 

吸引{口陵、鼻腔] 38 43.7% 49 56.3% 87 

7創i犠曹理技櫛 措創町予i!1;ケア 49 56.3% 38 43.7% B7 

8与築の技術 経口・軽症・外用薬由与薬方法 53 62.4目 32 37.6% B5 

9教命救急担置技捕 意識レベル把握 57 65.5% 30 34.5目 87 
パィタルサイン{体温の観察} 85 100.01地 。 0.0出 B5 

[脈拍の観察} 86 1日0.0唱 。 0.0世 86 
10.症状・生体機能官製技諦 (呼触の観雫) 85 100.0% 。 0.0覧 85 

(血圧の観察} 85 100.0% 。 。日現 85 
身体計灘 72 84.7覧 13 15.3出 85 
症状ー薪躍の観曙 63 75.0百 21 25.0% 84 
樟体の採取と酷い方{聾属、尿検査〉 47 53.4百 41 46.6% 88 

10.窓状・生体機能曹理技輔 桧査時の援勧{心電図モタ) 34 38 古田 54 61.4百 BB 

(パルスオキシメータ の世用) 73 83.0腎 15 17.0% BB 

{スパイロメタの笹用) 34 38.6耳 54 61.4百 BB 

スタンゲドブワコ ション 74 85.1百 13 14.9覧 87 
11感量予i古の技術

醒量性廃棄物の取り担い 66 75.0国 22 25.0覧 BB 

撞聾生活由安全確保 77 88.5出 10 11.5% B7 

転倒・転落・外傷予防 74 86.0也 12 14.0腎 86 
12安全曹理の設摘 臣癒率故予防 61 69.3百 27 30.7腎 BB 

盛串性廃棄物の取り扱い 62 70.5出 26 29.5目 BB 

リスクマネージメント 58 66.7覧 29 33.3百 B7 

体位保健 70 80.5% 17 19.5腎 B7 

13安全確樟の妓街 畢法等身体安楽躍進ケア 74 85.1腎 13 14.9也 87 
リラクゼーシヨン 72 82.8百 15 17.2耳 B7 
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水準2
自憶がある 自信がない 母数

人数 割合 人数 割合 n 

【11経鼻筒チューブの挿入者受ける人に必要な援助方法が考えられ、安全に実施できる
27 31.0唱 60 69.0目 87 

[2J経管栄薬を受ける人に必要な援助方法が考えられ、安全に実施できる
35 40.2% 52 59.8覧 87 

[3J催下涜鱒を受ける人に必要な援助方法が考えられ、安全に実施で吉る。
20 23.0唱 67 77.0百 87 

[4]導尿を受ける人に必要な按助方法が考えられ、安全に実施できる。
34 39.1百 53 60.9覧 87 

[5]鏑僚を受ける人に必要な綴動方法が考えられ、安全に実施できる.
27 31.0出 60 69.0鴨 87 

[61Aトーマを造殺する人に必要な擁助方法が考えちれ、安全に実施できる.
29 33.3百 58 66.7弘 87 

[7]鰐統内留置カテーテルj去を行っている人!こ必要な援助方法が考えられ、安全に実施できる.
46 52.3% 42 47.7% 88 

[a1Aトレッチャーで移送が必要な人の揖助方法が考えられ、安全に実施できる。
73 83.0出 15 17.0出 88 

[91関節可動域訓練を受ける人!こ必婆な綴助方法が考えられ、安全!こ実施で音る.
51 58.0出 37 42.0出 88 

[10]詠識を受ける新生児町生理的特徴を理解し、安全に実施で古る.
76 88.4% 10 11.6% 86 

[11]必上要肢なに援持助続方点法滴が静考脈え注ら射れを、行安っ全てIいて、鶴脱肉留誼カテーテル法~施中の患者の寝衣交換を受ける
人に こ実施できる。 50 56.8出 38 43.2% 88 

[12]気管内吸引を受ける人に必要な緩動方法が考えられ、安全に実施できる。
28 32.9% 57 67.1百 85 

【13J体位ドレナージ(体位排療法}を受ける人に必要な緩助方法が考えられ、安全に実織できる.
27 31.0'目 60 69.0唱 87 

[14]腕股肉111:庇持続吸引療法を畏ける人に~要な緩助方法が考えられ、安全に実施できる。
11 12.6目 76 87.4% 87 I 

[15J人工呼吸器地犠若されている人に感饗な援助方法が考えられ、安全に実施できる。{鎮静{セデーショ
ン)していない場合] 17 19.3目 71 80.7% 88 

[16)創傷処撹を受ける人!こ必喪な媛助方法が考えられ、安全に実施で音る
37 42.0覧 51 58.0覧 88 

[17]箇腸内与業法(坐薬挿入法)を受lする人に必整な鍛動方法が考えられ、安全に実施で古る.
40 46.5目 46 53.5目 86 

[18J内接鏡検査(胃内視鏡・大緑内視鏡・気笹支鏡)を受ける人に必要な擦JIjj方法が考えられ、安全に実
施で寄る。 29 33.3目 58 66.7目 87 

[19]骨髄穿刺・腹維穿刺検査を受ける人!こ必要な揺助方法が考えられ、安全に実施できる。
17 19.5% 70 80.5目 87 

[201清潔・講義・鴻菌の概意が理解で音、無菌操作ができる。
69 79.3拡 18 20.7百 87 

[21]包帯法を受ける人に必要な按劫方法が帯えられ、安全に実施で吉る。
39 44.8唱 48 55.2目 87 

[22]心意関検査を受ける人に必饗な媛助方法が帯えられ、安全に実施できる。
27 31.0胃 60 69.0出 87 

[23]鹿糠減定を受ける人に必袈な綴劫方法が考えられ、安全に実施できる。
59 68.6出 27 31.4百 86 

[24]静脈血採血を受ける人に必要な鑓助方法が考えられ、安全に実施で古品。
54 62.1目 33 37.9目 87 

1[25]1持{皮下側・皮肉)を必要とする人への緩助方法が者千九安全に実施できる。
39 44.8百 48 55.2% 87 
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資料⑬

9回生基本的な看護技術におけるアンケート結果 (2年次終了時) その1

{血圧的観察)
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4 とても自信 3自彊があ 2自信がな 1金〈自信
平均

が晶る る い がない

症状・病態由観察 。0.0% 23 24.2唱 自1 64.2目 9 9.5唱 2.15 

検体由採取と扱い方{採尿、尿検査} 。0.0唱 1自 16.8弘 62 65.3也 15 15.8首 2.01 

10 症管状理・生体 検査時の掻劫{心電図モニ事一)
ζ 引し 。0.0唱 2 2.1目 49 51.6也 42 44.2唱 1.58 

機能理娘婿

(パルスオキシメーターの使用) 4 4.2首 21 22.1出 48 50.5% 19 20.0% 2.10 

{スパイロメーターの使用) 。自白6 1.1首 55 57.9覧 37 38.9百 1.61 

11感染予防の
スタンうfードプリコーション 3 3.2% 38 40.0唱 43 45.3也 10 10.5% 2.35 

接椛
感来性廃棄物白取り扱い 。0.0覧 31 32.6也 46 48.4也 17 17.9也 2.15 

療薬生活の貴金確保 2 2.1略 41 43.2弘 45 47.4'唱 E 6.3百 2.42 

転倒・転落・外傷予紡 1.1也 40 42.1弘 47 49.5百 自 6.3% 2.39 
12安全管理の

医療事故予防 。0.0% 23 24.2也 56 58.9% 15 15.8% 2.08 
技術

感染性廃棄物的取り扱い 。0.0弛 21 22.1目 57 60自弘 15 15.8唱 2.06 

リスクマネージメント 。。口部 11 11.6弘 62 65.3也 20 21.1首 1.91 

体位保持 2 2.1目 31 32.6時 55 57.9% 5 5.3唱 2.32 
13安全確保の

聾法等身体安楽促進ケア 2 2.1出 36 37.9弘 47 49.5目 自 9.5帖 2.34 按術

リフクゼーション 3 3.2詰 37 38.9覧 51 53.7克 3 3.2弘 2.43 

水準2

1.64 

側一間一一一

1.59 

2.58 

-132 



9回生 基本的な看護技術におけるアンケート結巣 (2年次終了時) その2

水準1 自慣がある 自慣がない 母御

項目 人数 鶴合 人数 割合 n 

1. !軍纏錦聾綾楠
療婆生活環混濁聾{温毘理車‘換気、採光臭気、麓管.術重量産備} 72 76.6目 22 23.4出 94 
リネン茸挽 75 79.8% 19 20.2覧 94 
童事介助 58 61.7覧 36 38.3% 94 

2食事揺助綾術 業聾杭盤・体班・電解置バランスの査定 17 18.3覧 76 81.7百 93 
童生活支援 44 46.8覧 50 53.2% 94 
自然排尿・排亜緩勤 46 49.5覧 47 50.5覧 93 
亜器・原器による揖助 18 19.6% 74 80.4出 92 

3.排置嬢助震構 失禁時の援助(おむつ宜撞吉む} 14 14.9耳 80 85.1出 94 
排毘霞難時の援勤 8 8.61地 85 91.4百 93 
勝蹴向留置カテーテル婦入時の援助[管理} 7 7.5弘 86 92.5覧 93 

体位置換 49 52.7% 44 47.3% 93 
移送{掌イス} 70 73.7耳 25 26.3幅 95 

4活動休息援助技師
歩行・移動の介助 43 46.7% 49 53.3% 92 

廃用性症候群予防 17 18.3国 76 81.7也 93 

入眠・極観の擢助 39 41.9覧 54 58.1% 93 
宮静 42 44.7国 52 55.3耳 94 
入描介助 17 18.1世 77 81.9% 94 
部分措 56 59.6也 38 40.4% 94 
陸部'*浄 18 19.4目 75 80.6覧 93 

5清諜・衣生活援助段構
靖拭 53 57.0目 40 43.0自 93 

'*盤 53 56.4也 41 43.6出 94 
口腔ケア 40 42.6百 54 57.4覧 94 
聾容 65 68.4% 30 31.6% 95 
寝衣主換など衣生活援助(獄庫患者) 38 41.3腎 54 58.7% 92 

酸華吸入療法 5 5.4百 87 94.6目 92 

6呼世・楯環を聾える援捕
車道向加理法 6 6.5也 87 93.5% 93 

体轟翻監 23 24.7% 70 75.3% 93 
吸引(口陸、鼻腔} E 6.5百 87 93.5% 93 

7創備管理佳蹄 揖舗の予防ケア 19 20.2% 75 79.8目 94 

8与薬の按捕 経口・経鹿・外用車の与車方法 16 17.2% 77 82.8% 93 

9散命救急提置設荷 意識レベル把握 19 20.4事 74 79.6% 93 

パイタルサイン{体置の親事) 84 91.3% 8 8.7目 92 

{額損の犠曹) 85 91.4百 s 8.6% 93 

10旋技・生体機能管理技輯 (時現の観察) 81 87.1弘 12 12.9目 93 
{鳳庄の観察} 69 75.0目 23 25.0唱 92 

身体計調 52 55.自由 41 44.1出 93 

症扶痛轄の観察 23 24.7百 70 75.3% 93 
換体の採取と扱い方{揮臣、原韓査) 16 17.2国 77 82.8百 93 

10.症故・生体機能管理佳樟 検査時の援助(む電図モ降ター} 2 2.2百 91 97.8% 93 

{パルスオキシメタ白住用〉 25 27.2也 67 72.8百 92 

(スパイロメターの瞳用} 1.1百 92 98.9百 93 

スタン'CI ドブリコ シヨン 41 43.6目 53 56.4幅 94 
11.感量予紡由絵師

穫量性鹿車物の取り挫い 31 33.0幅 63 67.0部 94 

機聾生活の宮金曜樺 43 45.7鴨 51 54.3略 94 
転倒 a賠藩・外髄予防 41 43.6覧 53 56.4百 94 

12安全曹壊の技楠 医療事散予防 23 24.5唱 71 75.5% 94 

感量性廃棄抽の取り扱い 21 22.6覧 72 77.4% 93 

リスクマネ ジメント 11 11.8覧 82 88.2出 93 

体位保持 33 35.5目 60 64.5% 93 

13安全確醸の抜術 器法等身体安楽担進ケア 38 40.4百 56 59.6世 94 

リフクゼーション 40 42.6目 54 57.4出 94 
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水準2 自信がある 自信がない 母数

項目 人数 割合 人担 割合 r 

[1]綾鼻胃チューブの挿入を豊ける人に必要な援勧方法が考えられ.安全に実施で古る
4 4，3拡 89 95，7唱 93 

(2)経曹栄養を受ける人に必襲な援動方法が考えられ、安全に実施できる
9 9，6% 85 90.4% 94 

[3J儀下説腸を受ける人に必獲な援助方法が帯えられ‘安全に実施で吉る。
1.1% 92 98，9% 93 

[4]導尿を受ける人に必要な援助方法が帯えられ、安全に実施できる。
13 14，0唱 80 sι0% 93 

[6]締使を受ける人に必要な援助方法が考えられ、安全に実施で吉品。
3 3，2覧 91 96，8% 94 

[6Jストーマを造設する人lこ必要な援助方法が帯えられ、安全に実施で吉る。
4 4，3百 89 95，7百 93 

[7J務院内留援カテーテル法を行っている人に必要な援動方法が考えられ、安全に実施できる。
u再 92 98，9覧 93 

[8]ストレッチャーで移送が必要な人の援助方法が帯えられ、安全に実施で吉る。
50 53，2% 44 46，8目 94 

【9J穏節可動域富11練を受1する人に必要な鑑動方法が考えられ、安全に実施で古る。
14 14，7百 81 85，3出 95 

[10li本浴を受ける新生児由生理的特徴を濠解し、安全に実施できる。
9 9，6拡 85 90，4目 94 

[11J上肢に持続車漉静脈注射を行っていて、股肱向留置カテーテル法実施中の患者自獲衣交換を受ける人

に必要な援助方法が帯えられ、安全に実施できる。 11 11.7出 83 88，3出 94 

[12J気曹向吸引を受ける人に必要な媛動方法が考えられ‘安全に実施できるe

6 6，5出 87 93，5目 93 

[13J体位ドレナージ{体位排療法)を受!する人に必要な緩助方法が考えられ、安全に実施できる.
5 5，4出 88 94，6百 93 

[14]胸腔向低圧持続吸引療法を受ける人に必要な援動方法が考えられ、安全!こ実施で吉るa 。0，0出 94 100，0幅 94 
【15J人工呼吸器が装着されている人!こ必要な接助方法が帯えられ、安全に実施で音る。【鋲静(セヂーショ
ン)していない場合1 2 2，2% 91 97，8目 93 

[16J創犠処置置を受ける入に必要容援飴方法が考えられ、安全に実施てをる
14 15，1出 79 84，9略 93 ! 

[17];華院内与業法{坐薬挿入法)費量iする人に必要な援助方法が帯えられ、安全に実施できる。
10 10品目 83 89，2鴨 93 

[18)肉視鏡犠査(胃内観鏡・大腸内視鏡・気管支量産)を受ける人に必要者援助方法が帯えられ、安全に実筋

できるe 。0，0百 93 100，0拡 93 

[19]骨髄穿刺・腰椎穿刺検査を受ける人!こ必聾な嬢勧方法が考えられ、安全に実施できる。
4 4，3出 89 95，7目 93 

[20]清潔・消毒・誠簡の概意が理解で昔、無闇操作ができ品。
51 54，3覧 43 45.7世 94 

[21]包帯法を受汁る人に必要な援動方法が考えられ、安全に実施できる。
9 11.8百 67 88，2目 76 

[22]心電顕検査を受ける人に必婆な援助方法が帯えられ‘安全に実施で吉る。 。0，0% 75 100，0臣 75 

[23]血糠総定を受ける人に必要な援動方法が考えられ、安全に実施で音る。
5 6，8目 69 93，2出 74 

[24]静脈血採血を受ける人!こ必要な援助方法が考えられ、安全に実施できる。
7 9，3目 68 90，7唱 75 

(25)注射(底下・筋肉 z皮肉)を必要とする人への援助方法が帯えられ、安全に笑施で吉る。
1 1.4拡 73 98忠臣 74 
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水準1

N=99 

1 実数

{実路〕 % 

2・3 実数
(昆宇ー実施
盤_)_ % 

水準1

N=99 

1 実数

{実施} % 
2・3 実数

{見学・実施

8也生基本的な看護技術(水準 1 • 2)の体験率(実施率) 資料⑪

1 環境誠護技術 2 食事援助援術

環境鵠整 リネン交誼 食事介助
電解置

食生活支撞
，時ンス

97 95 97 85 95 

98.0 96.0 98，0 85.9 96.0 

2 4 z 14 4 

2.0 4.0 2.0 14.1 4.0 

4.活動・休息援助技椛

体位変換 移送 歩行介劫除用車闘
入限陸限
担劾

90 98 98 90 12 

90.9 99.0 99.0 90.9 72.7 

§ 1 9 21 

自綴録後按毘

88 

88.9 

11 

11.1 

安静

93 

93.9 

6 

*依E竜王監のIt.車守的'1>ないZ富岡

ωに準1:実施率7冊以下)I --. I 
休戦:実施率60%台)践綴畿二羽

(水準~2:実施率5曲以下m ー ーl

3.排挫援助技術

便器・尿器 去最跨揺眠 誹庫曙密酷難時 留揺龍カAテ

68 開 51 36 

66.1 90.9 剖五 36.4 

33 g 48 63 

33.3 9.1 48.5 63.6 

旦清潔・衣生活援助技術

入港介助 部分潜 陸部渚拭 清拭

90 87 77 97 

90.9 81.9 77.8 98.0 

9 12 22 2 

輯} % I 9.1 1.0 1.0 9.1 I 21.3 6.1 9.1 12.1 22.2 2.0 

水準1 5.清潔・窓生活援助技術 6.呼吸闘鰭環繋える接助 創傷管耳 8与薬

N=99 洗髪 口腔ケア 整容 袋衣臥床交橡
酷素吸λ

気遣向加謹 体温調整 吸引(o.~) 認議予防 与築益法

実数 83 93 94 92 35 32 86 27 68 65 
{実施) % 83.8 93.9 94.9 92.9 35.4 32.3 86.9 27.3 68.7 65.7 
2・3 実数 16 

{毘学・実施
6 5 7 64 67 13 12 31 34 

L 無] 杭 16.2 6.1 5.1 1.1 64.6 67.7 13.1 ~ 31.3 34.3 

水準1 9 救命 10.症状・生体機能管理技術

N=99 章織レペJ 体温 員眠 呼吸 血圧 身体計測 接状・病態探尿・検件 後輩時担助
パルスオキシ スメーパタイーロ

メータ

実数 38 99 99 99 99 88 97 58 50 92 91 
(実施) 抽 38.4 100.0 100.0 100.0 100.0 88.9 98.0 58.6 50.5 92.9 98.0 
2・3 実数 61 。 。 。 。 11 2 41 49 7 2 

【昆宇・実施
踊} 情 61.6 。。 0.0 0.0 。。 11.1 2.0 41.4 49.5 7.1 2.0 

水準1 日，感染予紡の技術 12.安全管理の技術 13安全確保の技術

N=99 プスリタコン…ダシーヨドン建設取性り鈍廃い薬物 安念確保 転外倒傷・転予車防事・ 医自予民事防放 危取険り怒扱染い物 リスジクメマンネトー 体位保持 |臨否長促時進ケ安ア ゼリーラシクョン

実数 85 95 BB 65 関 51 99 90 98 98 
(実施) 明 85.9 96.0 88.9 66.7 89.9 51.5 100.0 90.9 99.0 99.0 
2・3 実数 14 4 11 34 10 48 9 1 

{毘学・実施
艶} % 14.1 4β 11.1 34.3 10.1 48.5 。。 9.1 1.0 1.0 
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B間生基本約看護技術(水準1 • 2)の体験状況と自信ありの割合の関係(卒業時)
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資料⑫

100 

E水準1]
①療養生活環境調斐②リネン交換③食事介助④栄養状態・体液・電解貿バランスの査定⑤食生活宅援
⑥自然排尿・排便援助⑦便器・尿器の援助③失禁時援助 @排尿毘毅時援助⑩跨脱肉留叢カーて芸止し持入時の援助(管理)
@体位交議 ⑫移送{車椅子}⑬歩行・移動の介助@~用性症候群⑮入1~:暖眠の援助⑬安静の入浴合
⑬部分治⑬路部苦~1聖一⑫清獄事』洗髪差是口控ケ7 ~奇襲容@寝衣交換なと衣生活援助{臥床患者了@酸素吸入療法
@気遊肉加湿法@体浪部護@級雪I(口腔、鼻腔)@復創予防ケア@経口，綾皮・外用芸震の与議室長~.量識レベルj1l援
@パイ事ルサイン・体温の観察 @訴の観察@呼吸の観察@血圧の観察@身体計話題@症状圃護主壌の観察
@検体の採取と扱l;15<採尿、尿検査) @検査時の援助岡心意図私書一@パJt.スオキシメ→ーの使用
@スパイ口メ一事-6長期@ス合ンダードブリコーシヨン @感染性廃棄物の取り扱い@療護生活の安全確保
窃転倒同転落酋外傷予紡@医療事故予防@感染性E語築物の取り扱い @リスヲマネージメント@体位保持

母著書法等身体安楽促進ケア@リラ?-liーション

[水準2]
留経鼻質管挿入援助方法回経管栄養援助方法箇億下涜腸援助方法留導尿援助方法留描使援助方法厨ストーマ援助方法
図跨脱盟貴重量カテーテJ"-!護助方法回ストレツチャー移送援助方法図関節可動域訓練響効方法鼠泳浴
部寝衣 議(上肢持続点漉盤~~主射・跨続;Pl留置カ子一子Jレ揮入中)包l気管虫吸苦!臨体佼ドレナージ
国腕腔肉H低議続吸引察活石褒劫方法 問人工呼般器装着患者媛効方法函創傷処護国夜腸内与薬法大腸内視鏡圃気管支鏡)援助方法
函督髄穿刺咽腰椎穿刺検査援助方法問清潔・消毒・滅箇・無菌操作
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初回総査の結果
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臨地実習において看護学生が行う基本約な看護技術(水筆2)の各鷲康の教授状溺
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